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干しダコ　　

魚を開く

塩水につける

天日干し

削ぐ

成形
焼く

加工工程

平面的な加工順路ではなく、干しダコ、干物、明石ちく
わ・鯛の３次元に加工順路を計画することで加工工程が
見えやすくなり魚食文化を明確にする。加工工程を細分
化することで、一つ一つの作業途中の加工技術がよく見
えてくる。また、その動きによりいくつもの空間が構成
されていく。。

セリ

水揚げ

洗う

吊るしてさく

天日干し

活越し

神経抜き

囲炉裏焼き

活締め

明石ちくわ・鯛

一夜寝かす

干物

1.漁港

タコ干し場   (壁）

セリ場

交じり合うベルトコンベアー

運搬場

空中路

イケス壁

商店街からのファサード

立体釣り堀

立体ベルトコンベアー

ベルトコンベアーにより道路の上を魚が飛ん
でいるような空間をつくる。

商店のファファサードがイケスになっていて海の
中に入るような空間。

セリ下ろされた色々な魚が、ベルトコンベ
アーにより空中で魚が飛び交うような未来
的な空間。 

イケスの向こう側が見えるため、向こう側が
水槽の中にいるように見える。

躯体に絡みあうベルトコベアーが魚を持ち上
げ加工していく。

明石の海で捕れた新鮮な魚をはじめ、楽しい
食卓をお送りする卸売市場である。

セリ落とされた魚はトロ箱に積まれ、魚の棚
商店街や加工場へ運ばれる。普段は入れない、
セリ場に気軽に入れる貴重な場となる。

明石港で水揚げされた魚は、京阪へ運搬され
るために多くのトラックが集まる。

海から離れた陸地で明石港以外で捕れる魚を誰
でも手軽に釣ることで楽しむことができる。ま
た、この釣り堀で釣れる魚は海と同様に放流さ
れており、新鮮な釣りの体験ができる。

沿岸の夏の風物詩でもあり、明石の浜のいた
るところで見られる風景。夏になると、たく
さんの干しダコが吊るされる。

タコ干し場　(屋根）
屋根が干し竿になっており、季節によって干
されるものが変わり、季節により少し違った
空間が生まれる、また、魚やタコの影が落ち、
影により季節を感じる。

明石で獲れた鯛、囲炉裏で焼かれ、魚が焼か
れた匂いが街に漂う。モクモクと上がる煙が
空間を仕切る。

囲炉裏焼き

魚のストレスを軽減させるために数日泳がせる
イケス。季節によってイケスの色が魚によって変
わっていく。

活越し

スラブの高低差により空間を仕切りつつ、 漁に使われていた網を仕切りつつ、視界を通すため中の動きが見える。 タコの足を切る工程で作業場と一般の空間を仕切る 大漁旗をカーテンがわりにして空間を仕切る　

イケスの上をボイド空間とし色々な角度から魚にふれるイケスに空間を作る、うっすら向こうが見える空間の上に通路が来ることで空間を横切るベルトコンベアーにより空間を作る

加工場の中を歩いて
いるような空間

港に近づくにつれて、雰
囲気が変わる。

商店のファファサードが
イケスになっていて海の
中に入るような空間

色々な人が行き交う空間になっ
ていてトロ箱に座りながコミュ
ニケーションを楽しむ空間

魚の棚商店街は色々な魚
が店の前に並び賑わいの
ある商店街である　

魚食文化の発展のため、
観光客が魚を獲る技術と
触れ合うことのできる空
間である

水揚げされた魚がベルト
コンベアーによって運ば
れ、セリ場へ

漁港

仕分け
セリ場

水揚げ

タコ干場

運搬所

釣り堀

巨大イケス

活越し練り物

商店街

魚処理

平面図

空間構成
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Takeshi　Funayama
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魚線　-変わりゆく魚と魚食文化の再構築- 魚の仲卸店や加工場が多くあった魚の棚商店街と港の間に空き
地や空き家が増え、明石の魚食文化が薄まりつつある。商店街
と港の間に生産から販売までの魚の流通路を計画し、明石の魚
食文化を再構築する。港・加工場・商店街を線で繋ぎ、その線
は魚食文化動線となり商店街までではなくその延長線上の家庭
の食卓まで魚食文化動線を引く、その線を魚線と名付けた。そ
の線は明石だけでなく全国各地に広がり明石の魚食文化を広げ、
この魚線が全国の魚食文化再構築の基盤となるだろう。
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心象風景がつくる火葬場 
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赤色の線は消してね

火葬場、それは大切な人を見送る最期の場所。都市の拡大と共に
建築の効率化が進み火葬場もその影響を受けている。東京都渋谷
区西原にある代々幡斎場、住宅地に立つ火葬場の外観は大きな
壁で囲まれており要塞の様になっている。内部ではいくつもの火葬
路が連続して並びその姿はまるで処理施設の様。果たして最期の
見送る場所として適しているのか。空や地平線の様にどこまでも続
いていく風景や雲の様に移り変わっていくものなどの様に漠然と
広がる風景の中思いふける場所を計画する事で都市における火
葬場の在り方を提案する。

火葬場、それは大切な人を見送る最期の場所。都市の拡大と共に建築の効率化が進み火葬場
もその影響を受けている。東京都渋谷区西原にある代々幡斎場、住宅地に立つ火葬場の外観
は大きな壁で囲まれており要塞の様になっている。内部ではいくつもの火葬路が連続して並
びその姿はまるで処理施設の様。果たして最期の見送る場所として適しているのか。空や地
平線の様にどこまでも続いていく風景や雲の様に移り変わっていくものなどの様に漠然と広
がる風景の中思いふける場所を計画する事で都市における火葬場の在り方を提案する。

concept

back ground

敷地情報

本提案では、東京都渋谷区西原エリア内を対象とする。西原は大半
が閑静な住宅街となっている。南部はかつて「徳川山」と呼ばれた
高級住宅地となっており、都内でも屈指の高級住宅街「代々木上原」
の一角もなす。周辺には公共施設も多く、利便性が高い。北側が京
王線幡々谷駅勢圏、南側が小田急線・千代田線代々木上原駅の駅勢
圏にあり、それぞれの駅周辺で焦点が立ち並び住民の生活を支えて
いる。代々木公園や代々木八幡館など自然に囲まれており、都心部
にありながらその様に感じさせない街の雰囲気は落ち着いて過ごす
ことのできる空間を作り出している。街の地形は起伏に富んでおり、
多くの坂がある。西側は狼谷と呼ばれる窪地になっており、古くか
ら火葬場が置かれていた。この火葬場は現在も「代々幡斎場」とし
て存在し、都心部にある貴重な葬儀場として使用されている。本提
案では、現代における葬儀場の在り方を見つめ直し、周辺地域との
関わりを踏まえながらその「カタチ」も具現する。

火葬場とは本来、故人への思いを募らせ、心を解放する場所、故人を弔い悼み、偲ぶ場所であると考える。しかし近年、都市開発において建築の規格化・効率化が進み、火葬場もそ
の影響を受けている。「思いを馳せる」場である火葬場において、死亡者の増加や直葬の増加、火葬までの待機日数の長期化により効率化せざるを得ない状況にあり、それによって、
まるで「効率化された処理場」のようになってしまっている。又、形態としても周辺地域から隔絶された要塞のようであり、重く、暗い雰囲気を漂わせている。「大切な人を見送る場」
として火葬場の現状はそれに適していないと考える。人口減少社会に向かう中、多くの公共施設では合理化のもと整理統合が進んでいるが、火葬場は他の公共施設と違い将来の死亡
者数の増加に対応するため、新たな火葬場の整備が求められている。又、本提案の敷地である渋谷区においては人口が増加傾向にあり、解決しなければならない問題は多い。さまざ
まな視点で現状も捉え、都市部における火葬場建築の在り方を考えていく。

心象風景がつくる火葬場

表現主義建築の特徴

表現主義または表現派は、様々な芸術分野 (絵画、文学、映像、建築など )において、一般に、
感情も作品中に反映させて表現する傾向のことを指す。建築における表現主義思想は、多分野
にわたる表現主義運動の一環として 1900 年代初頭にドイツ語圏で始まった。代表例として、
エーリヒ・メンデルゾーン作のアインシュタイン・タワーがあり、その造形には自由な曲線が
好んで用いられ、有機的なフォルムが特徴となっている。又、この作品は、表現主義の建築家
にとって永遠の目標となっている。心理的な効果をもたらすために採られる歪な形態、リアリ
ズムより優先される、内的経験の象徴的、様式的な表現、自然界における携帯などをモチーフ
とした自然現象というテーマ、これらは表現主義建築の特徴であり、そのコンセプトの深化は
美学的規範の発展に大きく寄与する形となった。表現主義の建築家たちは、部分的にではなく
建築全体の形態を自由に解放するべく努めた。現代の効率化、合理化され感情を失った建築に
対し、表現主義建築の手法が有効であると考える。風景を抽象化、概念化し、空間へ落とし込
んでいくことで、そこに第 3の風景を生み、漠然とした領域を作り出す。本提案では、機能か
らではなく感情からなる空間を考察し、豊かなイメージも与える彫刻的な建築が主体となった
ランドスケープが火葬場へのイメージを変え、人々の日常へ溶け込んでいく。

地上の都市公園化 心象風景の可能性

現在の火葬場は、その姿を隠す様に大きな壁で覆われており、街で孤立した存在
となっている。木を植え、都市公園化し火葬のない日は開放することで読書や散
歩など街の人が集う場とする。日常的に使われていくことで街の一部となりその
存在を昇華させる。

心象風景とは主に写真や絵画などに多く使われる表現方法で、経験などからく
る心に描かれているイメージからくる風景のことをいう。現実ではなく心の中
に思い描いたり、浮かんだり刻み込まれている風景。
風景イメージを抽象化し自然風景が持つ領域を建築空間へと落とし込み表現す
る。その空間は自然風景を感じさせ第３の新しい風景となる。自然風景を具現
化ではなく抽象化して表現することでより強く原風景が脳裏に浮かび、空間に
おけるその風景は漠然とした領域を生み出す。

01 曖昧な境界

02 自由なスケール

03 イメージの抽象化

建築空間における境界を定めている壁と床のエッジライン
をなくすことで自然風景にみられる漠然と広がる領域を生
み、空間の境界を曖昧にする。又、視界に広がりを持たせ、
茫洋さを感じさせる。

自然風景が持つ巨大なスケール感を抽出し空間化する。空、
地上、地下をそれぞれ要素として空間を作る。又、それら
を繋ぎ合わせることで様々な空間を多様なスケールで作り、
その領域を展開する。空間の移り変わりは人の心も写す。

自然風景を対象に注目し、その輪郭イメージを要素として
抜き出す。輪郭イメージから抽象化したスケッチを基に各
建築空間に落とし込んでいく。

Design method

Ⅷ　　　終着、出発。

Ⅶ　　繰り返し予感する

Ⅰ    余白を生む地平線

縹緲たる風景が続く地平線の様な空間。広
漠な天井と床で構成され、影響し合う空間
の狭間には光が差し込み、その境界を曖昧
にする。空白の空間を歩き、進んでいくこ
とで心に余白を生み、行為に対する心の器
を作っていく。

部分図面 日常から切り離れた会葬者を元の日常へと
導くべく、一筋の光が灯火となる。柔らか
な光が会葬者をその思いと共に照らし、先

を整理し、前へ前へと歩みを進める。そし
て、空へ続く丘へと向かう。

先が見えず下へと降りていく渓谷の様な空
間。吹き抜け空間となっており視線の先は
空へと向かう。空を見上げると地上との隔
たり、その距離を実感する。そして、実感
を残したまま日常からは切り離され、式の
始まりを予感させる。

地上と空の境界となる空間。丘を登り、空
を目指す。登った先には廖郭たる空が拡が
り、その存在をあらわにする。会葬者は火
葬の煙突から立ちのぼる煙を眺め、その刻
を過ごす。静寂で満ちた空に故人の魂が還
る。

降りた先は告別室。故人との日々を浮かべ

波の様に拡がる壁、山の様に聳える斜面、

む。そして空間は、光零れる森へと移る。

長い道のりは、終わりの刻を迎える。ここ
では収骨を行い、この場で葬儀の式を終え
る。弔いの儀が終わり、会葬者は地上へと
向う。上に拡がりを持たせた空間は自ずと
新たな道の出発点となり、会葬者を地上へ、
そして日常へと導く。

木々の間を抜けると炉室が現れる。故人と
最期の刻を過ごす。天から落つる光の元、
様々な思いを巡らせ、故人を見送る。心の
器を完成させ、募らせた思い、積み重なっ
た心を解放する。静寂な空間に各々の思い
が集う。

Ⅱ　日常から切り離される渓谷

Ⅲ　　光に包まれる告別室

Ⅳ　　　　森を彷徨う

Ⅴ　　　道筋を示す

Ⅵ　　　空を仰ぐ

帰路につき、再び渓谷が現れる。閑
やかな雰囲気から一変、先の渓谷の

する。それぞれが追憶し、それぞれ
がこの長い道のりの終わりを予感す
る。渓谷を進みながら、来たる終わ
りの刻に向けて心の準備をする。

自然風景のもつ空間特性や概念を抽出し、建築空間を考える

Study model

風景の輪郭イメージから抽象化したスケッチ

自然風景が持つ巨大なスケール感を抽出し空間化する。空、
地上、地下をそれぞれ要素として空間を作る。又、それら
を繋ぎ合わせることで様々な空間を多様なスケールで作り、
その領域を展開する。空間の移り変わりは人の心も写す。

自然風景を対象に注目し、その輪郭イメージを要素として
抜き出す。輪郭イメージから抽象化したスケッチを基に各
建築空間に落とし込んでいく。

地下平面図

待合室
GL-3000

炉前ホール
GL-10000

告別室
GL-10000

エントランス
GL-5000

収骨室
GL-4000

EV

機械室
GL-10000

従業員室

霊安室 従業員室

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

ⅥⅦ

Ⅷ

Scene

GL-9000

GL-5000



新浪　愛由帆

湯道に触れる 
-湯と戯れ人と分かつ温泉- 

Ayuho　Niinami
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

　光が空間をつくり出す 　本を読みつつひとやすみ　湯気によって日々変化する空間

敷地に対して
大屋根を架ける

屋根を波打たせ、
空間に変化を与える

床面を起伏させ、
変化の幅を広げる

様々な空間から
人の動線が現れる

水が溜まるにつれて
人も溜まる

Plan Diagram

Architectural model

旅館が立ち並ぶ温泉街として
観光客や地域住民により

賑わいが溢れた

高齢化や後継者不足のため
旅館が減少した

再び温泉が巡り、
湯けむりに誘われた人々が

集まってくる

人がたまり場をつくり、
いくつもの道から

様々なシーンが生まれる

Spase Composition 

1．様々な深さで湯と触れる 2．寝ころぶ 3．一筋の光がさす

5．湯の中を歩く 6．屋根から落ちる水と触れる 7．湯に囲まれた特別な食事を

9．湯気によってつくられる空間 10．森を見つめて一人になる 11．丘は休憩場所に 12．屋根を介して活動する

8．水盤でつながる

4．木々の中で楽しむ湯

　あじさい畑への道すがら寄り道 　木々の先に静かに湯があらわれる　外では子供がはしゃぐ姿が見える

Floor Plan

Roof Plan

高齢化、後継者不足により衰退してしまった街に温泉を利用し
た様々な空間を提案する。
温泉により出来上がる空間は観光客はもちろん地域住民の交
流の場となるだろう。
温泉という共通項でつながりつつ、利用者が各々自由に活動
することで気軽に湯と、そして人と触れ合うことができる場とな
ることを目指す。 

卒業設計　優秀賞 



東屋　京夏

題名のない旅路 

Kyoka Azumaya
建築意匠研究室

卒業設計　優秀賞/広島平和祈念卒業設計展2022　優秀賞 
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題
名
の
な
い
旅
路

未来への可能性は常に曖昧である。
曖昧である事に様々な希望を抱き、可能性を見出している。
私は、いつも未来では素晴らしい人間であると思い、しかし、
いつかの未来を生きる私は素晴らしい人間ではない。
何もかもから逃げ出し、1人になりたい私。そんなさなかに出会う
18のフォリー。フォリーは私にとって、今まで手に取らなかった本を読
むようなきっかけを造る役目を果たす。



𠮷田　真子

島に生きる、島に宿る 

Mako Yoshida
建築意匠研究室
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―関前みかん産業が育んだ建築空間の再編―

瀬 戸 内の素 朴な建 築 遺 産を隠し持つ 岡 村 島の再 生 計 画。約 一 年 間を

かけて、敷地踏査を行い、岡村再生のキーパーソンとなる住民を 20 名

ほど選出した。本提案では、分散型宿泊施設として再編した。受付、寝

室、食堂、風呂の機能が岡村スケールで村に分散し、既存コミュニティ

や既存空間、その他の機能と面的に交わりながら村を彩っていく。

卒業設計　優秀賞



淵上　豊真

万博再生計画
-衣類の再利用と調和-

Toyoma　Fuchigami
建築意匠研究室
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大阪万博は日本を目に見える形で変化をもたらした。その一つとして
服装である。開幕当時は背広やスーツ、学生服姿というフォーマルな
着衣を纏っていた。
だが、閉幕する頃にはカジュアルウェアが目立つようになり、日本人の
ファッションに変化を与えた。今回の計画ではファッションの過去・現
在・未来について見直す場所にする。

設計手法

●大屋根

1970 年の大阪万博の際にシンボルゾーンの太陽の塔を囲む様に建てられ

た建造物である。設計者は丹下健三。トラス構造による世界最大の立体

格子を用いた。太陽の塔といった広場の要素を結び、大阪万博の主役の

一つだった。1979 年に解体された。

●アメリカ村
心斎橋と難波の間に位置するミナミと呼ばれる地域の観光スポットの一つ。

トレンドの発信場所として、真ん中に位置する御津公園（三角公園）を中

心にファッションのトレンドに敏感な人たちが多く集まっている。しかし、

徐々に寂れてきたという声もあがる。今の時代ではインターネットの普及

によりアパレル業の仕組みが大きく変化していることが原因であると考え

る。

直線的に配置することで大屋根があった当時の

大阪万博やアメリカ村を感じさせる。

アメリカ村は路地で直線的に区切られている。また、大

屋根はトラスの構造格子によって直線が交差する。
直線的に区切られている。

直線的な図形の立方体 立方体の壁面に　足す　引く　をもたらす。
足す　は繋がり、引く　は光を与える。

足す　こと、　引く　ことが空間を生む。

◯図形の引き出し

◯配置

◯直線について

丸みを帯びた四角形は柔らかさを持たせる。角が尖った四

角形はシャープさを持たせる。

服も同じように裾のカッティングが丸みを帯びているか

どうかで印象が変化する。

曲線を帯びている「太陽の塔」にシャープさをもたらす為に

縦方向に直線を加える。

◯居住空間

一階にある住居スペースは上の階

層に比べて開口部が大きく、オー

プンに開かせる。オープンである

ことでより人の視界に入る。

住居として個性の発信場所である

と共に、路面店として古着の循環
をさせる。



中村　隼平

Island is land~とうとう渡島~ 

Jumpei　Nakamura
建築意匠研究室
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本計画では、瀬戸大橋が開通したことで車での来訪者が増えている
ためフェリーの魅力や瀬戸内海の風景を感じることができるフェリー
ターミナルを計画する。また、高松駅から高松港にかけての道路や建
物に広場を設けることで観光客だけでなく地域住民にも興味あふれ
るような空間を計画する。瀬戸内国際芸術祭の開催時にも作品を展
示できる場所になる。

GL

花火の打ち上げ広場

GL

遊歩道

カジノ飲食店 映画館

ギャラリーギャラリー

GL GL

様々なイベントが混じり合う

隙間からの景色の違いを楽しむ

フロアが変わるごとに広がる目の前の風景がフェリーや町への好奇心をくすぐる。

新たな目的が生まれ、行動を誘発する

光が抜けて広場に差し込む

スポットライトが当たることで人が集まる

高松駅

高松フェリーターミナル

瀬戸内国際芸術祭

高松駅

本設計の計画地は瀬戸内国際芸術祭が行われる拠点ともいえ
る。瀬戸内国際芸術祭は 2010 年から３年おきに開催されて
いる。瀬戸内海に浮かぶ島々に足を運び芸術だけでなく島の
歴史や生活を知ることができる。芸術祭により瀬戸内の島の
魅力を発見することができるイベントとなっている。

高松駅と高松港をつなぐことで分散された交通機関を利用しやすくできる。フェリーターミナルから瀬戸内海の島々へ渡る利用者に記憶の残る建物となり、移動
手段の時間から楽しむことができる場所になっている。香川県に訪れる場所だけでなく芸術の入り口として感性を豊かにできる空間ができる。

計画地は、香川県高松市とする。香川県の玄関口で
ある高松駅、高松港が設置されており多くの人が利
用する場所となっている。瀬戸内海に浮かぶ小豆島、
直島、女木島、男木島、大島、豊島にアクセスする
ことができる。また高松シンボルタワーや市街地も
あるため香川県の中心地ともいえる場所である。

建築物を新しい島とすることで非現実的な空間が日常に現れる。四国を島と考え敷地に島となる建築物をつくり島を身
近に感じることで瀬戸内海の島々に興味が湧いてくる。瀬戸内国際芸術祭の開催時にも島から島へ渡ることの楽しさや
フェリーターミナルが芸術の感性を呼び起こす空間となっている

浮かぶ島
瀬戸内国際芸術祭作品展示場所 航路線

高松フェリーターミナル

計画敷地 敷地俯瞰分析

計画説明 新しい機能の提案

Island is land
～ とうとう渡島 ～

本計画では、瀬戸大橋が開通したことで車での来訪者が増えているためフェリーの魅力や瀬戸内海の風景を感じることがで
きるフェリーターミナルを計画する。また、高松駅から高松港にかけての道路や建物に広場を設けることで観光客だけでな

く地域住民にもあふれるような空間を計画する。瀬戸内国際芸術祭の開催時にも作品を展示できる場所となる。

1 スタディスペース
2 コンサートホール
3 売店
4 モルモットレース場
5 F1 レース場

●  floor plan  2F     1/500

1

2

3

4

5

1

2

3

5

6

7

8

9

4

1　パブリックビューイング　
2　広場
3　コンサートホール
4　売店
5　ギャラリー
6　ドッグラン
7　花火打ち上げ場
8　公園
9　―

●  floor plan  2F     1/500

既存の建物に寄生し新たな空間を広げる

大きな円は町を切り取り上下の繋がりを作る

地上に落ちる無数の柱が地上での営みが増えるトリガーになる

自由なテーブルは建物と呼応し相互を作用をする



川﨑　郁人

Central Bridge　 

Fumito　Kawasaki
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

本計画では、「繋げる」だけではなく、人と人、モノ
とモノ、地域と地域など、多様なものが「繋がる」橋を計画する。開通当
時以上
に橋の重要性に気づいてもらい、拠点としての橋の記憶が徐々に取
り戻されるこ
とに期待する

　現在、人々の暮らしの中で、当たり前のモノとして認識される橋。通常では、
行くことのできなかった場所へ道を繋げることができた橋は、開通当時は人々の
生活の幅を大いに広げ、人々からその重要性を認識されていたに違いない。
　しかし、時代が進むにつれて、建築土木の技術が発展し、地点と地点を結ぶ中
間に架けられる橋の存在は、ただの「繋げる」だけの道となった。そして、橋の
利用時間は数分程度と、開通当時の拠点として認識されていた橋の記憶は日々薄
れていっていると感じる。
　その記憶を取り戻すため、本計画では、「繋げる」だけではなく、人と人、モノ
とモノ、地域と地域など、多様なものが「繋がる」橋を計画する。開通当時以上
に橋の重要性に気づいてもらい、拠点としての橋の記憶が徐々に取り戻されるこ
とに期待する。

Central Bridge
~ 繋げる場から、繋がる場へ～

断面図　S=1/200

調理場屋根のある広場（大空間）屋根のある広場屋根のある広場 屋根のある広場（立ち話や座れる休憩場）市場

車道 車道 車道車道車道車道

市場

釣り柱
・柱兼釣り場空間である。
・柱の内部から外部に向けて、投げ釣りと落とし込み釣りができる。

屋根のある広場

立面図　S=1/200

形態のスタディー

分岐した橋を通すポイント

➡➡

一本橋 異種のカタチの結合 曲線 橋の下部に空間構成

曲線による上下の変化

躯体が広範囲に派生してできる空間 直線と曲線の融合

滑らかな動線による空間のつながり 橋の下部で複雑に絡み合う空間 橋らしさのあるシンプルな空間

端で空間が結合し、中央に大空間がある曲線が複雑に絡み合い、中央の空間を取
り巻く空間

海水面下を通過 下部、横、上部に複雑に空間構成

特徴

端から中央に向けて空間が結合する

曲線＋量

直線形態での始点と終点の変化

同種＋サイズの変化

同種＋同じサイズ増量

柳井側　6本の道 大島側　7本の道

一本橋＋トンネル空間

①

①

③

④

⑤

⑤

⑥

⑥

①

①

②

②

②

②

①

②

大畠駅⇔橋
・学生の通学時の利便性
・多くの人々が橋に向かうきっかけ

大畠駅裏（海岸沿い）⇔橋
・海岸沿いと橋の上部と、広範囲な
   釣り場
・普段人通りが少ない場所への人の
   誘導

⑤

⑥

小さな岸⇔橋
・普段人が行けない場所への人の誘導
・橋の下付近からの光景

一般道⇔橋
・広範囲への移動
・飲食店へのアクセス

①

②

海岸沿いの散歩道⇔橋
・橋に向かうきっかけ
・海岸沿いの釣り場と橋の釣り
   場の接続による、広範囲の釣
   り場

大多満根神社⇔橋
・神社と橋への人々の誘導
・上部の一般道へのアクセスの
   しやすさ

③ ④ ③

③防波堤⇔橋
・防波堤の釣り場と橋の釣り場の
   接続による、広範囲の釣り場

砂浜⇔橋
・普段人が行けない場所への人の
　誘導
・遊び場 ・海岸沿いの釣り場と橋の釣り

   場の接続による、広範囲の釣
   り場

橋の下部⇔橋
・普段見ることのない、橋の下
   部からの光景

完成イメージ

・上下左右に空間を構成することができ、海・陸・空と３段階
　の変化のある空間

・道でありながら、室のような空間を構成する

・中央の大空間

・独立する部分と結合する部分を合わせ持つ形態

・歩道と車道の分離

釣り場（落とし込み）

釣り柱

広場

植栽の道

植栽の道

歩道 車道

釣り場（落とし込み） 市場 キッチン

広場

植栽の道 植栽の道 車道 歩道

車道 食事場
　 釣り場

（落とし込み）
　 釣り場

（落とし込み）

屋根のある広場屋根のある広場（立ち話や座れる休憩場）屋根のある広場屋根のある広場（休憩場など）屋根のある広場（休憩場・映画鑑賞など）

車道車道車道車道車道車道

市場市場

釣り柱
・柱兼釣り場空間である。
・柱の内部から外部に向けて、投げ釣りと落とし込み釣りができる。

A

A

B

B

陸

海

空

Step 1 Step 2 Step 3

平
面

断
面

Step 5Step 4

➡ ➡ ➡

①橋の領域

②橋を構成する道
　の成り立ち

1. 一般的な 1 本の道 3. 立面上に道が増えることで
　室のような空間が形成され、
　縦と横の関係性が増す。　 

4. Step１～ 3 は、周囲と関係性はありながらも、独立した道としての空間で
　あるため、各々が選択肢がある「居場所」としての道であり、その小さな
　コミュニティが、自然と結ばれ、さらに大きなコミュニティが形成される。 

2. 平面上に道が増えること
　で、横とのコミュニティ
　が形成される。

5. 独立した道とそれらが交わる点が増すことで、橋が人々の拠点となり、橋の
　重要性が人々に認識されていく 。

敷地 敷地詳細

提案：繋げる空間➡繋がる空間

背景

ダイアグラム　

橋＝通路＝ＡとＢを繋げる空間

橋＝居場所＝Ａと橋とＢが繋がる空間

周防大島町は、島でありながらも道は整備されてお
り、自然環境が良いため、多くの人々が訪れる島で
ある。生活基盤として、病院やスーパーマーケット、
コンビニエンスストア、小、中、高校など、ある程
度整っている。
　柳井市は、生活基盤や気候など総合的にみて、生
活しやすい地域である。
　この 2 つの地域を結ぶ大島大橋は、1976 年に有料
道路として開通し、1996 以降は無料道路となり、現
在に至るまで柳井市と周防大島町を繋ぐ生活の基盤と
して、人々に大きな影響を与えている。

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

現在の広場は、広場でありながらも、
木々や建物に囲まれた閉鎖的な印象を
うける。

広場　

➡
周辺に障害物が一切ない開放的な空間
であり、多くの人が立ち止まり、時間
を費やしたり、遊んだりできる。

市場　食事場　

開放的な空間であり、周囲の人々と距
離間が近いので、コミュニティが形成
させやすい。

大島の栽培された野菜や果物、そして、地元
で捕れた海の幸などを販売する空間。

➡➡通常時

普段は通行者が通り、立ち止まり周囲の
景観を楽しんだり、岩に腰掛けたりして
休憩をしたりできる空間である。

満潮時

満潮時は基本的に通行することができな
い。

干潮時
潮が引き、潮だまりができる。その潮だま
りに取り残された海の生物を観察したり、
捕えたりすることを沖ですることができる
ため普段見慣れない生物や環境で老若男女
問わず、楽しめる空間である。

キッチン（屋内＆屋外）　

屋外

釣った魚や、持ってきた食材などを調理する
ための空間である。橋の唯一の閉鎖的な室空
間であり、寒い時には暖を取ることができる。

開放的な空間であり、周囲との距離感が近い
ため、会話や物の貸し借りなど、コミュニテ
ィが形成されるきっかけとなる空間である。

屋内 ＆

休憩所

余白

屋根のある広場（イベントなど）　

行事や催し物など自由に利用することができる
空間、いわば余白である。

通行者を妨げず、開かれた空間であり、雨よ
けとしても利用可能である。

用途

計画

道が多いため、道筋が複雑なように感じるが、
機能・空間の流れから道筋を理解しやすい。　

食事場

潮だまりの空間 潮だまりの空間

釣り場釣り場

キッチン（屋内＆屋外） 市場 屋根のある広場（イベントなど）・ ・

広場

貨物船の通過コース

広場　

食事場　

釣り場　

潮だまりの空間　

屋根のある広場（イベントなど）　

キッチン（屋内＆屋外）
　　　　市場　

➡
➡

➡
➡

潮だまりの空間　

縦方向に移動するためのスロープ＆階段が３つの地点に設置
されている。　

釣り

学び

趣味

協力 四季の違い

観察

会話

実体験

難易度・網の貸し借り
・釣り方の技術の共有　

・季節による生物の種類

自動車と人のルートは基本的に分離されているが、視覚的に人々の動きを見ることができ、橋中央部
の大空間では、人の流れと景観を楽しむことができ、間接的な繋がりを持たせている。

これら全ての道が床、壁、屋根となり橋を創り上
げることにより、多くの機能が独立したり、絡み
合いつつも常にその場所は、「どこかへ渡る」を
空間であるため、橋である認識を持ち続けられる。

・新たな経験

・基本的に簡単

狭い（トンネルのような空間） 狭い（トンネルのような空間）

円柱にすることにより、
縦方向の変化はないが、
円に沿うことで、それ
ぞれの持ち場に角度が
生まれ、利用できる空
間の自由度が広がる。

円柱の直径を
大きくするこ
とで、空間を
広く取ること
ができる。

断面を下に広がるカタチで
空間を構成することで、縦
方向での被りを解決でき、
内側空間への落とし込み釣
りが可能になる。

一般的な柱である。
横方向への居場所の変化
はあるが、縦方向では上
下で釣りをすると被って
しまうので現実的でない。

一般的な柱である。
横方向への居場所の変化
はあるが、縦方向では上
下で釣りをすると被って
しまうので現実的でない。

横に空間を伸ばすことに
より、平面的な空間を広
く確保できるが、縦方向
の空間は被ってしまう。

横方向の空間の広さと共に
断面を上に広がるカタチで
空間を構成することで、縦
方向での被りを解決できる。

横面を曲線にすることで、
曲線に沿うカタチで、そ
れぞれの持ち場に角度が
生まれ、利用できる空間
の自由度が広がる。

大開放空間

・興味
・気持ちの共有

・釣り場の情報
・釣果
・たわいのないこと

・気分転換
・誰かと過ごす時間

・生物
・気候
・テクニック

釣りの持つ可能性

釣り場を主体とした橋　

自動車と人の関係性　

車道のルート　

橋を意識してもらうための「橋らしさ」　

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

道の種類

ここは・・・

だけど、橋だな！

釣り場？
広場？

近い距離間
遠い距離感

調理場？
食事場？

20,000mm 20,000mm30,000mm

暮らしの可能性を飛躍的に発展させた橋は、主要なモノでありながら、通過時間は数分であり、橋の上で足を止
める人は多くない。何かと何かを繋ぐ中間に位置するにも関わらず、道として存在しているだけでは、橋の存在
は当たり前のモノとして認識され、その重要性は徐々に忘れ去られるのではないかと感じる。

開放感　閉鎖感　



本計画は、西広島駅やその周辺を改修することでさらに
街が活性化するのではないかと考え、JR 山陽本線、広島 電鉄市内
線・宮島線、アストラムラインの駅が一体とな る建築を設計する。

本計画は、西広島駅やその周辺を改修することでさらに
街が活性化するのではないかと考え、JR 山陽本線、広島 電鉄市内
線・宮島線、アストラムラインの駅が一体とな る建築を設計する。

中川　琳太郎

西広島駅改修計画 

Rintaro　Nakagawa
建築意匠研究室

西広島駅改修計画 
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藤田　虎之介

Wild Childcare Center 

Toranosuke Seton Fujita
建築計画研究室
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Japan is now aging with a declining birthrate. And with the impact of covid-19
people are getting everything online. The world of the Internet is only convenient
and as the word "Seeing is like a glance", it can not beat the real thing. In this 
project, wild creatures and animals were put in order for children to experience 
the real nature. Papers have been published around the world on the relationship
between children and animals, and according to one theory, the time spent with 
childhood animals determines the child's future communication skills. We wanted
children with a future to experience a more realistic world, and aimed at a new 
relationship between nature, architecture, and children.

Stable floor plan 1/50   

North-south cross section 1/200 North-south elevation 1/200 East-west elevation 1/200 

GL ▲

▲

East-west cross section 1/200 

GL▲

GL▲

 Staff room floor plan 1/50  

Cowshed floor plan 1/50  
Doghouse floor plan 1/50   

 Sheep hut floor plan 1/50   

Chicken coop floor plan 1/50  

2years old child floor plan 1/50 

5years old child floor plan 1/50 

Gymnasium floor plan 1/100   

3years old child floor plan 1/50  

0.1years old child floor plan 1/50  0.1years old child cross section 1/50  

5years old child cross section 1/50 

 4years old child floor plan 1/50 
4years old child cross section 1/50 

2years old cross section 1/50 

3years old child cross section 1/50  

Wild animals lurking in the surrounding area.

Chickens and their natural enemies.

Small animals that build themselves.

Wild animals that do no harm to humans.

A key player in human history.

The one that carries the fruit of the tree and makes the forest

Insects lurking in the surrounding area.

Animals that teach the importance of life.

Reptiles swarming in the thaw water of spring.

Animal that is nostalgic for people.

Sheep dog that protects children.

5-year-olds can only enter and exit the room from the resort apartments except during the
winter, and it is impossible to enter and exit from the outside. But by snowingBy piling the
snow in front of the building and making a large bearer, it is possible to access it from the
outside. Specifications that can not go directly outside on purposeIt has come to increase the
amount of exercise inevitably by doing.

 In this gymnasium, we designed it to be large enough to build two 
basketballs. The reason is the residents of the apartment.The reason is 
that the social person sports are done, the person in the region gathers
the athletic meet is done, and children's sports parties are held here. 
Ciling by opening the opening under the side instead of opening it in the 
light, it is not dazzling and sports impediments are not disturbed.I did so.

 The room of the 4-year-old child is designed to ground to the ground. Therefore, the wild space
greets the 4-year-old child who is in the prime of play as soon as he exits his classroom.I will do
it. Although there is a fence, small animals (here refers to rabbits, pigs, sheep, chickens) are
formed outside the classroom to easily slip through the uneven parts.It may be possible for
children to use holes made naturally by animals. Because there is also a connection with the
inside of the apartment.When residents leave their children, they can complete them in the
apartment without going out in the park.

The room of the 2-year-old is located in the highest place except for the existing building. The
background is a scenery that can not be seen easily by the height of the child or a bird.I thought
it would be fun to watch because I could recognize creatures other than myself. In addition
access to and from the room is from the corridor on the second floor.There are countless
irregularities in large spaces, such as doors that only children can pass through, so there is also
an aim to develop the cognitive abilities of the space and imagination.

In the staff room, two entrances and exits of the first floor corridor and the second floor corridor 
are possible, so that the movement to the classroom where children are waiting can be smoothly 
performed.I will be. And, because there is a kitchen in the inside, it is a mechanism to cook the
vegetables and the domestic animal, etc. raised and put it out to children's school lunches. The 
kids are working hard.By eating the livestock you raised, you can learn the preciousness and 
importance of life.It is the most important thing in life and one that should not be forgotten in 
the life of man.

 The chicken coop is designed to protect against pests such as snakes and weasers, but it is
released outside during the day. The reason is that chickens growing in a small space are wild 
spaces.It has less nutrients than chickens that grow in , and it is bad for the health of chickens. 
By wandering around the park during the day, children have more opportunities to interact with
chickens.When chickens are treated carefully and are in the middle of eating, they squeeze the 
chickens they have grown with their own hands and eat them. Here we experience things that 
we should not forget as people through animals and then to the rest of my life. There is 
something that returns to your abode when the outside darkens due to the habits of chickens, so
the key is people.If you take up between, you don't have to worry about being attacked at night.

 Dogs have long lived as a person's partner. Dogs are very smart and still 
people such as guide dogs, lifesaving dogs, police dogs, etc.Between and the
dog are closely related. So large animals (here, cows, horses, sheep, etc.) are 
guided or removed by dogs.They keep an eye on them not to run In addition
since there is also the role of a watchdog, the kennel is attached to various 
places to prevent the invasion of suspicious persons.They are Dogs aim to be
a world with little culling based on taking over at public health centers, and 
dog's dog's dog at a pet shop.Instead of entering, we encourage a movement 
to save animals waiting for culling at public health centers.

 The horse is one of the animals which have been closely related to the person, too. In an age when the car was not 
developing, it was the one that the horse was needed anywhere to go somewhere far. In modern times, it can only be seen 
at a racetrack or zoo.There is still a law in Japan when horses walk on the road though it is gone. Moreover, there is a 
person who acts with the horse very rarely in the country, too. Such a horse mows wild grass as well as a cow.It becomes a
machine and wipes out the slopes. Children can also experience horse riding from the age of 4 under the guidance of a 
teacher. Only a handful of children seem to experience horseback riding when they are children. You can have such an 
experience.I decided to raise horses because I wished I could make a children's garden.

 Sheep are very timid animals and have a habit of good at collective behavior. Moreover, it is possible to memorize person's
face because the head is also very good. Therefore, it is very good at crime prevention, and even a little knowledge.When 
people who do not or are suspicious see, they begin to sing all at once. Hair is cut once a year, and various cloth products 
including clothes can be made from the yarn. If the cloth product gets dirty,it is a good place to expose the snow, which is 
also a traditional culture of Niigata Prefecture. When it snows, it means that by burying dirty clothes in the snow, they 
will exert a high bleaching effect.

 The stairs are the only classroom in the 20-year-old classroom. This is because you can move quite 
actively at the age of three with the development of your body, so you can inevitably exercise.I made it to
the arrangement. It is also a new classroom that enters from the roof, and it is supported by corridors 
and pillars, so it is as if this space is floating in the air.there is no doubt that they are

 In the room of the 0-1-year-old child, tatami mats which are not in other rooms are adopted. 
Tatami has a great influence on the development of children. Modern children have the 
muscles of the soles of their feet.The number of children with flat feet is increasing with the 
deterioration of meat. Tatami is very important as a preventive measure.

 Cows not only eat grass on the site, but also on the slopes
around the site.Be. On the slopes, it costs a lot of labor
costs to cut weeds that grew in summer. That cost Cows 
that can be cut are essential for a children's garden that 
owns vast tracts of land.Can also teach children life and 
death because they can also consume milk and eat meat.
be. By lending cows on other slopes they monetize and 
make a lot of money to the garden.Width can also help. 
Cows are very helpful animals.

GL 

1.Site 2.Childcare situation in Japan

 The planned site will be planned in Yuzawa-cho Minamiuonuma-gun, Niigata Prefecture. This place is 
one of the leading in Japan.Because there are ski resorts,live at resort hotels, hot spring inns, etc.
Resources (forests, hot springs) and manage resources.There is a But they are declining due to the 
decline in tourists, and The resort apartment built during the bubble period between 1985 and 1991.
There are many problems such as the problem that the dwellings disappeared due to thecollapse of Le.
It is becoming a city that.

 In postwar Japan, there is an idea that living in the same area as the local area is also some kind of 
connection, and the care of the children in the neighborhood was a child of the higher grade in the 
neighborhood.It was a situation that it was different. However, with the declining birthrate, the number of 
children is slying and they are disappearing. Under these circumstances, kindergartens are now closed.
have been forced. The reason is that due to the decrease in children, kindergartens that are kept only from 
9:00 to 14:00 in the morning are kept until 18:00 in the evening.
There is little need for kindergarten. Therefore, the government established a "certified children's garden" 
in October 2006. The certified kodomoen is a It is a facility for preschool children aged 0 to 5.

In the world, various problems such as global warming are hitting the earth. One scientist should be as early as 2040.
It is said that the earth will be devastated and humanity will be destroyed. As a solution to this situation,
Described in the 2030 Agenda for Sustainable Development adopted unanimously by member states at the UN 
Summit in September SDG's international goal for a sustainable and better world by 2030. Japanese society in the 
future And, should this SDG's be valued in the whole world?

Various spaces are created by putting in and out of a cube of 1 m with a square rectangle. In that space, each child can create and lead to 
future growth. Animals again as their own migration space, and children can live their lives like gypsies.

By making a vine plant on an empty wall, the entire wall becomes a plant. By doing so, it is possible to inhale the carbon dioxide around 
and release clean air. And to some extent it's getting bigger.When it comes, it becomes hollow inside by removing it from the inside wall and
 making it independent, and there is space for children to play. It is a natural playground equipment, and this is a space for wild early 
childhood education and childcare that this seeks.

The walls of the building are made of earthen walls, and the soil is easy to obtain from any land and cost performance can be reduced. 
It is also environmentally friendly and good building materials.

 How to communicate with local people becomes important. 
because That's because there's a possibility that it can greatly 
affect a child's life. If you're in the area, go with your kids.
they teach their wisdom It is from the field of hobbies such as 
drawing pictures,It is a way of life, the person's experience story,
etc. Children are animals in their care for people in the area
or be able to teach things that have their own interests. 
This communicationalso leads to crime prevention.

 The coexistence of animals and humans is a life-long problem 
for man. And it's the best in modern times is beginning to show 
importance. I believe that fish are swimming in fillets in modern
children.There are a certain number of children. This is a great 
society in which a coexistence society of humans and animals 
has not been established.It will be evidence. Moreover, man 
compared with old times because it has relied only on the 
artificial one.It becomes weak to the pathogen, and hay fever etc.
Begin to develop. So in this plan, we will By setting up a ranch, 
you can interact a lot from childhood and various sensibilities
I wanted them to acquire creativity.

3.Design keywords
-SDGs-

4.Architectural planning 5.Architectural methods
01.Architecture created by children

02.Wild Architecture

01.Architecture created by children 02.Human Parasitus
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WATER15 14
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POVERTY1

DECENT WORK AND
ECONOMIC GROWTH8
INDUSTRY,INNOVATION
AND INFRASTRUCTURE9
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PEACE AND
JUSTICE
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EQUALITY5
ZERO
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CLEAN WATER
AND SANITATION

CLIMATE
ACTION 613

BIOSPHERE

SOCIETY

ECONOMY
CIRCLE OF SECURITY

PARENT ATTENDING TO THE CHILDS NEEDS

   I need
you to ...

   I need
you to ...

Support My
  Exploration

・Watch over me
・Delight in me
・Help me
・Enjoy with me

・Protect me
・Comfort me
・Delight in me
・Organize my feelings

Welcome My
  Coming To You

Always:be BIGGER,STRONGER,WISER,and KIND.
        Whenever possible: follow my childs need.

Whenever necessary: take charge

Box in normal condition

There's nothing wrong with it.

I put the box in and out.

The crawling walls of plants. The crawling walls of plants.

Create space by putting boxes in and out of the box.

moist earth

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

reinforced plywood frame
pneumatic backfill tamper

mixture of sand,gravel,
clay,and concrete

framework is built
and a layer of moist
earth is filled in

the layer of moist
earth is compressed

next layer of moist
earth is added

successive layers of
moist earth are
added and 
compressed

framework is removed
leaving the rammed
earth wall

visible layers of
compacted earth

parasitism

parasitism

Have you teach me the picture

Eat together

Help go up and down the stairs

Become a partner in everyday conversation

parasitism

parasitism

Protect against foreign enemies

They feed

Let me know the danger

It cleans up the wasteland

～Space for early childhood education and childcare～



難波　亜衣

ふらっと立ち寄る屋上空間
　　-自由な時間と個性の発揮 -

Ai　Namba
建築意匠研究室

赤色の線は消してね

　世の中では様々な変化が常に起こっている。現在アメリカの方
ではショッピングセンターの衰退が進み、原因の一つとしてネッ
トショッピングの普及が挙げられる。それは今後日本にもあり得
る事である。そこで地元倉敷からヒントを得ながら、有効活用さ
れていない屋上に販売を目的としない空間を創る。各々の個性を
発揮し、自由に過ごせる空間を提案する。

- 空間の構成例 -

<展示室 >
　上を見たり、下を見たりしながら作品をみる。
　身長などによって見え方も変わる。

<自習 /休憩スペース>
　ガラスでランダムに組むことで空間の大小ができる。
　それぞれの好きなスペースで勉強や仕事、休憩する。
　場所によっては何もないところもある。

<DIY スペース >
　作業台の板の組み合わせ方を工夫すると高さが異なる。
　低いところでは子供がペンキ塗りなど、高いところでは親はカットなどと
　親子で作業できる。
　作業のできない高さのところでは大きな材料を立てかけたりできる。

<中庭 >
　ガラスをランダムに入れることで光の反射が起こり、
　不思議な空間を体験できる。

<展望台 >
　階段を登ってより高い場所から景色を眺める事ができる。
　また、幅が１メートルあり、座って会話したりすることもできる。
　日向ぼっこスペースでは、壁に水を流す事によってプライバシーの確保が
　でき、　天井にも水を貯める場所があるため、揺らめく癒しの空間となる。光

<ライブ会場>
　路上ライブやライブ会場などのようなところで活動する一般の歌手やバン
   ドの人が歌ったり演奏したりするスペース。
　天井のガラスに色を入れる事で自然の照明が完成する。

1000~2000

20
00
~
40
00

1000~2000
20
00
~
40
00

　水
ガラス

＜体験教室＞
　英会話教室やお料理教室など得意とするものを教えるスペース。
　ふらっと立ち寄り、参加する事ができる。
　３面が水の壁となっており、視線を遮る事ができる。１面は壁がガラスで
　段々になっており、一部が外から見えるようになっている。

光

＜イベント会場＞
　フリーマーケットや催し物、コンサートなど利用方法はその時によって異
　なる。

<図書コーナー>
　天井には水が流れ、癒しのゆったりとした空間になる。
　上にはクライミングの体験コーナーがありマットで暗くなってしまう部分
　もあるが、ガラスのため採光は十分に取れる。

<スポーツコート>
　バスケのコートがあるが、誰が何のスポーツをしても良いスペース。

＜掲示板コーナー＞
　入り口付近に２つあり、行われているイベントや、予告などがわかる。
　人が中に流れやすいように掲示板を斜めに配置する。

入り口側

計画空間

＜トレンドコーナー ＞
　服、家具、雑貨など季節や時代のトレンドを知るコーナー。駅近であるア
リオ倉敷ならではのふらっと気軽に立ち寄る事のできるコーナー。気になる
物があると後日買いに来る事ができる。

＜ボルダリング体験コーナー＞
　最近人気を得ているスポーツでありながら、気軽に立ち寄れる場所は少な
　い。高さが２種類あり子供から大人まで、初心者から慣れたきた人まで楽
　しめる。違う目的で来た人もすぐ体験する事ができるコーナー。

＜子供コーナー＞
　近くに広場があったり、下にショッピングモール があったり、子供連れの
　家族も多い。高さ１mの空間があり、大人がなかなか入れない秘密基地の
　ような感覚を得る事ができる。

- 倉敷からヒントを得る -
- 倉敷ガラス ( 小谷ブルー )-
　創設者の小谷真三氏が複数の職
人が分担して行っていた吹きガラ
スを一人でこなすスタジオガラス
として、技術を確立させた。特徴
的な青色は「小谷ブルー」と称さ
れている。一見色味が強いように
感じるが、実際は手仕事独自の柔
らかい雰囲気を纏っている。

-水 -
　倉敷といえば倉敷美観地区を思
い浮かべる人も多い。そこには倉
敷川という川が流れており、倉敷
美観地区の風情をより一層引き立
てている。くらしき川舟流しが行
われていたり、白鳥がいたりと穏
やかな時間が流れている。
　また、アリオ倉敷建設前には倉
敷チボリ公園という遊園地があ
り、そこには大きな池が存在した。
その池の周辺には飲食店やボート
がありゆったりとした空間になっ
ている。

-自然 ( 植物 )-
　自然にも癒し効果があると言わ
れている。こちらも美観地区と倉
敷チボリ公園から主にヒントを得
た。美観地区の倉敷川の両端に緑
が存在する。倉敷川と相まって自
然の癒し効果が増している。倉敷
チボリ公園には木も多く少し広い
花壇もあった。
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川﨑　俊也

見えないシンボル-創造する余地空間- 

Toshiya　Kawasaki
建築意匠研究室

広島平和記念卒業設計展 12選

15

福井城跡地にかつての城下町のカタチを反転させて生まれた
ヴォイドは、

過去を表しながらこれからを照らしていく
それが始まりの場となり福井を花めかせる
ヴォイドから創造する福井の輪郭をなぞる

▽GL±０

▽GL-5000

▽GL-10000

▽GL-15000

▽GL-20000

▽GL-25000

▽GL-30000

▽GL-35000

▽GL-45000

福井の城下町が最も栄えた時代の石垣のラ
インを抽出し、かつての城下町の形を現在の
本丸内に配置し、堀で分けられた区画ごとに
掘り下げていく。かつての城下町が本丸に現
れ、空間を創り出す。

04.ヴォイド
地上の石垣は、縫うように中をめぐることができる。
石垣の中をめぐる途中には、10種の全く異なる空間が広がり、10地点で石垣の様々な表情を見ることができる。

その空間に似た部屋に泊まることができ、
昼間では見ることができないシンボルの姿を見ることができる。

様々な体験、様々な視点から様々なシンボルを創り出すことができる。

05.動線スポットと宿泊

03.提案
この場所が400年以上福井の中心地であったことを、ヴォイドで間接的に示し、
歴史を想像させ、その空間からそれぞれが福井の顔を創り出す。

ヴォイドの掘るカタチに意味を持たせ、壁面の石
垣を用いて空白から空間を創り出す。訪れる人
がこの場にヴォイドがある意味を想像する。のカ
タチから過去を想像し、空間からこれからを想像
し、この場で体験したものや感じたことから福井
を創造する。
ヴォイドから創造したものが、福井の輪郭となり、
この場を練り歩くことでシンボルとなる。

昔シンボルを支えた石垣は、ここでは
現在のシンボルを創り出すための大
きな存在となる。
街中に突如現れる大きなボリューム
の中は、石垣に囲まれた非現実的な
地下の大空間が広がり、それに対し
て地上に盛られた石垣は、中を巡り
歩いて様々な空間を体験できる。

03-a.ソウゾウ 03-b.体験02-a.印象 02-b.造形

02.シンボルの定義01.敷地

シンボルとなるには特徴的で思い浮か
べやすい造形である必要がある。特徴
があることで共通認識がしやすく、誰も
がシンボルとしてとらえやすくなる。
外観に特徴があるものや超高層で目立
ちやすいシンボルではなく、見たことの
ない空間を魅せて人の記憶に残るシン
ボルとする。

その場所に訪れ、見たことのない景色を見た
り、はじめての経験をすると自分の中で新た
なフォルダが作られ、記憶や経験として残り
続ける。
経験したことない空間を訪れ、その場の雰囲
気や環境などを体験した際の感じ方や捉え
方や捉え方で、その場所は人それぞれの様
々な印象を与えることができる。

シンボルは、カタチのないものや抽象的なものを具体的なものとして表す。
要は一つで抽象的なもの全体を表現できなければならない。
そのためには誰もが把握できる特徴を持つ必要があり、それには、カタチ、造形、雰囲気
、体験など様々な要因がある。
シンボルが生み出す空間や雰囲気は地元の人にとってはホームとなり、知らない人にと
っては目印になることでシンボルとしての存在意義が見いだされるのではないか。
特徴が作り出した空間がその場を訪れた人の中にシンボルを創り出す。



小迫　友樹恵

水辺のマーケット

Yukie　Kosako
建築計画研究室
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　広島市は「水の都」として呼ばれ栄えてきた街であり駅の目の前は
大きな川がみられる。しかしそれを活かした建物や利用はされておら
ずどこかもの寂しい感じがする。また、駅は大都市や地方都市、まわり
に自然があるなどその街を特徴付けるような場所にありながらもどこ
へ行っても同じように感じることがよくある。そこで、このような背景から
本計画では水辺を活かし駅を特徴付けるような施設の提案をする。



Book Travel ~新しい本と出会いを見つける旅～

断面図

scale  1/200

敷地情報

敷地は香川県高松市亀岡町である。

この敷地は幅広い年齢層の方が生活している
地域である。

など街の余白が目立つ敷地である。

そんな敷地に街の余白を利用した図書館を設
計する。

この地域は学校が多く、子供たちの生活している様子がよく見える。また近くには観光地があり、
観光客も多く見られる。オフィスも多く存在するため社会人の方も多く生活している。

ID:104

Book Travel ~ 新しい本との出会いを見つける旅 ~

小林　成樹

Book Travel 
-新しい本との出会いを見つける旅- 

Naruki　Kobayashi
建築意匠研究室

本計画では、この街の問題となっている街の余白を利用した図書
館を設計する。一般的な図書館とは違い、本を置く・読む・返す
場所をランダムに配置することにより、新しい本との出会いや街
の中で自分に合った快適な読書空間を見つけることのできる図書
館である。そしてこの図書館は、図書館外の街の人たちにも影響
を及ぼしていく。
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池内　聡一郎

空間崇拝　～名前のない建築～ 

Soichiro Ikeuchi
建築意匠研究室

18

この建築に機能はない。あるのは空間だけ。機能は使い手が使いこなし
ていく。機能があることは、時に使い方に制限をかける。名前をつけるこ
とは、時に考え方にブレーキをかける。自然から抽出された建築的空間

（シニフィエ）。この建築は、現代の機能的で生産的な社会（建築）を謀
反する。

広島平和祈念卒業設計展2022　優秀賞



中村　悠暉

Earth -学生たちの楽園- 

Yuki　Nakamura
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

学生のための国を作りたい。ふと、そう思った。やっと手に入れた自由
な生活。自分で意思決定ができる一人暮らし。しかし、 大学生が暮ら
している学生寮ではまだまだ制限されていることが多い。騒音を気に
しなければならない。ベランダでのバーベ キューは禁止。門限は守ら
なければならない。なぜ、建物を管理している人は学生たちのルール
を決めるのだろうか。学生た ちが住むのだから、学生たちがルールを
決めた方が確実に楽しく、快適であると考える。ところが、集団で決定
したルールで は少数の人間を孤立させる。

GL＋8000mm

GL＋25000mm GL＋30000mm

GL＋2000mm GL＋5000mm

GL＋20000mm

大学祭

テスト勉強

ディスカッション

遊び BBQ

リラックス

運動

学生寮での過ごし方

授業

娯楽 部活

入浴 食事

料理

着替え
準備

研究歌う

雑談 調べる考える

1 2 3

54 6
住戸を一直線に並べ、個人の空間を作る 地面を曲げる 地面を繋げて、内部空間を作る

住戸を延長させる 住民が集まる内部空間の形成 内部に採光を取り入れる

ダイアグラム

計画

デスカッション

休憩

友達と遊ぶ

大学祭

従来の集合住宅や学生寮は一つの大きな建
物の中にそれぞれの住戸が点在しているが、
住民同士の距離が近すぎる。一人暮らしを
する学生たちにとっては、かなりのストレ
スになる。

従来の学生寮の問題点

①住民同士の距離が近すぎる

それでも、学生同士が気軽に交流できる場
所のほとんどがエントランスか、食堂、学
生個人の部屋のどれかであり、もっと用途
に種類を持たせて、学生たちが快適に施設
内を利用できる空間が必要である。

②学生たちの集まる場所が限定されている

食堂

エントランス

学生の部屋

従来の学生寮は学生たちの生活に合ってい
ない。なぜなら人と集まって住むには制限
が多すぎて一人ひとりの個性を殺し、生き
辛くしているからだ。一人暮らしを始め、
自分が自由に生活できる環境を自分で手に
入れたはずなのに、外部からの影響を多く
受ける。人はその時どきに合った環境が存
在し、自分の時間を大切にできる場所、音
のない集中できる場所。明るい場所、暗い
場所、みんなと話せる場所、自分と向き合
える場所など、私たちの故郷である地球で、
学生 1人ひとりがその日の気分に合わせて
快適に暮らせる学生寮を提案する。

誰かと話したい 友達と遊びたい

一緒に考えたい ゆっくり休みたい

1人で集中したい

利用する学生

学生が自分で最適な環境を選択できる内部
空間を計画する。その際、移動や使用が容
易に行えることが望ましい。そこで、住戸
の中でその選択が行えることを理想とする。
さまざまな目的に対応できるよう、少数か
ら大人数まで、空間で分ける。

周辺詳細

ハローズ高屋店

24 時間スーパー

マックスバリュ高屋店

スーパー

ジュンテンドー高屋店

ホームセンター

ザ・ダイソーイオン高屋店

100 円均一

近畿大学付属広島高等学校

高等学校

西高屋駅前郵便局

郵便局

広島銀行高屋支店

銀行

近畿大学工学部第一学生駐車場前空き地

敷地説明

広島県東広島市高屋町うめの辺 1-1

コンセプト

学生のための国を作りたい。ふと、そう思った。やっと手に入れた自由な生活。自分で意思決定ができる一人暮らし。しかし、
大学生が暮らしている学生寮ではまだまだ制限されていることが多い。騒音を気にしなければならない。ベランダでのバーベ
キューは禁止。門限は守らなければならない。なぜ、建物を管理している人は学生たちのルールを決めるのだろうか。学生た
ちが住むのだから、学生たちがルールを決めた方が確実に楽しく、快適であると考える。ところが、集団で決定したルールで
は少数の人間を孤立させる。そこで今回、学生 1人ひとりが快適に楽しく過ごせるように、住戸の中で自分に合った環境へ自
由で簡単に身を置くことができる学生寮を計画する。これは学生たちが、自分の楽園を自分で作り上げる建築である。

誰かと一緒に過ごせる場所

みんなと遊べる場所

学生だけの場所

1人の時間を大切にできる場所

紅葉（モミジ）梅（ウメ）

山茶花（サザンカ）

楪（ユヅリハ）楠（クス） 欅（ケヤキ）

柊（ヒイラギ）

辛夷（コブシ）

椨（タブノキ） 枝垂れ桜

木斛（モッコク）

唐楓（トウカエデ）

橡（トチノキ）

アメリカフウ

案①　グリッド

案③　細い線で空間を作る 案④　ブロックの段差で空間を構成

案②　ボイド空間

植物

断面計画造形の決定



坂 口 　 輝

酒 都 建 築

H i k a r u  S a k a g u c h i
建築意匠研究室

20

赤色の線は消してね

閉鎖的な酒蔵空間を可視化したコミュニティスペースを提案する。
「酒」をシンボルとして掲げている街であり、酒蔵 7 社が 800 メートル圏
内に集積している「西条酒蔵通り」は、全国でも珍しい地域である。
狭い路地空間やそびえ立つ白壁、なまこ壁、赤瓦など西条の酒蔵が
持つ建築的要素を抽出し計画に織り交ぜ、酒蔵通りの普段意識しない
西条が持つ魅力の提示を行い、閉鎖的な酒蔵が生活の一部に
溶け込みより身近になる。



現在の都市のカタチに未来はあるだろうか。１つの機能しか持たない
ハコモノが所狭しと立ち並び平面的に広がり続け、人々は色 と々
窮屈な生活を強いられているのではないだろうか。そこで、散らかった
都市を片づけるシステムをもつ建築を提案する。これは今ある都市の
機能にそれぞれカタチを与えていき縦に収納していき、背を伸ばす。そ
して背が伸びたそれを見た時、人々は街の中に現れたふたつめのま
ちの存在に気づき、生活の領域が増えることから生活様式の選択肢
が増え、都市の生活に豊かさが増すだろう。

宮脇　大樹

space storage tower  
-都市の余白で成長する２つの都市のカタチ- 

Daiki   Miyawaki
建築意匠研究室

せんだいデザインリーグ2022　100選 / DesignReview2022　69選
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1.office 1
2.street
3.office2
4.housing complex
5.shopping street
6.school 1
7.woods
8.school 2
9.hill
10.hall

and more...

1.office 12.street

3.office 24.housing complex

5.shopping street6.school 1

7.woods8.school 2

9.hill10.hall

Element System

１

２

３

４

５

6

7

8

9

10

人の動線、設備系など全て垂直にあげる、メイ
ンコアを立ち上げる。

都市から、建築を抜き取り機能を抽出しカタチ
を与え、メインコアに差し込む。

都市に余白ができ、差し込んだ機能と機能の間
に新たな動線が生まれたり、第二の街ならでは
のの機能が生まれる。そしてまた背を伸ばす。

建築を地面から引き抜き、土地を立っていた建築の機能から開放する。抜き取った建築から機能を抽出し、

空での生活に適したカタチに変形する。

すべり台で繋がる小学校

都市を眺め、芸術に触れる

空のエントランス

都市の上空で自然を感じる

人、仕事、場所が繋がる道



新谷　恭平

都市に広がる農園-みんなの庭- 

Kyouhei　Shintani
建築意匠研究室
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+ →
→

広島市都市部の屋上空間に新たな地盤を創り出す。新たな地盤は一
つ一つ孤立していた屋上を緩やかにつなぎ、屋上空間の可能性を広
げる。また、都市部はさらなる近代化が進み、幅広い世代による自然と
の関わりが薄れている。そこで、屋上空間に農園を計画し、庭みたい
な場所をみんなでシェアしながら畑や温室で作物を作ったり、料理を
したりなど、自然と直接関わることができるような建築を提案する。



梅の皮膚に瘡蓋をかける 

Tomohiro Furukawa
建築意匠研究室

広島平和祈念卒業設計展 2022 年　審査員特別賞 手塚由比賞　
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赤色の線は消してね

古川　智大

後継者の不足により、梅林放棄地となったみなべの斜面に、和歌
山の食文化である梅と伝統産業である紀州備長炭の生産加工、そ
れに寄り添う形で空間を提案する。
一度、衰退した和歌山を支える産業 ( 和歌山の皮膚 ) に建築 ( 瘡
蓋 ) をかけることでまた強く地域に根付く。これは、地方 ( 和歌
山 ) の建築と食文化、伝統産業の建築の在り方に対する提案

梅の皮膚に瘡蓋をかける

後継者の不足により、梅林放棄地となったみなべの斜面に、和歌山
の食文化である梅と伝統産業である紀州備長炭の生産加工、それに
寄り添う形で空間を提案する。

一度、衰退した和歌山を支える産業 ( 和歌山の皮膚 ) に建築 ( 瘡蓋 )
をかけることでまた強く地域に根付く。これは、地方 ( 和歌山 ) の
建築と食文化、伝統産業の建築の在り方に対する提案

梅酒の貯蔵庫

梅干しを作る場

たまり場

梅の屋根のゲート

梅干しの製造

地域のキッチン

梅の屋根のゲート

地域のイベントを行う

たまり場

備長炭造り

貯蔵庫

備長炭の仕分け

木のルーバーから零れる光

大地の中に導線を創り、この地域を知る。
備長炭を造り、出た煙が街に広がる。それが建築を象徴し、

街に活気を与える。

梅に近づき、梅と人、人と人が戯れる。

くつろぎの空間を与え、新たな出会いを生む 梅の屋根でできた四季で変化する道を潜る



植田　優花

アートに泊まる
 -音と人が交わる体験空間-

Yuka　Ueda
建築意匠研究室
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館長室

会議室

トイレ 1

受付 1

A : 無償ゾーンにあるショップ。施設での出来事を思い出せるよう回廊の最終地点に設置。

D : 有料ゾーン内の音楽ホール。暗闇の中で演奏を聴く。

G : 北側から入り口に近づくまでは中の様子が分からないように壁の面積が大きい。

K : 有料ゾーンにある無音になれる空間。狭く長い空間が不思議な空間体験場所へ。

広大な斜面地に音を楽しむギャラリーとホテルをメインとし
た滞在型の観光施設を設計し、地域活性化への貢献を目指す。
昼と夜で利用方法を変化させることで24時間施設を活用させ、
泊まれる美術館を計画。音の響き方を壁・床の形状に落とし
込み、複数の変形した格子空間は不思議な魅力を放つ。魅力的
な空間に地域住民と観光客を呼び込み、同じ時間を過ごした人
同士の交流も図ることができる施設を提案。



橘　敬大

自然と呼応する岩室 

Keita　Tachibana
建築意匠研究室

25

計画地は世界遺産・日本三景でもある宮島。
宮島では宿泊施設が数ある中でも、宮島の自然を生かし切れていな
い。本計画では、宮島の豊かな自然や海に溶け込む宿泊施設を目指
した。宮島では簡単に景観のレベルを崩してはいけないと言う問題か
ら、自然の岩をモチーフにした建築的空間を創造した。木材やRCとい
った一般的な構造でなく、岩の異空間から自然を感じたり時を刻むこ
とで新たな感性・創造性が生まれることを期待する。



1000 人住宅
住宅を永遠に。

1000 人が集い、 住民が入れ替わり、 住み継いでいく。

居間

広場

大浴場食堂

個室

図書室

映像媒体の共有

一世帯に一つの住宅だと

「造って、壊して」が繰り返されていく

一つの住宅を複数世帯で

住み継いでいく

一人一人が別のことを

思考しながら生活している

映像媒体を介し、

集団の思考は相似する

住宅には住民が

生きてきた軌跡が残る

残り続ける住宅

先代住民の知的遺産

先代のインテリアの

一部が残っていく

家族を俯瞰する

1000 人の催し

大勢での生活は

様々な人々の結びつきが起きる

誕生日会 映画鑑賞 旅行計画

カラオケ生誕祭 衣服交換

住民の繋がりを観察することで

新たな結びつきが起こる

村川　晴記

1000人住宅

Haruki　Murakawa 
建築意匠研究室
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家族とは何か。それは妻、夫、親など一人の人物が複数の顔を持ち、そ
の役割を果たしていくことではないか。
　1000 人住宅は住民が入れ替わり、住み継ぐ。そして、1000 人の住民
と先代の住民の記憶を乗せながら、今を進んでいく。部屋、家具の一つ
一つに先代の住民達の軌跡が残されていき、受け継がれていく。



藤家　耕太

都市遊牧 

Kota　Fujiie
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

本計画では、大阪の中心地でありながら廃業した店舗も多く再
開発もされていない下町の商店街の機能を再編成し新たな生活
スタイルを生み出す建築を提案する。



小澤　叶萌

空の都　
-ドローンによって開かれる辺境地-

Kaname　Ozawa
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

2050年、空飛ぶドローンが自家用車となる未来。建物の上部が玄関口
となり、人々の生活様式に変化が生まれる。空を飛び簡単に移動でき
る世界ではその場所へのこだわりが薄れるが、人々の関わり合いを増
やすことで、そこは想いを寄せる場所（ふるさと）になる。
敷地はかつて西日本豪雨災害で被害を受けた場所に計画する。
生活主要階が上部にあるという新しい暮らしは、災害とともに生きる人
々の生活を支えていく。

現在 2050 年

玄関

玄関

新しい生活動線
生活主要階

食事（共用部）

寝室（プライベート）
倉庫

ドローンがつくる空路

ドローンの空路が住宅間や
街に入り込み、立体的な移
動が行われるようになる。

自家乗用車 場所にこだわらない暮らし

空の移動が日常化した世界では容易に長距離を移動でき
るようになるため、特定の場所へのこだわりが薄れてい
く。2050 年は人々の出会いを促し、愛着をもてる場所

（集合住宅）を設計することが求められるようになる。

ドローン

「ドローンポートが玄関になる」

「地上から離れた下層部」

ドローンの登場によって建物の上部が玄関口となり、
生活主要階や動線が変わる。（生活階の逆転）

「災害時の風景」

「住戸間でつくられる中庭」

「螺旋階段が住戸を巡る」
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Graduation Project　卒業制作  

　01　陰影の世界
　02　Ladder Shelf

32
33



後藤　柚紀

陰影の世界 

Yuzuki　Goto
建築計画研究室

卒業制作　最優秀賞 

32

和食

食器を持ち上げて食べる習わしは、御膳で食べる際に食べ物と口との間に距離があり食べにくいことからきて
いる。日本は家が狭く、食べる場所と寝る場所が同じであったために、持ち運びしやすい御膳で食事をしてた
とされる。　

　膳で食べるときの目の高さ（正座の目線）は食器の中を見下ろすことができ、和食の盛りつけはこの視界
と姿勢を意識してきたという前提に立ち、一般的なテーブルの高さより高さを下げる。椅子に座っていながら、
正座したときと同じ目線になるように視界をデザインする。

使用イメージ

70 30~
35

　　　　　　　短い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長い

30

60 45

陰翳礼讃に描かれる空間の要素化
■ 照明 □ 照明器具

□ 照度

蝋燭 燭台

燈明

陰鬱な室内 暗がり

■ 空間構成 □ 建築的要素

□ 食器■ 色彩要素

天井

漆器 容器の色と違わない液体 黒い器

床柱

机　h=660mm　　椅子　h=450mm
一般的な机の高さより 100mm下げたデザイン。膳で和食を頂くときの机と膝
（正座）との距離はおおよそ 150mmと仮定し、設計した。

机　h=660mm　　椅子　h=360mm
一般的な机と椅子の高さよりは 100mmほど低い組み合わせとなるが、机と椅
子との関係性での距離は一般的である。本作品は和食を頂くための家具として
設計したが、椅子部分の向きを 90°変えることで和食以外でも使用できるデザ
インである。

机　h=360mm (×2)
椅子部分と机部分の高さを両方とも 300mmにし、隣り合わせにする。机の板
とぴったり同じサイズではまるようデザインしている。昔ながらのように正座
での食事を楽しみたい方は是非。

組み合わせパターン

「陰翳礼讃」は日本独自の美しさをその陰影美の中に見出し、方面の
文化を対して書かれた谷崎潤一郎による随筆である。谷崎はおおよそ
、日本人の暮らしと共に発展してきた和食は、伝統的な薄暗さの中に
置かれ陰影に富む方が、色味も美しく、食欲も引き立てると書いている
。しかし、現代の日本は和食をいただく環境に適しているだろうか。本
制作は、和食における食事環境を陰翳礼讃に描かれた陰影美を参考
に家具をデザインする試みである。



宮原　佳那

Ladder Shelf 

Kana　Miyahara
建築計画研究室
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梯子としても使えるラダーシェルフ
本来、ラダーシェルフとは壁に立てかけてものを収
納するのが基本。また、すでに棚が固定されている
ものが多い。しかし、今回の制作するラダーシェル
フは棚を固定せず、棚になる部分を溝に差し込む形
にすることで、用途によって棚幅を自由に変えられ
るようにする。「のぼる」「かざる」「すわる」「まな
ぶ」「しまう」「かける」などの様々な用途で使用す
ることを目的とする。

立面図 側面図
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梯子 棚 ハンガーラック 机　椅子

Use

Plan

近年梯子型の棚であるラダーシェルフというものが流行ってい
る。｢魅せる収納｣により、物を取り出しやすく空間の雰囲気を
上げることができる。実際に梯子としても利用でき普段は魅せ
る収納として使用できるラダーシェルフがあったらどうだろう
か。本来の梯子の機能を入れ込み、もしもの時に梯子として使
うことができるラダーシェルフを提案する。様々な用途で楽し
める家具を制作することでより良い空間になるのではないか。
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Master’s Design　修士設計

　01　暮らしに従う家 -狭小空間ユニットによる可動的建築物の提案-　
　02　自然を主とした住空間の提案　　　
　03　誤読と重層 -風景をつなぐ建築-　
　04　GLからの脱却 -未来を見据えた高架下建築-
　05　小さな誘導が日常の表情を変えていく -「遊具」から抽出した『楽しさ』の研究と事例調査による能動的建築の提案-
　06　建築の可動の可能性
　07　やわらかい建築
　08　廃ガラスが創る未来 -自然と人間の新たな関係性-

西川  優
中山  遼
瀧下  裕治
久志本  玲皇
西本  有輝子
河上  悠人
池田  友彦
野村  陸

36
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40
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44
46
48
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キャンプのテントのように、どこでも寝床となり、日差しを遮り、プライバ
シーを確保することができる。では、住宅持ち運ぶことのできる空間に
よって構成されていたらどうだろうか。住宅空間を小さな空間ごとに分
割することで普段生活している空間を持ち運び新天地に向かうことも
可能となるだろう。それだけでなく、増築や減築なども簡単に行うこと
ができるということではないだろうか。通信技術の発達などにより現代
はさらに多くのことが住宅に求められるようになっている。住宅もこの
変化に対応していく必要があるのではないだろうか。

暮らしに従う家 

Yu　Nishikawa
建築意匠研究室

-狭小空間ユニットによる可動的建築物の提案-

西川　優

36
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中山　遼

自然を主とした住空間の提案 

Ryo　Nakayama
建築意匠研究室
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都市の中にある平面的な緑と違い実際の自然のような立体的に
つながった自然の中に住空間を落とし込む。内部空間と外部空
間の境界が曖昧になる。共有の庭のような空間も形成される。
現代の分厚い壁や過度なセキュリティなどによるコミュニティ
や地域性といったものの希薄化に対して私的な自然と公的な自
然をあわせもつ建築は住空間の多様化に順応し、希薄化するコ
ミュニティの再生が図れる場になるのではないだろ
うか。

1. 自然を立体的に取り込む建築

2. 建築における人と自然の優先度 1. 自然

過去
世界の人口の半数以上が都市に移住している。職住近接の必要性が
たかまり都市へ移動してくる人が急増し、年々人口が増加している。
それに伴い建築も増加し、都市は拡大してきた。現在の都市は所狭
しと建築が立ち並び、今もないおいたるところで新しい建築が建設
されている。

計画
平面的で局所的に緑を作っていたものを都市の中出高層化する建築
の中に落とし込む。自然が内包された建築は都市に立体的に自然を
つくり出す。都市の隙間に小さく作られる自然に対してそれらを繋
げたような立体的な自然が一つの大きな空間として都市にできる。

未来
立体的に自然を内包した建築は都市の中に生えた一本の木のように
なり、やがてそれは増え都市に何本もの木がたつ。ビル群に囲まれ
た一部を自然にしている現状とは逆に都市全体を自然を内包する建
築が立体的に包み込む。

現在
東京では東京に残された貴重な緑である農地や森林の保全や川や海
などの水辺空間の改善といった緑を「まもる」緑の保全強化、新た

なみどりを創出させ緑のあふれる都市公園の整備や公園や緑地を街

路樹や緑化された河川で結ぶなど緑を「つくる」緑のネットワーク

化、都民、企業、NPOなどあらゆる主体が自然への重要性の理解

をはかり、緑のムーブメントを定着させ緑化や保全活動を活性化さ

せるなどの緑を「利用する」緑の持続可能な利用の促進を目標に取

り組みが進められてきた。

建築を設計するうえで人は欠かせないものとなっている。人が生活するためや生活を最適化するために建築が存在している。しかし、最近の建築は最適化を図るあまりに住空間における満足度を標準化し均一化されてきている。用途で建築のおおま

かな規模がきまり人の考えうる行動や動作によって階高や開口部、広さと内部空間が構成される。そうやって人によって最適化された空間は昔ながらの自然と影響しあいながら共存していた頃の空間の豊かさはないのではないだろうか。人に最適化

された建築の側に付け足すように自然が添えてあることはあっても自然と共存しているものはほとんどない。建築を考えるうえで自然を第一に考えてみる。

住戸

図書館

商業施設

駅学校

建築を利用する利用者と

なる人が大前提にいる

場所や用途に合わせて規模が

決定し内部空間が設計される

内部空間はヒューマンスケールで構成

され人のための空間が設計される

建築や都市の空いているスペースに自然

を加えるなどして空間に変化を出す

都市にはスペースがほとんどなくさらには

建築の高層化によって日当たりもよくない

高層化する都市の中にではなく都市の中で

高層化する建築に自然を落とし込む

自然の寸法で空間を構成するため

ヒューマンスケールから逸脱する

建築や都市の空いているスペースに自然

を加えるなどして空間に変化を出す

住戸
住戸 住戸

住戸 住戸

住戸 住戸

住戸

住戸

住戸+庭

住戸 +公園

住戸 +坪庭 +住戸

住戸 +中庭 +住戸

住戸 +公園 +住戸

坪庭程度の緑の介入

庭程度の緑の介入

公園程度の緑の介入

個室+広いリビングにソファーや
テレビなど余白の空間がある暮らし

趣味や仕事をする個室だけ
で十分な暮らし

リビングはいる or いらない

寝るためのベッドがある空間が
ある暮らし

寝るための布団があれば
十分な暮らし

寝室はいる or いらない

キッチンとダイニングがあり食事を
作り食べる暮らし

作らずとも温めたり冷やした
りするだけで十分な暮らし

ダイニングキッチンはいる or いらない

湯につかりゆっくりする暮らし 湯につかることもなくシャワ
ーで素早く済ませる暮らし

風呂に浴槽はいる or いらない

家でテレビを見て
情報を取得する暮らし

スマートフォンやタブレット
でどこにいてもデータを取得
できる暮らし

テレビはいる or いらない

かつての住宅は自然と隣り合い自然の恵を最大限受けそれを生かして自然と共生してきた。しかし、人々は利便性を求め都市を作りそれが発展するあまり所狭しと建築が建ち

始めた。それに伴い敷地がなくなり都心部やその近郊でマンションが大量に供給されるようになった。安価で仕事におわれる現代の人々には十分すぎることからまちの至る所

にマンションが点在し始めた。しかし、現代の住宅の居住空間は多様化する一方で、ハウスメーカーの普及により住宅や集合住宅の住空間はほとんど均質化された。その理由

は居住者の良好な空間を標準化し、万人が満足する基準に合わせた形にしたためである。標準化された住宅を居住者にとって不便ではないだけであって良い空間であると誤認

していると考える。建築単体を安全かつ快適なものにする建築技術は飛躍的に進歩したが， その単なる集積では質の高い居住空間は得られないのではないだろうか。暮らしの

中で携帯で簡単に情報を入手できるようになったためにテレビを持つ人が減ったように住空間にも人によってはより必要になる空間と不必要な空間が表れてくるのではないだ

ろうか。

作家

・ダイニングキッチンは
　いらない
・リビングはいらない

趣味部屋
風呂

・寝室はいらない

布団

サラリーマン

・ダイニングキッチンは
　いらない
・浴槽はいらない

仕事部屋
シャワー
寝室

家族

そのままで十分

リビング
ダイニングキッチン
風呂
個室
寝室

＋α

＋α

＋α

都市の中にある平面的な緑と違い実際の自然のような立体的につながった自然の中に住空間を落とし込む。

自然のための空間に落とし込まれた住空間はいろいろな形で自然を住空間に取り込む。坪庭のような小さい

外部からちょっとした公園のような広い外部まで、自然を介して内部空間と外部空間の境界が曖昧になる。

さらに住空間同士にも自然空間が入ることで共有の庭のような空間も形成される。現代の分厚い壁や過度な

セキュリティなどによるコミュニティや地域性といったものの希薄化に対して私的な自然と公的な自然をあ

わせもつ建築は住空間の多様化に順応し、希薄化するコミュニティの再生が図れる場になるのではないだろ

うか。

寝室 WC キッチン
リビング

和室収納
浴室

洗面所

寝室

寝室玄関

寝室 WC キッチン
リビング

和室収納
浴室

洗面所

寝室

寝室玄関

WCキッチン リビング

余白

浴室

洗面所

寝室

寝室玄関

山路を登りながら

近年の住宅は居住者にとって良好な空間を標準化し、万人が満足する基

準にあわせたプランになっている。標準化された住宅は居住者にとって

不便ではないだけであって良い空間であると誤認している。

日本社会の変化に伴い、未婚や同性婚家族、片親家庭などの家族構造は

多様化してきた。人によってはなくてもいい空間やより広くほしい空間

といったように住空間に求める機能も多様化してきている。

人によっては狭い住戸、広い住戸と現代の人々の求める住戸は標準化さ

れたプランにはおさまらないのではないだろうか。
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1. ダイアグラム

2. 住空間×自然

従来の住宅と違い自然を立体的に空間を構成する。自然のため

に上下のスラブを操作し採光を取り入れ自然を優先する。

住戸内や住戸間の自然はそれぞれの境界をあいまいにし空間全

体を繋ぐ。人間の活動の場でもある建築で日常の中に寄り添う

ように共存する。

自然を優先した空間を邪魔しないように住空間を配置していく。

配置した住戸や住戸間は間に自然を挟む空間ができる。

浴槽

キッチン
和室

押入洋室

洋室

玄関

WC

浴槽

キッチン

和室

洋室

洋室

玄関

WC

浴槽

キッチン

和室

洋室

洋室

玄関

WC

従来の集合住宅と同じ間取りから人々によって優先される機能が違ってくる。生活の変化に伴いいらなくなる機能、より拡張したい機能が浮き彫りになる。

そんな差異から生まれる余白をもった状態で自然に介入することで住空間に自然が入ってくる。そこで住戸内には私的な自然空間がうまれ、住戸間では公

的な自然が生まれる。

内部空間と外部空間は一般的に建築の外壁側もしくは動線としての廊下の関係しかない。住戸内はフラットにつながり外部空間もベランダ程度しか感じるこ

とができない。従来の住戸プランから取捨選択により生まれた余白によって細分化された住戸を上下に変化をつける。住戸内に横だけでなく縦のつながりを

生む。移動後のボリュームの上や下に空間が新たに生まれ、住空間に新たな外部とつながる空間が生まれる。細分化された住戸が縦、横に変化をつけその間

が自然でつながる。住戸＝内部空間という従来のかたちに対し住戸＝内部→外部→内部といったように住戸内での境界が曖昧になり空間に変化が生まれる。

生活の変化によって生まれた住空間内の余白空間

に自然空間が入ってくることで内部→外部→内部

と空間に変化が生じる。各自の部屋へ行く間に外

部を挟むことで部屋が孤立し、住空間内で別建築

に行くような空間となる。外部が挟まることで職

住一体となりつつある現代の住戸で新たな憩いの

場ともなる空間が生まれる。

現代の住戸ははっきりとした境界を敷いている。現代のプライバシーを重視

する考え方が行き過ぎた結果、人間関係や外部から閉鎖的となり、近隣関係

や外部とのつながりが疎かになっている。塀や囲いといった明確な物理的境

界から、軒下、庭といったあいまいな知覚的境界まである。日本は古くから

内と外を隔てる境界線を薄くすることで曖昧な境界となり外部との相互作用

を生み出してきた。住戸間や住戸の境界を自然にすることで境界を曖昧にす

る。外壁としての自然は日差しを遮断し柔らかく室内に取り込み、都市の騒

音のかんしょうざいとなり、風を柔らかく室内に取り込み空気を清浄してく

れる。住戸間では住戸同士の話し声や生活音を和らげてくれる。さらに視線

をさえぎりながらも人の存在は把握できる程度の境界として成り立つ。

1. 自然を立体的に取り込む建築

従来の建築は人のために設計され空間もヒュー

マンスケールで計画されるが自然優先で空間が

決定されるため採光をえるための自然のための

数階層をスラブを貫く吹き抜けがある。縦にま

っすぐ貫く吹き抜けと違い自然のための吹き抜

けは数階層を斜めに貫くため数階階にわたって

視線がつながる。さらに自然スケールでスラブ

にあけた吹き抜けは光を切り取りながら建築内

に取り込むため光の存在感がより鮮明に感じる

空間となる。

普段建築内部にいて風を感じることはほと

んどない。都市が発達するにつれて周辺の

建築も高層化していった。そんな高層化し

てきた建築に囲まれたことでより感じるこ

とがなくさらにはプライバシーや所狭しと

立っていることから開口部が開口部として

の役割をはたしていない。大きくあいた吹

き抜け空間やワンフロア壁がない空間の積

層は建築内にたくさんの風を通し、建築全

体に立体的に風を通す。そこに木が立つこ

とで風を和らげ建築内に柔らかい風を通す。

自然のためにスラブにあけた大開口は住空間同士の境界にもなりつつ縦方向に空間をつなぐ。建築外側では光をおおきく受けることができ

内部では局所的に落ちてくる光を感じ建築内部で違った光の種類を感じ取ることができる。

スラブは土が盛られ芝生が成長している自然と一体となった空間。一般的な

フラットなスラブに比べて土が盛られたスラブは、上下を繋ぐように盛られ

た土と人が歩くことで踏みしめられて変化する自然の勾配が生み出される。

緩やかで時間をかけて変化する勾配は人々に様々な居場所として利用される。

住空間の次の居場所を自然の地形の中に見つける空間となる。

自然は光とともに水も必要とする。芝生や木への水やりや天候の雨水は建築の

中に浸透する。浸透した水は土に浸透し下階へと染み出す。染み出した水はた

れ空間に変化を与える。空間内部にいながら外部の現象を感じ取れる。



瀧下　裕治

誤読と重層

Yuji　Takishita
建築意匠研究室
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風景をつなぐ建築

風景は様々なものによってつくられている。おおらかで雄大な
自然。そこに建ち人々の生活を支える建築、生活する人の営み
と繕い。それらの集積で豊かで美しい風景が生まれている。今
まで培われてきた街の風景に敬意を払いながら、新たな東土堂
町の風景を、街の人々でつくることができたらいいと思う。
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久志本　玲皇

GLからの脱却-未来を見据えた高架下建築-

Reo　Kushimoto
建築計画研究室
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　本計画は、地上面からの建築を脱却し有効活用されていない高速
道路高架下に新たな人口地盤を設ける。増加する地方移住者にとも
ない今現在のコミュニティを見つめなおし、新たな小規模コミュニティ
での集合住宅をメインとした町を提案する。町を造り、周辺環境との関
係性を高速道路利用による人、モノが行きかうとどまらない交流により
紡ぐ。人やモノが絶えない場ともなる。

鉄道高架下

全国高速道路網

隣地境界線

屋根幅

GL からの建築の脱却

　これまでの建築は、GLから建てることが前提であり、それにより必要となる宅地造成などで多くの自然を破壊してきた。現在、自然に対する向き合い方が大きく変わろうとしている。SDGs など世界的取り組みを含め、今あるもので社会を進めていくことが求めら
れるなかで、土地という観点から高架下というのは有能に思える。既にある橋を新たな地盤面と見なし、上から下へ建てていく。これまでの建て方では、地面を造成する行為が大きく自然を破壊してきたが、高架下に吊るすように建てることでそれらを回避すること
ができる。

　今計画地では、下に豊かな自然が広がっている。道路を通す為に壊された自然もあるが、それ以上に壊すことなくある自然をそのままのかたちで残し、目下に広がる風景はこれからの自然に対する向き合い方を深く考えさせるものに成りうると考える。それは、人
工物の自然に対する影響を極力軽減し、双方が同時に活きた風景を魅せる。

橋に建てる町

　高速道路高架下から吊り下がる集合住宅を提案する。全国に広がる高速道路の中から岐阜県郡上市を通る東海北陸自動車道の「鷲見橋」をケーススタディとして、
これまでの集合住宅とは異なる環境を考慮した空間の形、コミュニティの形成から距離感、高速道路という特殊な動線をもつ今計画地と周辺地域の関わり方を考
える。

　これまでの高架下は、生まれた余白をどう有効活用するかという点で、単一の機能を用いた提案が多くされた。しかし、高速道路の高架はその全高が鉄道高架
下よりもはるかに大きく、これまでのかたちではその余白を使いきれないと考える。特に高速道路は鉄道と異なり、敷かれたことで起きる町の発展への影響が少
なく、それらの多くは町の無い山間部に張り巡らされている。高速道路は町との繋がりが弱い。

　今提案では、高速道路高架下の大きな体積をもつ余白に集合住宅を兼ねた小さな町を創る。これらの高架下は大きな可能性がある。人が居る状態を創ることで、
限界集落や田畑、森林の改善、宅地造成などの大きな自然破壊の抑止、周辺地域との繋がりを強め、面としての関係を築くことができる。全国に広がる高速道路
高架下でこうした計画が行われることで、新たな都市の在り方を模索することができるのではないだろうか。

提案

上から建てていくこと

　既存の橋を新たな地盤面として計画をする今提案では、床が無い代わりに既に屋根がある状態である。それにより、これまでと大きく異なるのは、地盤面にどう屋根を収めることから屋根の内へどのように床を収めるかである。地形に合わせて変化する床に応答す
ように変化する屋根も、今提案では、既に屋根があり床が何もないことから地形による影響がなく、立体的に大方自由に構成していくことになる。それから生まれるものは、隣家同士の立体的な繋がりと距離感、橋を取り巻く自然環境との関わりなど、これまでの住
宅が主に対応してきた要素と少し異なるものになる。そして、下に光を届ける為の高さによる開口の変化、住戸プランが nLDK や部屋同士の隣接から分棟、新たな地盤面として形態の操作が自由になる。

　これまでの住宅が対峙してきた要素と少し異なる要素と対峙することで、新たな空間のかたちを見出すことができる。

コミュニティの見つめなおす。

　今提案では、地域のコミュニティという点において、計画物を一つのまとまりとしてコミュニティを考える。各地域にはそれぞれ受け継いできた伝統があり、それ
らが生む独自の規則がある。例えば、「町」という枠よりも小さい「小痣」がある。その地区が守る祭り、伝統、それを守る受け継ぐ為のコミュニティが存在し、その
コミュニティが地区の色を表している。コロナ渦で感じたことは、そうした集まりが例え人との接触を懸念されようとも、自然と人が人を求め集まる状況があり、い
わば広く繋がるご近所付き合いのようなものだった。そうした人との距離が近く広いコミュニティを新たな集合住宅での隣人間同士の繋がりとして再考する。

町を造る・周辺環境とネットワーク

　山間部の谷間に架かる高架下に、周辺地域との繋がる新たな点となる集合住宅が組み込まれた町を提案する。
これまでの交通手段の変遷は、大きく社会を変えてきた。港、鉄道、それらの拠点は町の発展に大きく貢献してきた。特に鉄道は、拠点のみならず沿線にも町が並ぶ。
最初の高速道路が 1959 年に建てられてから 63 年、自動車社会が進むにつれて次々と建てられていった高速道路だが、これまでのような都市へもたらす直接的な影響が少ない。それらの起因は、恐らく鉄道のように拠点が出来て町が発展する流れではな
く、始めから町が在り、それらの町の間を出来るだけ短くする為に建てられたという所にあると考える。入口であるインターチェンジの多くは、町の中心から外れた郊外に在る。手段は車。その背景が、鉄道とは異なる意味を生んでいる。

　今提案では、車という柔軟な移動手段と高速道路の在る環境という点から、高架下に周辺地域と関係をもった小さな町を造る。特色のある周辺地域の間にあるこの町は、それらの影響を大きく受けることで、季節や時代の変遷と共に町が造る色を変える。
観光から商業、生活など地域が必要とするものを補完する受け皿となり得る。既存の町同士を、高架下の小さな町がさらに強く繋ぐ役割を果たす。

橋の補強

　集合住宅から広がる町を造るということは、長く先を見つめる必要があるが、そうなれば地盤となる橋の耐久について考える
必要がある。高度経済成長期に次々と建てられていった建造物は現在補修もしくは建て替えが求められている。

　そこで、新たに建てる建造物はその橋を支える役割を担う。人が常にいる状況をつくることで管理を隅まで行き届かせると共に、
構築物が既存の構造を支える。そうして、インフラを守りつつ暮らしを紡いでいく。

災害に対しての提案

　近年、全国で土砂災害が相次いでいる。未曾有の大豪雨から放置される手入れのされない山が増えていることで、これからも
相次ぐことが容易に想像がつく。対策として砂防ダムや堰堤が着々と進められているが、それではただ自然を壊し人の居場所だ
けを守るだけの手のようにも思える。

　今提案のGLから切り離された構築物は、既存の環境を壊すことなくそれらの自然現象を回避することができる。そして、集
合住宅から成る町が在ることで人が常に居るという状況を生み、目下に広がる森林の手入れが進むことで、土砂災害そのものを
減らすことが可能になるのではないか。

Private

Semi-private

Semi-public

Public

寝る・トイレなどの「個人的な領域」

食事・選択などの「生活領域」

仕事・教育などの「活動領域」

「社会領域」

GL 今提案

現マンションの中階と連続する閾

　集合住宅の境界線について考える。現在の集合住宅におけるパブリック空間からプライベート空間の繋がりは、玄関という境界線一つで突然切り替わる。nLDK が圧巻するまでの住宅では、縁側など人と接する空間が中に入り込んでおり、その空間には外の人
によって社会的行為が組み込まれ内外がグラデーショナルに移行していた。見えない閾がいくつも連続し、それにより人が選別されることで多様な空間が住宅を纏っていた。現在の住宅、特に集合住宅ではその閾が限りなく少なくなっており、プライベート空間
のすぐ隣には交流のない人が暮らしを営むパブリック空間もしくはプライベート空間のような外の世界がある。そこに生活のし難さを感じ、内にいても常に外を意識する必要があることで窮屈になる。

　今提案では、GLから建てるモノと異なり、物理的にどこかには行きどまってしまう。その前提条件から、余白、隣地境界線、通路など様々な閾を設け、そこからある住宅に住む人との関係性によってさらに閾が現れることで多様なコミュニティが生まれ、こ
れまでの集合住宅とは異なった人と接する暮らしを実現する。現マンションの多くは決められた範囲に箱を敷き詰め、それを上に同じ高さで複製したブロックだが、今計画物は立体的に境界線を捉えることで、住宅一つ一つに異なった空間が纏わりつく。
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居住環境の変化

　今計画物の端から端まで 300ｍあり、入り混じる共空間と私空間により環境の違いが生まれる。中心に向かうにつれて公共施設は多くなり、それ
に伴って人工地盤それぞれの大きさも変化する。

・両端にゆくにつれて住戸を抱える地盤の数が増え、密度が増すことで連続してひかれる閾が多様な空間を創る
・中央部では、駐車場をはじめとする比較的大きな地盤により、その下部では大屋根に包まれたような空間が広がる。

新たな地形

　これまで人が大地に寄り添って暮らしを歩んできたように、新たに設けら
れる地盤と住居が密接に関係し、それぞれのスラブごとに固有の暮らしが現
れることで、規格化された住宅が並ぶ住宅街とは異なる様相を魅せる。

新たな地盤におけるゾ―イング

　折れ曲がるスラブの中で、住居との関係と外との関わり方によって空間の用
途が異なる。公共階段と接続する部分は公共動線、壺型の空間は隣接する住居
の庭などになる。一つのスラブの中に多様な用途が含まれることで、住居間の
関係にバラエティを生む。

集合住宅に隣地境界線を組み込む

　戸建て住戸における「隣地境界線」という枠を集合住宅に組み込む。集合住宅において他人との住宅の境界線は一枚の壁のみで構成され
ていたが、今設計において各家族に一つずつの新たな地盤が設けられることで、各地盤同士の間には隣地境界線を形成する。戸建て住宅と
異なるのは、集合住宅ゆえの立体的に組み立てられる為、上下での敷地の重なりなどの多様なレイヤーが積層し、空間に違いが生まれる。

補強の基本形態

　適当に張り巡らされる構造的性質を担うブレースの接点で、主に新たな地盤面となるスラブを支える。既存の主柱でス
ラブとブレースの基盤となって、その両方が互いに支え合うことで、橋全体を支えるアーチ状の形状を成す。橋とスラブ
をブレースで補助することで、強風が吹く高層において風の抜けを促し、横からの外力を極力減らしている。

利用されていない高速高架下

　これまでの高架下は、生まれた余白をどう有効活用するかという点で、単一の機能を用いた提案が多くされた。鉄道高架下では、自転車保管場所やレンタル物置、保育所、公園、商業施設などが入っている。しかし、
高速道路の高架はその全高が鉄道高架下よりもはるかに大きく、これまでのかたちではその余白を使いきれないと考える。特に高速道路は鉄道と異なり、敷かれたことで起きる町の発展への影響が少なく、それら
の多くは町の無い山間部に張り巡らされており、それによって、高速道路は町との繋がりが弱く感じる。
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自然との向き合い方

　近代までは人は既にある自然に恐れを覚え寄り添うように人里を開いてきた。その暮らしが創る様相は現在では遺産として残る程の風景を呈している。しかし、近代以降の人口増加に伴い産業革命によりモノが
発達したことで、簡単に自然を壊すことが可能になった。進められる宅地造成は、次々と山を切り崩しそこにあった固有の風景は忘れられたものとなった。しかし社会はその在り方から変わりつつある。SDGs はそ
の代表とも言える。そして、人がこれまで自然に対しての行いにより、私達の暮らしの場所は危機に面している。

　例えば、全国で土砂災害が相次いでいる。未曾有の大豪雨から放置される手入れのされない山が増えていることで、これからも相次ぐことが容易に想像がつく。対策として砂防ダムや堰堤が着々と進められているが、
それではただ自然を壊し人の居場所だけを守るだけの手のようにも思える。



小さな誘導が日常の表情を変えていく
-「遊具」から抽出した『楽しさ』の研究と事例調査による能動的建築の提案 -
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人と人との交流そのものはつくれないが、異なる人同士が一緒にいても不快ではないと感じられる共存空間は
つくれるはずだと考える。そうした場があって、コミュニケーションが発生すると考えるべきではないか。

日常で生活する行動は豊かであったはずなのに、いつの間にか変化のない日常を過ごしている。日常にイレギュ
ラーを存在させることで日常が豊かになっていき生活に変化が生まれていく。

公共スペースに建築という行為が介入する敷地において、公共性を考えなければならないと考える。公共性
が地域の繋がりやネットワークを作り出すことができるのではないだろうか。

素材の関係性を固定させるのではなく、組み合わせていくことで温かみや冷たさを感じやすいようにでき路の
ではないだろうか。素材による変化によって建物の雰囲気も大きく変わっていく。

立体的繋がりを発生することで平面的にはない、上がったり、下がったりの操作が人と人の会話や操作を生む。
上下間の差から生まれるレベル差による空間的楽しさや立体にすることで得られる小さな敷地にも呼応する。

自分と自分以外の人の所有が錯乱しているとき、自分と相手の境界は複雑で曖昧なものとなる。そういったあ
いまいな境界は新たな行動を生み出す場所に一つとなる。

部材の大きさや部材の配置位置を変化させることで座る、横たわる、景色を見る等様々な動きが生じていく。
多種類の部材を用いることでその可能性が広がるのではないだろうか。

庭とは占有空間の度合いが高く、壁で仕切られると途端に存在は消えてしまう。しかし、開口部や素材をスケ
ルトンなものを使うことによって半分占有しているような感覚になる。

気を兼ね備えた魅力的な場所、空間となるのではないだろうか。
空間の高さや低さでは低い空間から高い空間に変化するときの開放感を感じられる。また、建築のヴォリュームに高低差を
つけることでレベル差の違いから生まれる三次元的なつながりが生まれる。

部材の大きさや部材の配置位置を変化させることで座る、横たわる、景色を見る等様々な動きが生じていく。
多種類の部材を用いることでその可能性が広がるのではないだろうか。

季節や天候などによって変化する空間は、自然の様 な々表情をみせる。人 は々この空間を通じて、自然をあらためて感じるこ
とができる。

人は大きいもの、目立つもの、集合的なもの等、視界に入り込んだものに引き寄せられる習性がある。人を視
認性による誘導することでコミュニティが生まれるのではないだろうか。

空間は主に明るさの必要な空間と暗さの必要な空間の二つに分類することができる。光が開口部の位置や大き
さや周辺感境に作用することによって空間の変化を感じることができる。

同じ２つのものの間でもその間隔によりその間の空間の用途や感じられ方は変わってくる。厚さ、大きさを変化させることでも
空間の変化も生まれる。

子供、大人、お年寄りが同じことをしていても動き方が異なるため行動範囲は異なってくる。人数によって行
動範囲は広がっていく。行動範囲が交わクことにより動きの選択肢が生まれるのではないだろうか。

集合住宅など人が複数住む場所では居住空間が連続する。さらに、一つ一つの居住空間においても空間は連続し、連続
した空間は多様な行為を可能にする

空間を壁で閉じてしまうのではく、開かれた場所をつくることによって小さいものから発生する閉塞感をなくし、横に開放的な
空間にする。

時代が急激に発展していく中で建築は完成してから変化することはあまりない。しかし、建築の価値というものの捉え方は様
で々面白い。今回は変化ということをピックアップしていく。

人にはお気に入りの空間が存在する。自分だけのスペースは集中力が上がる、リラックスできる等の心輪許せ
る空間を作り出すことを可能とする。

設計キーワード
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小さな誘導が日常の表情を変えていく

Yukiko　Nishimoto
建築意匠研究室
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遊具から抽出した「楽しさ」の研究と事例調査による能動的建築の提案

通常、人の行動欲には目的があってそこにいく事が多い。目的
とは例えば、コーヒーが飲みたいときにはカフェにいくといっ
たある特定の場所に行く事がほとんどである。そこにはカフェ
に行くという一つの選択肢が表れる。しかし、人には日常様々
な情報が目から、耳から、鼻から入ってくる。そこで、カフェ
をいろんなことの出来る場所に分解して配置することで選択の
幅を細分化でき、一つの場所でも様々な選択肢のある場所にな
るのではと考えた。



Block1　2 人用
○反射による景色を楽しむ空間
○もたれ掛かる空間
○読書する空間
○物を置く空間

Block2　大人数用
○反射による景色を楽しむ空間
○もたれ掛かる空間
○読書する空間
○物を置く空間

○リラックスできる空間
○物を置ける空間
○自分の色を強要できる空間

○働く空間
○食べる空間
○もたれ掛かる空間
○日向ぼっこする空間

○人と向き合う空間
○食べる空間
○占有間のある空間
○寝転がる空間

○物を置く空間
○くつろぐ空間
○働く空間
○自然を感じる空間

○集合する空間
○寝転がる空間
○食べる空間
○半暗い空間

○くつろぐ空間
○歩く空間
○食べる空間
○光が微かに差し込む空間

○集合する空間
○寝転がる空間
○食べる空間
○半暗い空間

○少し立ち寄る空間
○料理する空間
○もたれ掛かる空間
○隠れる空間

○寝る空間 ○働く空間

○寝転がる空間
○食べる空間
○リラックスできる空間

○寝転がる空間
○食べる空間
○リラックスできる空間
○植物を育てる空間

Block3　1 人用
○食べる空間
○もたれ掛かる空間
○勉強する空間
○休む空間

Block4　大人数用
○もたれ掛かる空間
○勉強する空間
○休む空間
○話す空間

Block5　厨房
○人と関われる解放された空間
○内部空間を視認する空間
○外部と接しつつも隠れる空間
○等間隔に区切られた空間

Block6　1 人用個室
○1人になりたい時に適する空間
○勉強する空間
○休む空間
○会議する空間

Block7　1 5 人用
○展示する空間
○ボリューム外でも楽しめる空間
○リラックスできる空間
○座る空間

Block9　1~6 人用個室
○寝転がる空間
○勉強する空間
○休む空間
○もたれ掛かる空間

Block8　1~4 人用個室
○寝転がる空間
○勉強する空間
○休む空間
○もたれ掛かる空間

Block10　1 人用個室
○もたれ掛かる空間
○暗い空間
○休む空間
○周囲から遮断された空間

Block11　1~2 人用個室
○宿泊空間
○パーティーできる空間
○寝る空間
○景色を楽しむ空間

○静かに働く空間
○天窓の採光により明るい空間
○座る空間
○周囲と遮断された空間

○景色の変わる空間
○GLから下がる空間

○寝転がる空間
○食べる空間
○リラックスできる空間
○植物を育てる空間

Block12　1~4 人用個室
○宿泊空間
○パーティーできる空間
○寝る空間
○景色を楽しむ空間

Block17　1~6 人用
○展示する空間
○自然を感じる空間
○休む空間
○話す空間

Block18　1~2 組用
○販売する空間
○屋台的な空間
○座って食べる空間
○話す空間

Block19　1 世帯用
○プライベート空間
○勉強する空間
○休む空間
○話す空間

Block20　2 世帯用
○プライベート空間
○勉強する空間
○休む空間
○話す空間

Block13　大人数用
○話す空間
○勉強する空間
○休む空間
○もたれ掛かる空間

Block14　大人数用
○もたれ掛かる空間
○勉強する空間
○休む空間
○話す空間

Block15　1~3 人用
○座る空間
○勉強する空間
○休む空間
○話す空間

Block16　1~2 人用
○歩く空間
○座る空間
○展示する空間
○話す空間
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最終決定案Ⅲ 
Fainal planⅢ11

Block 1

Block 1

Block 13

Block 14

Block 15

Block 11

Block 17

Block 18

Block 21

Block 16

Block 4

Block 3

散歩道

入れ乱れる動線

都市の全体に拡がる

設計のポイント

01. 自由な動線

04. 季節と時間による様相の変化 05. 応用の効く形態と配置

02. 制限された建築のボリューム 03. 視線の誘導

朝｜Morning 昼｜Noon 夜｜Night

春｜Spring 夏｜Summer 秋｜Autumn 冬｜Winter

本計画には遊具の自由さ、面白
さを建築の配置や形態に取り入
れることで動線に自由度を与え
ることが出来た。この操作が建
築の感じ方にも影響し、使い方
にまで影響していく事を想定し
た。

建築は時間と季節によって変化
する。本計画でも時間の変化や
季節によって使い方や見え方に
変化がありそこに新たな価値を
見出していく。

最高点
木のライン

視線が躯体の配置により
分散する

本計画では敷地を緑道に
設定し実験的に人の生活
に変化を与える建築を考
えた。今回の形態と配置
は例えば、都市の中に一
つや二つ現れることでそ
こに行き交う人に変化を
与えることが出来ないか
も想定して研究を行った。

01
02

Block21　1~3 人用
○もたれ掛かる空間
○座る空間
○休む空間
○寝転がる空間

Block22　1~3 人用個室
○もたれ掛かる空間
○寝る空間
○休む空間
○寝転がる空間

Block23　1~3 人用個室
○もたれ掛かる空間
○話す空間
○休む空間
○会議する空間

Block24　大人数用
○もたれ掛かる空間
○溜まる空間
○座る空間
○自然と戯れる空間

○溜まる空間
○潜る空間

○潜る空間
○歩く空間
○開放的に食べる空間
○会話の生まれる空間

○展示空間
○プレゼン空間
○立ち寄りやすい空間

横から見る風景 01

横から見る風景 02
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Block 2

Block 3

Block 4

Block 5

Block 6

Block 7

Block 9

Block 10

Block 11

Block 12

Block 13

最終決定案Ⅳ 
Fainal planⅣ12
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河上　悠人

建築の可動の可能性 

Yuto　Kawaue
建築意匠研究室
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動くはずのないものが動くことは園白い。
スタジアム、 可動橋、モンゴルのゲル、僕たちからしたらそれは非日常
で新鮮な体験である。そんな面白さを秘めた動く纏纂「可動纏纂」はな
ぜ身近にないのだろう．．．
まちを歩き見渡せば、 遭築が所狭しと立ち並び、車はせわしなく行言
交い、 人々は俸日問じ道を通り、憩いの湯は少なく腰を下ろすには喫
茶店に入るしかない。それは窮問でもったいないと感じる。
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池田　友彦

やわらかい建築 

Tomohiko　Ikeda
建築意匠研究室
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赤色の線は消してね

本修士設計では感覚的要素に着目し、新たな児童施設・保育園
の提案をする。人は生きていくうえで日々様々なものを感じ取っ
ている。「感性を育む」そんな言葉がよくあるがどうすれば「感
性」は育つのだろうか。本提案は五感で感じたり、何気なく言
語化されている感覚に着目するべきと考えた。

19 .Cross  sec t ion  A-A`  断面図A-A `

1/50　西側断面図

20.Cross  sec t ion  B -B`  断面図B-B `

1/50　南側断面図1/70　二階平面図

N

14 . Pl ann i ng  平面図

1/70　配置図兼一階平面図

N

13 . Pl ann i ng  平面図

16.West  e lavat ion   西側立面図

1/50　西側立面図

15.Eas t  e lavat ion   東側立面図

1/50　東側立面図
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01 . In t roduct ion  はじめに

00.Sof t  A rch i tec ture　やわらかい建築

幼少期の頃に散歩道、通学路など無意識的に触れてみたり、見たり、嗅いで、聴いてきた
経験や体験が人それぞれにあったのでないだろうか。
そういった経験が積み重なってその人の常識や好み、感覚がみがかれていったのではない
だろうか。そんな過去の経験が成長するにつれて減っていくのはなぜなのだろうか。それ
はある程度人が経験することで一定以上に感覚が磨かれることがなくなるからだと考えた

program1-2 リアルで体験・経験してきた過去

近年、技術の発達によりリアルの体験がオンラインの体験、バーチャルな空間へと拡張さ
れるなか、パンデミックによってよりリアルな物事の現象につながっている。しかし人に
とってリアルでしか得られない体験、知識というものが確実にあるのは間違いないだろ。

program1-1 体験・経験の変化

児童にとっての建築で主に関わりがあるのは幼稚園や保育園といった託児所施設だろう。
しかし、現状その数は足りておらず多くの待機児童が存在している。理由としては様々な
ものがあげられるだろうが、その一つとして児童建築の在り方に問題があるのではないだ
ろうか。フェンスや塀で囲まれた建築は町の人と切り離されているため育児の負担が施設
に大きく作用している。その負担を町の人と建築の関係性を見つめなおすことで緩和する
ことができないだろうか。

program2-2 児童建築の現状

program2-1 体験空間としての建築

建築における価値や要素として駅やコンビニに近い、設備といった利便性といったような
付加価値的要素が大きくなってきている。その利便性から空間は単一な箱型に、素材やゾー
ニングも簡素なものになっていきている。建築は見たり、入ったり、におい、雰囲気といっ
たように本来もっとひとにとって感じるものが大きいのではないだろうか。

program4-1 土地における建築 program5-1 イメージのもつ建築program3-1 均一な社会

建築は建ってからそこを利用する人にとってもそうでない人にも均一な影響しか及ぼさな
いことが増えてきている。それは土地（敷地）とそこに建つ建築との一体感がないためで
はないだろう。つまり建築がその土地に建つ意味のようなものがないからだと考えた。そ
こで建築と土地の関係性、影響を考えなおすことが新たな建築の在り方になると考える。

人の持つ様々なイメージはその人がこれまでに経験したことの積み重ねから出来上がって
いる。目で見たもの、肌で触れたもの、耳で聴いたもの、鼻で嗅いだもの、舌で味わった
ものといったふうに直接体験した経験の複合でより具体的なイメージを作り上げている。
そういったイメージはその人の価値観により影響を及ぼすだろう。そこで提案する建築が
よりその人のイメージに残るような建築を考えることがその人にとって特別な経験になる
と考える。

人がもつイメージは様々でその中でも抽象的でも具体的でも無限といえるほど多い。そう
いった中から人が持つ共通のイメージを抽出してやることでどの人にとってもその建築の
一つのイメージを持ってもらい共有できるものとする。そこで人の中から「やわらかい」
というイメージを抽出してやることができる。「やわらかい」という共通のイメージが人
にとってより広まることがより特別な経験になるのではないだろうか。

触れるといったような人の感覚は社会にも反映されているのではないだろうか。近年の社
会の在り方は合理的で均一化されているといわれることが多い。建築は敷地、形態、用途
と様々な要素を持つなかで都市に単純に落とし込まれる。そうして落とし込まれた建築は
どれも直角でかたいイメージをもったもので溢れている。

program4-2 街における子供の居場所 program5-2 イメージから抽出した「やわらかい」program3-2 人々の生活形態の変化

昔の子供たちは裏山やダンチ、住宅街といった風に自由にそれぞれがお気に入りの場所、
隠れ家といったような自分の居場所を見つけながら遊んでいた。しかし近年は騒音問題、
やボール遊びの危険性といったように街だけでなく遊び場である公園からも居場所が減ら
されている。子供たちの活気は街の活気にもつながると考える。だからこそ子供たちにとっ
ての居場所的空間をつくってあげることで、建築と共に街にも活気を取り戻す。

時代が移るにつれ人々の生活の中で変化し発展してきたものは数多く存在する。しかしそ
の過程で忘れ去られたものも存在している。それらは合理化などの結果、副産物的な形で
忘れられただけで今の時代にも必要なものがあるのではないだろうか。そういった中でも
人の感覚に作用する体験・経験というのはその時代特有のものであったり貴重なものであ
る。

【人の感覚分析による「やわらかい」建築の提案】

本修士設計では人が持つ五感や感性といったような感覚的要素に着目し、
新たな児童施設・保育園の提案をする。

人は生きていくうえで日々様々なものを感じ取っている。
「感性を育む」そんな言葉がよくあるがどうすれば「感性」は育つのだろうか。
本提案は五感で感じたり、何気なく言語化されている感覚に着目するべき
と考えた。

「あたたかい」、「かたい」、「あかるい」などといった様々な感覚やイメージ
の中から本提案では特に「やわらかい」というものに着目した。この「や
わらかい」は感覚的なものだけでなく、印象やイメージにも作用するもの
であり、人が持つ抽象的な思考ともいえるため最も着目した。

そこで本修士設計では人が持つ五感やイメージから様々な感覚体験を分析
する上で「やわらかい」に焦点をあてて研究していく。

そうして抽出された「やわらかい」要素を床や壁、天井、開口といったよ
うな建築を構成するための要素へと落とし込んでいくことで設計をおこ
なっていく。

「やわらかい建築」を考えることでそこで学ぶ児童が些細な感覚の変化をく
み取れるようにすることで子供たちだけでなく、そこへ訪れる親や地域の
人といったような大人も巻き込んで感性を育んでいってもらいたい。
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世田谷区の人口は、平成 7年 (1995 年 ) 以降の 26 年
間、一貫して増加し続け、約 140,000 人増加した。
増加率は、平均して年0.7％程度であった。また、リー
マンショックや東日本大震災により、一時的に低下
が見受けられたが、近年では、年 1％程度となって
いる。

世田谷区における人口推移

世田谷区の世帯数は、2000 年代に突入するとともに
約 400,000 世帯に達している。その後も、概ね増加
傾向にあり、2021 年には約 470,000 世帯に達してい
る。一世帯当たりの人員は、単身世帯の増加などの
影響をうけ、減少傾向にある。

世田谷区における世帯数の推移

世田谷区は、待機児童数が 2016 年に約 1,200 人に達し、全国の待機児童の約 5％をしめ、最も待機児童が多かった。その一方で、保育定員数は、待機
児童数に呼応するように通年で増加し続けていた。その結果、2016 年を境に待機児童数は激減し、2019 年には、全国の待機児童数も減少傾向にある中
で世田谷区の待機児童数は約 2.8％を占める結果となっている。

世田谷区の待機児童数の推移
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02 .S i te  se lec t ion  敷地選定

計画地は東京都世田谷区代沢にあった区立下北沢保育園跡地である。
下北沢保育園の園舎は建築から 56 年が経過したことによる老朽化に伴い、区立守山保育園に移転統合する。区立下北沢保育園跡地の
保育需要等は大きく 3つある。1つ目は立地についてである。下北沢駅から徒歩５分の立地にあり、保育施設として適地である。2つ
目は地域における世帯問題である。就学前人口や入園できていない世帯が多く、保育需要が高い地域である。3つ目は周辺環境につい
てである周辺に保育施設が少なく、他にまとまった土地を確保できる地域ではない。
以上のことから保育施設の必要な地域であることがわかる。よって区は令和３年度に既存建物を解体し、その後、保育運営事業者を公
募の上、令和５年４月の開園とする計画を進めている。この計画をもとに本修士設計を進めていく。

vision

taste
smell

touch
bearing

03 .des ign  keyword  設計キーワード
計画を進めていくうえで、設計のキーワードをピックアップし、キーワードを参照しながら設計を進めていく

01. 立体的な導線

建築に人々が思い思いに過ごせるような広場を作る。その広場ではその時々により様々なイベントスポーツが行われ、
時間がたつにつれ地域になじみ、地域の象徴となる。

02. 素材による変化

建築にはさまざまな素材が使われている。それらの素材がもつ耐久性や特性だけでなく、素材に対する人々のイメージ
なども利用しながら建築に落とし込むことことでより空間の中から様々なものを感じ取ってもらう。

03. たまり場

建築に人々が思い思いに過ごせるような広場を作る。その広場では、その時々により様々なイベントスポーツが行われ、
時間が経つにつれ地域に馴染み、その地域の象徴となる。

04. 身体感覚

人間には、事象を感じるために五感が備わっている。そして、建築は味覚意外の感覚に作用することで、空間を感じさ
せることができる。

05. ピクチャーウィンド　

建築の床、壁、天井により景色の一部を切り取り、内部空間へと落とし込む。切り取る景色は、時間や季節、天候によ
り変化し、そこに訪れる人に風景との一期一会の出会いを与える。

06. 高い・低い

空間に高い部分、低い部分など緩急をつける。低い空間から高い空間に入ると、空間の広がりによる開放感が感じられ、
その逆の場合は、閉鎖感や安心感を感じられる。

07. なじむ建築

風景や地域社会になじむ建築は、地域にとって、そしてそこに住む住民にとって当たり前のように存在し、地域と共に
年をとっていく。それはだんだんと建築が熟成していくようでもある。

08. 斜めの視線

段差に合わせて建築を作ることによりレベル差が生まれ、上下の繋がりが生まれる。

09. 連続性

空間とはひとつであり複数の空間である。多様な行為を許容する空間の連続性が必要である。

10. 余白

壁や床から生まれる余白は子供たちにとって特別な空間になり、そこでしか感じ取れないものを生み出してくれる。

11. 床

床自体に「やわらかい」という感覚を落とし込むことで人の感覚にだけでなく空間に変化を生み出す。

12. 流動的な平面

既存のゾーニングされた平面ではなく、全体が一つにぬけるような流動的な平面にする。流れるような導線は子供たち
にとって感覚の差異を自然にくみ取ってもらう妨げを減少させてくれる。

13. ボイド

内部空間につくられたボイドは人の流れだけでなく、間接的な境界になったり採光とりこむための開口にもなりえる。
ボイドを通して空間ごとだけでなく間接的に様々な感覚の差異を生み出す。

14. シンボルとしての建築

地域の人々にとって目印となるような、そして、愛着の湧くようなシンボルがまちには必要である。シンボルがあるこ
とで、それが地域そのものの象徴となる。

15. 成長に合わせた変化

境界である壁や開口ごとに自由曲線をもちいてデザインすることで、子供の成長具合にあわせて見える景色や感覚に変
化を生み出す。

16. コモンスペース

住宅地には住民同士の緩衝地帯となるコモンスペースが存在する。こういった空間を設けることが地域のコミュニケー
ションの促進へとつながる。

17. 開口部の曲線化

既存の開口部は垂直水平な直線系のデザインが多く見受けられる。そこで自由曲線を用いた開口部にすることで、取り
入れる光だけでなく、風や音、景色に差異を生み出す。

18. 建築の遊具化

子供にとって遊具は学びのひとつである。そこで建築と遊具を切り離すのではなく、遊具のような形態、空間を設計に
落とし込むことで建築全体で新たな学びを与える。

19. 感覚の共有

普段ひとがそれぞれに感じとっているものは様々である。違った感覚ごとに共有するだけでく共有するものを見つけ出
すことで、人同士のコミュニケーションのきっかけを作り出す。

20. 空間を仕切る境界の曖昧化

境界ごとにはっきり空間を仕切るのではなく、境界を曖昧にすることで空間同士のつなぎを曖昧にする。こうしてつな
げた空間たちは人に感じとらせる差異を繊細なものにしてくれる。

既存の敷地地形に合わせてゆるやかに傾斜していく、ランドスケープのような一室空間。人々は森の中を歩くようにいろ
いろな場を巡り、各所に配された家具でくつろぎながら、作品と対話したり、豊かな自然を感じたりする。公園でもあり、
同時にプライベートなリビングでもあるような、開かれた空間となった。

0.1 千住博美術館　西沢立衛
強烈なオレンジの派手さに加えて、大小の円形をモチーフにしたヴォイドが目立つ。建物はシンプルな立方体だが、その
コーナー部に意表をつく巨大なヴォイドにより光や空気を流入させ、さらに景色も取り込んでいる。建物の奥行きいっぱ
いの巨大なアトリウム空間のこのヴォイドはオフィスのバルコニー群に囲まれ、社員はこの大空間に来て、リラックスで
きる。

0.2 オレンジ・キューブ　Jakob+Macfarlane
1,300 個の穴に埋め尽くされた、厚さ 40cmの外骨格で覆われた超高層ビル。ファサードと窓の間に設けられた１メートル
の隙間を通じて熱い空気を上昇させ、下から冷気を入り込ませることができる。室内と外壁との間のヴォイドと外壁自体
のヴォイドの組み合わせにより、カーテンウォールの建物とは異なった奥行きを感じられる。

0.3 O-14 Base　
イスラムの伝統的なアラベスク模様を、大胆にアレンジしてファサードに表現。壁面から屋根部分へと一体に繋がってい
る。屋根は美しい模様の影を落としながら、約 24ｍのキャンチレバーで跳ね出している。エントランスホールには、屋根
を貫通する球体状のヴォイドがあり、自然光がやさしく降り注ぐ。

0.4 マラケシュ・メラナ空港　E2A

階段状の書架は球体に沿って輪郭が広がり、ファサードの周りを一周して、自然の地形のような室内の光景を作り出して
いる。本棚は上昇するにつれて迫り出し、ルーバーのようになりながら、天井中心部にあるトップライトに向けて収束し
ていく。書架のある洞窟のような空間は、パブリックスペースとなっており、都市文化のオブジェとしての価値も高い。

0.2 天津浜海図書館　MVRDV
幾何学的な外壁に対して、内部空間には曲線が多用されている。内部には、曲線に囲まれたヴォイド空間があり、上部に
はトップライトが設けられている。そのため、建物内部にも光が届くようになっている。ヴォイドの周囲には階段が不規
則に配置されており、一つの建築空間で何通りもの楽しみ方を作り出している。

0.3 カルガリー中央図書館　スノヘッタ
外観は、コンクリートやガラスを使い、直線で構成されたデザインは清潔感に溢れている。内観は、白を基調に各階が吹
き抜けで一望することできる。また、吹き抜けは、上に行くほど広くなっている。階段で連結された通路を人々が通行す
る様子を吹き抜け上部から眺めているだけでも楽しめる建築構造となっている。

0.4 シュトゥットガルト図書館　Yi ARCHITECTS　
緩やかに変化する天井は、シェル構造となっており、その天井には、椀を逆さまにしたような形状のグローブが並び、そ
こから漏れる光がやわらかな印象を作り出している。図書館内には計 11 個のグローブが吊られており、緩やかに変化す
る天井がグローブを繋げ、やわらかいグローブが世代や本のジャンル、読み方に合わせて空間をゆるやかに分ける。

0.1 みんなの森 ぎふメディアコスモス　伊東豊雄

水平面が少なく波のように流れる建物。うずくまりたくなる緩やかな丘や上り下りしたくなる蛇行した階段など沢山の表
情を見せる。所々に孔が設けられており、建築内部に光を取り込めるようになっている。波打つ建築ヴォリュームの下に
できた空間では、自然にできた洞窟や岩陰のようで安心感が感じられる。斜めになっているスラブが斜面のまま建築になっ
ており、うねりが空間に様々な表情の陰影を映しだすことで、決して同じ空間に見えない。

0.1 ロレックス・ラーニング・センター　SANAA
大地が隆起したかのようなダイナミックさをもった外観。「らせん状のうねり」で表現されており、一つの曲面が２回ね
じれることにより、３つの空間を作り出している。柔らかな曲面で包まれた空間は、まるで洞窟の中のようで、移動する
につれて徐々に変化し、丘の上の開かれた空間へと移行していく。

0.2 グリングリン　伊東豊雄
幼稚園全体を楕円形にすることで、一つの村になるように想定されている。内部には、間仕切りを設けることなく家具で
仕切ることで、緩やかに繋がる一体的な空間を作り出している。また、家具になるような箱を積んで緩やかに区切るので、
イベント時などには、広いスペースをつくったり、家具を積み重ねてステージをつくったりと可変的な空間となっている。
楕円形の内部には、三本のケヤキが貫いており、室内に自然を取り込んでいる。

0.3 ふじ幼稚園　手塚建築研究所
外観は、一つ一つ形状の異なるアーチが特徴的である。内部には、ハイヒールのような細く絞り込まれた柱脚と連続する
三次曲線アーチ、またそのアーチと同面の曲面ガラスによる特徴ある空間になっている。一階は敷地の傾斜をそのまま利
用しており、建築と敷地環境の環境を近づけている。

0.4 多摩美術大学附属図書館　伊東豊雄

「森の中の美術館」をコンセプトに設計された建物の南側は、波のようにうねるガラスカーテンウォールが美しい曲線を
描き、円錐形の正面入口とともに個性的な外観を創り出している。吹き抜けの 1階ロビーからは、このガラス越しに、青
山公園など地域の緑にとけこむように植栽された草木の四季折々の眺めを楽しむことができる。

0.1 新国立美術館　黒川紀章
ボーダーレス、コミュニケーション、セレンディピティをコンセプトとして設計された。ランダムに配置された細い柱や
流動的な屋根と土間、湾曲するガラス、食い違う屋根とガラスによって、室内と周りの芝生や木々、遠くに見える山々な
どの自然が入り混じり、透明感の高い森が作り出されている。

0.2 J Terrace cafe　SANAA
約 16,000 枚の六角形のモザイクタイルで構成された外観。日の光に照らされたモザイクタイルがオーロラのような輝き
と色彩を放つ。独特なカタチで作られた外観に合わせ、内部も不定形な空間が独特な世界観を引き立てる。どこにも角が
ない空間は、さらに未来的な雰囲気を放つ。動線は螺旋形の傾斜路に沿って創り出され、階段やスロープで各階のワンルー
ムの展示室が存在し、曲面の壁が緩やかにその空間を繋げている。

0.3 ソウマヤ美術館　フェルナンド・ロメロ
複雑な曲線づかいが生み出す造形美。眺める角度や距離によって様々な表情を見せてくれ、海岸に押し寄せる波になった
り、宇宙船になったり、白浜の上の魚や貝殻になったり、風になびく絨毯のようになったりする。内観も外観と同様に曲
線美際立つ。湾曲した壁と水平なスラブによって、常に変化し続ける複雑な空間が作り出される。

0.4 ヘイダル・アリエフ・センター　ザハ・ハディド

04 .Case  s tudy  o f  techn iques  to  per fo rm 事例研究
Fluid architecture　流動的な建築

Architecture with voids　ボイドのある建築

Interior space　やわらかい内部空間

Architectural that is soft in terms of drawings　図面表現がやわらかい建築

05 .Consept  d iagram コンセプトダイアグラム

人のもつ感覚
Human senses

人は生きているうえで常にいろんなものを感じとってい
る。それらは五感によって受信した感覚の複合から成り
立っている。そういった感覚を利用して空間は作られるこ
とが多い。

そこで人が感じとっているものの種類・カテゴリーをしぼ
ることでより明確にその感覚を感じ取ってもらう。そうす
ることで人が意識していなかった部分にまで影響を与える
ことができ、豊かな空間になるのではないだろうか。

言語化された 1つの共通感覚から空間要素を創造する
Creating spatial elements from one verbalized common sense

特定の共通的な感覚（やわらかい）の細分化
Subdivision of certain common sensations

人がもつ 1つの共通感覚を空間を構成するための要素にそれぞれ細分化する。細分化した空間要素は複合していくことで
建築全体を設計していく。複合された空間要素は人それぞれが違った差異を感じ取ることで新たな感覚を生み出す装置と
なる。そこへ訪れる人は日常と建築を比較することでそこからまた新たな感覚を生み出す。

共通の感覚は人が生きるうえで日常的に感じ取っているものだがこの建築に訪れることで今まで感じていたものからも差
異を感じ取ることでまた新たな発見を生むだろう。長期的に見たときにこの建築で過ごした感覚は無意識の中で残り続け
る貴重な体験になる。

感覚のなかでも人々が持つ共通の感覚が存在しその中から特定のひとつを抽出し、それをさらに細分化していく。こ
うして細分化し分析することで人が感じとるであろう差異を見つけ出していく。

数ある様々な感覚の中から抽出した「やわらかい」をさら
にひとつずつ細分化していく。細分化したものそれぞれを
自らがもつイメージをもとに抽象化し、言語化していく。

人が日常で感じ取っている様々な感覚をそれぞれどのよう
にして感じとっているのか、ここでは五感に絞って分析し
ていく。そうした分析の中から特定の感覚のみを抽出し、
さらにそれらを各建築要素に細分化していく。

特定の感覚の中での拡大
Expansion of sensation

人がもつ言語化されている様々な感覚の中から特定の一つ
を抽出して空間を構成する。こうして抽出した特定の感覚
を自己解釈し細分化していくことで建築全体を構成してい
く。

普段大雑把に感じ取っていた特定の感覚の中に人それぞれ
が感じる差異が生まれる。こうした感覚の差異が空間の魅
力、豊かさになっていく。

01. 日常的に感じるもの
人は五感をもちいて日々様々な刺激を受けている。そうした刺激はその人
にとっての価値観・センス・感覚に影響する

02. 感じとったものの複合
人が感じとったものはそれぞれ独立的に感じるものもあるがそれらが複
合・組み合わさることでまた別のものとして感じとっているものもある。

03. 多様な感覚から特定のものをしぼる
多様な感覚の中から「やわらかい」という感覚にしぼることで今まで大雑
把に感じ取ていた「やわらかい」という感覚の中からより詳細に感じ取る
ことができる。

01. 感覚の空間化
感覚といっても多種多様で無限ともいえるほどさまざまなものがあるもの
を空間化するために、特定の感覚に着目することで空間化していく。

01.1 つの共通感覚を細分化
人が共通してもつ感覚の中から特定の感覚のみを抽出する。こうして抽出
した感覚をひとつずつ空間にを落とし込んでいく。

02. 細分化した感覚を空間要素へ落とし込む
空間を構成する各要素をもとに特定の感覚を細分化し、それぞれに落とし
込んでいく。

03. それぞれの空間要素を複合
細分化した感覚要素を落とし込んだ空間要素をいくつも組み合わせ、複合
して空間を設計していく。

04. 複合した空間同士の連続
複合された空間は連続してつなげるように空間の境界を曖昧にすることで
感じとる差異を連続させることができる。

01. 床
床は建築にとって領域的な面でとても重要な役割を持っている。そこで床の要素に様々な「やわらかい」を落とし込み
変化を持たせることで建築内での各領域の感覚を明確にしていく。そうすることで今まで一つとしか感じていなかった
「やわらかい」という感覚に差異が生まれる。

03. 開口部
外部と建築を繋ぐ役割をもつものである。外部の要素である光、風、景観、音といった様々なものを取り込む部分である。
そこでただ外部の要素を取り込むのではなく、その取り込み具合を建築で開口部で操作してやることで外部の要素を「や
わらかい」ものへと変換させる。建築だけでなくほかの要素からも「やわらかい」の差異を感じ取らせる。

04. 壁
壁は領域や関係性を構成する上で境界の役割を持っている。そこで壁の要素に感覚を落とし込むことで領域の切替部分
でもそのまま「やあわらかい」を残すことができる。また感覚で境界をつくることは境界自体を曖昧にするだろう。こ
の曖昧化が建築を全体を通して差異を感じとるための装置に変えてくれる。

02. 屋根・天井
屋根・天井はその空間における印象を作り出す要素だと考える。そこで空間ごとにそれぞれ差異を持った「やわらかい」
を含んだ屋根・天井にしていくことで、各空間にちりばめられた感覚の差異を感じ取ることができる。そうして感じとっ
た差異が建築自体の印象・イメージにつながっていく。

05. 短期的時間軸において感じとる差異
この建築に訪れる人たちが体験する事象はその場であり、その瞬間瞬間で
ある。その中で感じ取った差異を積み重ねていくことが経験になっていく。

06. 長期的時間軸において感じとる差異
子供たちにとって身体の成長と共に思考の深さ、種類も広がっていく。こ
ういった長期的な時間のなかでは瞬間に感じとった差異との比較、共有が
生まれそれが新たな感覚になる。

02. 感覚の拡大化
空間化していくために空間を構成する要素を細分化しそれらを複合する。
そうして複合した各要素が 1つだった感覚の中に様々な差異を生み出して
いく。

03. 感覚の具体化
拡大された特定の感覚を落とし込んだ空間で全体を構成していく。そうす
ることで建築全体で感覚の差異を生み出す。訪れる人それぞれがその差異
を感じ取り、共有する。

温かい
落ちついた

騒がしい
あつい
さむい
すずしい

触覚

光

やわらかい光

やわらかい風

やわらかい関係

建築的要素1. 人の感覚の抽出 2. 抽出した感覚の抽象化
抽象化して細分化した感覚ごとに建築を構成する各要素ごとに落とし込む。こうして落とし込んでいった各要素で建築
を設計していく。そうすることで建築全体を通して抽出した特定の感覚の差異を感じ取れるようになる。

3. 抽象化したものを建築へ落とし込む

温度

やわらか温度

やわらか色+やわらかい音+やわらかいにおい+やわらかい肌ざわり

やわらか光+やわらかい温度+やわらかい風+やわらかい音+やわらかい雰囲気

やわらか色+やわらかい関係+やわらかいにおい+やわらかい雰囲気
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湿度
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かたい

やわらかい

うまい

すっぱい

からい

あまい
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きれい
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きもちいい
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ぬるい
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数少ない五感すべ
てでかんじること
ができるもの

やわらかい音

やわらかいにおい

やわらかい肌ざわり

やわらかいに雰囲気

やわらかい

午前

午後

0~2 歳

3~5 歳

06 .Form s tudy  形態スタディ07.Aper ture  s tudy  開口スタディ
建築と外部の要因を結ぶ役割をもつ開口のスタディ。こうして分析した開口を用いて外部からも「やわらかい」感覚を建築に取り入れる。

1.1 開口の大きさ
開口部の大きさの変化のスタディ。大きくあればなるほど外部から取り入れる感覚情報が多い。また、小さくなればなるほど感覚情報が少ないので人が感じとる差
異も小さくなっていく。よってより人が感覚の差異を感じ取れるように大きくするべきと考えた。

単調モデルによる開口 -開口を用いるモデルを単調にすることで直接的に外部の要素を取り入れることができる。

多様モデルによる開口 -開口を用いるモデルを多様にすることで間接的に外部の要素を取り入れることができる。

1.2 開口の数
一定範囲内の開口の数を増やすスタディ。一定範囲において開口の数を増やすことで一つの開口で取り入れる感覚の差異が多い。開口の数が少ないと開口ごとに取
り入れる差異が少ないため人が意識しづらい。よって一定範囲では開口の数を増やして取り入れる差異が多い方が建築全体で感じとる差異の数が増える。

1.3 開口部の角度
開口部を開ける部分に角度をつけていくスタディ。角度をつけることで明確に外部から取り入れる感覚の種類が変化する。建築な各部分において適切な開口角度を
用いるころが様々な感覚を取り入れるための手法の一つとなる。こうした手法で全体で様々な感覚を感じ取れる。

1.4 開口のかたち
開口部自体のかたちを変化させたスタディ。開口自体のかたちが「やわらかい」になることは外部から取り入れる感覚の情報自体に一度「やわらかい」感覚が作用
する。よって開口ごとに形をやわらかい物にすることで外部から取り入れる情報へ「やわらかい」感覚が落とし込まれ差異が生み出される。

1.5 開口内におけるフィルターの種類
開口部を開けたうえでそこに様々な種類のフィルター的要素を挟み込むスタディ。ルーバーといった複雑なフィルターをはさむと、外部から取り入れる感覚情報に
規制がかかってしまう。本提案ではできるだけ様々な感覚やその差異を感じてもらうためフィルターをシンプルにすることで取り入れるものの種類の幅を広げたい。

1.6 開口部の厚さ
開口部自体の厚さを変化させるスタディ。開口の厚さは取り込んだ外部の情報が空間に与える大きな一つである。よってここでは空間ごとに感覚の差異を生み出す
ために、厚みに変化を持たせて適切な部分ごとに使い分ける。

2.1 開口の大きさ
開口部の大きさの変化のスタディ。単純化したモデルと比較して間接的に外部の情報を人が感じとるのでより個人個人が違った差異を感じ取る。開口を大きくする
ことで外部の情報が増えるため、よりいろんな人にとって感じ取られる差異が大きくなる。

2.2 開口の数
一定範囲内の開口の数を増やすスタディ。複雑化したモデル内では一定範囲における開口の数によらず外部の情報が得られる。よって本提案では開口の数は一定に
保つ。そうすることで人が自ら感じ取る際に貴重性が生まれ独自の感覚になる。

2.3 開口部の角度
開口部を開ける部分に角度をつけていくスタディ。複雑化したモデルにおいて開口の角度は建築内部において大きすぎる変化を生み出す。これでは人が感じとる差
異が気づきにくくなってしまうため、全体ではなく、部分的に角度を用いる。

2.4 開口のかたち
開口部自体のかたちを変化させたスタディ。単純なモデルと同じように開口自体のかたちが「やわらかい」になることで外部から取り入れる感覚情報に一度「「や
わらかい」感覚が作用する。よって多様なモデルでも開口部のかたちもやわらかいものとする。

2.5 開口内におけるフィルターの種類
開口部を開けたうえでそこに様々な種類のフィルター的要素を挟み込むスタディ。単純モデルと同じようにフィルターが複雑化してしまうと感じ取る感覚も複雑に
なってしまう。よって開口に用いるフィルターはシンプルなものとする。

2.6 開口部の厚さ
開口部自体の厚さを変化させるスタディ。単純なモデルとは違って、厚みによる空間への影響はそれほど大きくないため多様なモデルでは厚みは一定に保つことと
する。そうすることで人が感じとるものが一定になり細に気付きやすくなる。

10 .Des ign  method  設計手法
1.素材のスタディによる抽出 2. 形態のスタディによる抽出 3. 開口のスタディによる抽出

2+3. 形態に開口を開ける1+2. 素材を形態に落とし込む 3+4. 開口による関係性をつくる

(2+3)+(3+4). 開口を開けた形態を介して関係性をつくる(1+2)+(2+3). 素材を落とし込んだ形態に開口を開ける 最終提案

4. 関係性のスタディによる抽出

様々な素材の中から「やわらかい素材」を見つけ出していくうえで着目したのは「柔軟性」と「可
変性の度合い」である。特に保育園において子供は大人が想像もつかないような思考や行動が多い。
そういった中で子供に対して様々な感覚を生み出す素材が適している。

人がもつ五感の中でも影響力が大きい視覚、触覚に大きく作用するものが形態である。また、空間
を構成する上で根本とも言える部分でもある。ここでは導線、空間、開口のかたち、境界といった
風に部分ごとに形態を抽出していく。

開口部は建築内部では間接的に空間の分節を担うものである。また本提案である建築の外部から新
たな感覚を取り入れるための窓口にもなる。よってここでは直接外部を取り込むといううよりも曖
昧に取り入れるようなものを中心として抽出していく。

敷地と本計画を「やわらかく」つなげるような関係性を築き上げることがここでは大きな役割を担っ
ている。そこで、関係性を作るためのスタディとしてボリューム単位でのスタディを行った。その
中ではっきりとつながるようなものではなく、緩やかにつながるようなに物に着目した。

開口によって感覚が取り入れられということは外部の住民や地域性などその土地ならではの感覚を取り入れるということでもある。
こうした感覚をきっかけに敷地とのつながりが少しずつ生まれていく。そうして建築と周囲の関係性にがすこしずつ表れていく。

形態スタディから導き出した「やわらかい」空間構成によって建築内はやわらかい感覚がちりばめられたため、そこに開口を開ける
ことで外部から「やわらかい」感覚を取り入れていく。そうすることで、この保育園で学ぶ子供たちだけでなく地域の住民など幅広
い人にとってやわらかい感覚を感じ取るための場となる。

形態自体に様々な特性が現れるがそこに新たな要素として素材がもつ特性を形態に加えることで形態のみでは表せなかったような感
覚の差異を生み出すことができる。そうして表現された各空間はそれぞれに「やわらかい」要素を持ったものができる。

本設計では建築内・外で様々な差異を持った「やわらかい」という感覚を生み出していく。日常ではあまり考えないような些細な感覚・
曖昧な感覚を人々に気づかせてくれるものになる。またこの建築が「やわらかい」だけではなくほかの感覚を気に掛けるようなきっ
かけとなるようなものとした。

「やわらかい」形態に落とし込んだ「やわらかい」開口は既存の建築に落とし込むものと比べて取り入れる感覚に幅ができる。この幅
があることで、外との関係性にも幅が生まれる。こういった関係性は建築が人に与える影響も大きくなる。

素材を落とし込んだ形態に外部からの感覚が取り入れられることでやわらかい感覚同士が掛け合わさり、また別の感覚へと変化する。
こうした感覚は建築内だけの感覚との差異になり、ここで感じ取る人にとって新たな刺激になる。こうした刺激はこの建築ならでは
の特性となり、必要不可欠なものとなる。

シリコン

ゴム

ロックウール

グラスウール コルク

スポンジ

人それぞれが持つ感覚が出来上がっている。

子供たちが個人だけでなく他社からも感じ
とる。

子供と大人を繋ぐ緩衝材のような感覚を
生み出してくれる。

素材 形態



野村　陸

廃ガラスが作る未来 

Riku　Nomura
建築意匠研究室
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自然と人間の新たな関係性

ガラスによる自然とのシームレスな関係。ガラスは光を透過す
るため、シームレスに外部とつながることができる。本提案で
は建築の中へ水を浸透させることで土壌お役割を果たす。
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Architectural Design Practice　設計演習 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ　　　

　2nd Design　2年 後期建築設計演習 Ⅰ

　3rd Design　3年 後期建築設計演習 Ⅱ

　3rd Design　3年 後期建築設計演習 Ⅲ

01　将来の自邸
02　コミュニティセンター

01　現代美術のための美術館
02　集合住宅

01　小学校
02　メディアセンター
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北村　太一

将来の自邸
 

Taichi　Kitamura

54



長野　耀

コミュニティセンター
 

You　Nagano
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白川　英康

現代美術のための美術館 

Hideyasu　Shirakawa
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白川　英康

集合住宅
 

Hideyasu　Shirakawa
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特別講師　建築家　玉置　順　　　



藤本　泰弥

特別講師　建築家　遠藤吉生先生
　　　　　　　　　宮森洋一郎先生

小学校
 

Daiya　Fujimoto
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石原　寧渚

メディアセンター
 

Neina　Ishihara
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特別講師　建築家　池田昌弘先生
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三谷　啓人           岩間　創吉

折り重なる内外空間 

Hiroto Mitani　　Sokichi Iwama
建築意匠研究室

第8回POULS学生デザインコンペ　5選入賞
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住宅と絡む公共空間

誰にも邪魔されない一人空間

　森においては動物たちは巣と水飲み場、エサ場を行
き来しながら生活している。

　人間においても、普段自宅から職場まで何気ない暮
らしが都市の中で行われ、住宅に不足している「人と
関わる」空間を都市が補うことで住宅と都市の関係が
あり、森における巣と森の関係に類似している。しかし、
リモート化によって人間の世界では、巣と森との関係
が切れてしまい人間との関わりを持てる機会を失った。

　暮らし方も変わり、自宅にいる時間がますます増え
る暮らしで、人間の「巣」に、切り離された「森」を
創ることで、住空間の中で再び巣と森の関係を構築す
る。

　動物たちがお互いに感じ、上手に距離をとりながら
生活しているように私たち人間も隣人との距離感を適
切に取りながら暮らすことで思い思いに人と接し、離
れていてもお互いに感じることができる住空間を提案
する。

個人空間

生活空間

半公共空間

動線が交差する場所へ交流を求め、一人で居たいときは私空間に置き換わった共空間に、そこには他人の暮らしから漏れる光に包まれ、どこか安心感がある。

街に開く大階段

暖かい光が差す中庭 屋根裏の一人空間 集うむくり床

私空間と共空間の織り合い

ⅰ）複層的に重なる暮らしの小景

ⅱ）共空間で生まれる対話と漏れる生活の風景

世帯 A

世帯 B共用部　（ⅰ）

GL レベルでのフットポイントを減らし、大小の孔を創る。
周囲に開いた大屋根、大階段と孔が相まって地域の人が引きこまれる広
場となる居場所になる。

田んぼに伸びる軸線が風
景とつながりを生む

敷地がの内外をつなぐ段差

穏やかなくぼみに子供たち
が集まる

世帯 A

人間の森を創る

かつての日本の住宅には人を
招きいれる空間あった

人と過ごす機能が外へ出ることで
都市になる

社会の複雑化によって効率化が求められるよう変化し、住宅からその機能が都
市に出て行き住宅は機能的で閉鎖的なものとなった。そこで、既存の住宅構成
要素を拡大して新たな人の関わる空間を作り出す。

新型感染症の蔓延により都市
に出ることができなくなり住
宅に閉じ込められた

古民家とも都市とも違う新しい
人と過ごす機能を集合住宅に作
りだす

- 新型感染症によって露呈した現代都市の弱点 -

同家族に囲まらえた
私有空間は、共有空
間、占有部に置き変
わる。

潜在的動線
室の所有が移ることで私空間と共空間
の関係によって動線が変化する

公共のスケール
都市の中にある広場は人を引き寄せ、
アクティビティを生み出す。
今計画において、そのアクティビティ
が隣人間の関わりをより深めるものに
なるのではないだろうか。

動線
室に共有空間となる動線を絡ませ、数
珠つなぎに配置し、暮らしの動線上に
私空間、共空間、広場が連続する。

暮らしの動線が交差し、
核家族の生活が垣間見え
る

世帯 B

室同士の間にある共空間を複住戸の「暮らしの動線」が交差する。
洗濯物を干しに行く人、帰りの人、散歩する人、隣り合う私空間と共空間
がこれまで以上に隣人同士の認識を深め、そこから生じるコミュニケーショ
ンが相互補助の関係に昇華する。かつ、私空間に纏った共間が多様な動線
を生み出し、個人によって隣人との距離をグラデーショナルに選択する。

形態操作

1. 垂直方向に動線　を
立ち上げる

2. 横方向に動線、室をまと
わりつかせるように配置す
る。

3. からませるように敷地
全体に広げてゆく。

　暮らし方も変わり、自宅にいる時間がますます増える暮らし
で、人間の「巣」に、切り離された「森」を創ることで、住空
間の中で再び巣と森の関係を構築する。
　動物たちがお互いに感じ、上手に距離をとりながら生活して
いるように私たち人間も隣人との距離感を適切に取りながら暮
らすことで思い思いに人と接し、離れていてもお互いに感じる
ことができる住空間を提案する。



川﨑　俊也

Roll Desk 

Toshiya　Kawasaki
建築意匠研究室

UKIHAデザインコンペ第2回　入選(家具部門)
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枠と脚の接合部

組み立て方
天板を広げる

枠を組む

枠に脚を挿す

20

1

19

12 6 12
30

天板の寸法

3
1

3

13

緑色の部材を増やすことでテーブルを長く
することができる。
1ミリのスリットの間に幅の広い紐を通す
ことで巻くことができる天板にする。

枠・脚 　 26 ミリ角

長梁
長さ 762mm

短梁
長さ 540mm

脚
長さ 392mm

[mm]

13
13

26
7

7 7
71212
26

7

7
7

7
12

1226

26 26

折り畳み・持ち運びの状態

Roll Desk

各長さ 600mm

天板のサイズや高さ変更
天板の本数ー長梁
天板の長さー短梁
高さー脚の長さ

それぞれの関係がある。

長梁は天板の端から 30 ㎜セットバック

大きいテーブルがあれば何かと作業はしやすいが、持ち運びは困難。
大きくて持ち運びしやすい大きなテーブルはないのか。
これは枠と脚はそれぞれを組むだけなので工具は不要。
天板のサイズや足の長さを変えるだけで様々なサイズのテーブルを展
開できる。
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「迷惑が享受される場」を提案する。個人の問題は当人の責任と見なされ、他人に迷惑をか
ける
ことに躊躇する現状に対し、この住宅郡では、老人と学生が寄生し合いながら互いの暮らし
を扶助する。
今まで頼れる相手のいなかった単身の高齢者は、生活の中に互いに干渉する場を適度に設
けること
により学生との関わりの中で生活にゆとりが生まれる。建物の寄生によって表れる
余剰空間を介してまちと人が繋がり、個人の生活がこのまちで行われる暮らし
を再構築していく。

瀧下　裕治

孤独を紡ぐ相互寄生
-老人と学生による新たな共助の住まいかた- 

Yuji　Takishita
岩間　創吉
Sokichi　Iwama

三谷　啓人
Hiroto　Mitani

建築意匠研究室

2021年度支部共通事業 日本建築学会設計競技　中国支部入選



木からのびてきたツタのように、広場の遊びの延長線上にこのトイレ
は、存在する。緩やかな曲線の一枚の屋根は、人を迎え入れ、複数の
動線は遊びを絶やさず、蛇篭で構成された曲線の壁は、空間を柔ら
かく包み込む。
人が通るみち、風が抜けるみち、光が抜けるみち、花の香りがするみち
あらゆる道が、お互いに触れ合い、交錯する。

藤本　泰弥

あそびみち
-自然の壁がつくる、たくさんのみち-
  
Fujimoto Daiya
建築意匠研究室

ひろしま建築学生チャレンジコンペ2021 ３０選
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赤色の線は消してね

0032 007
0003
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髙橋　昂大 / 松葉　大吾 / 増田　耕平

飾る卓  追想するおもてなしの坂 

Akihiro　Takahashi / Daigo　Matsuba / Kohei　Masuda
建築意匠研究室
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かつて尾道の坂の上では、客人を招き入れ茶や酒、詩歌や文芸に
興じ、風雅な時を過ごしていた。しかし、時の流れに洗われて、その
風景を失いつつある。卓という機能の中にこのような文化を感じら
れないだろうか。
卓は、坂道や空き家、店を通り、文化や歴史をなぞらえるように
2000mの輪となる。2000mの卓上で人々は尾道の原風景を現代に
映し出す。

2000m の卓が紡ぐ風景

N

1000 200 300 400 500 m

06

坂の街と学校をつなぐ。街の宝物の子供たちとの生活がにじみあう０1.「僕にもこんな時があったんだなぁ」　『ワン　ワン』

街に溶け込み広がる机。子供たちの通学路となる15. 』間空いし楽『」だんる通をここもついは道り帰「

街と街をつなぐ踏み切りと机。ゲリラ的に出現するレアな空間16. 」！！いーーーーお「)ントゴ　ンタガ　ントゴ　ンタガ(

雨を凌ぐ街の駐輪場。机下の共有スペースは人とのつながりを生み出す０2. 』ねいたい通に緒一く早『」ぁか生学小も子のあは年来「

子供も彩る街の机。子供たちとの触れ合いが生まれる０7. 』！！うとがりあ、いーーーわ『」ねるてけかに手上なんみ「

繋がる風景に誘われ、今もどこか懐かしい空間０8.「どこかなつかしぃな」
坂が生み出す景色。街を知るきっかけとなる０9.「尾道水道ってこんなに広いんだ」

街のフリースペース。趣味や仕事の共有は人々に新しい発見を生み出す06. 』よすでんなり作手の私部全『」！ねすまてっ揃がノモいい「

お寺にも机は紛れ込む。お寺と人の新しい付き合い13. ）ーゃに（」なたれ疲り周寺お「
街のアビリティは外へと発信される14. 』ねいたべ食部全『」うそし味美ーわ「

子供たちを迎える机。街の学校となる０4. 』すまいざごうよはお、生先『」うよはおなんみ「
道に沿って繋がる机。新しい景色への動線誘導０3. 』ようこ行に見く早『」よだ麗綺が色景の先のこ「

生活がにじみでる机。街の風景として溶け込む０5. 』てげあてっ伝手をんゃち兄お『」？かうよし何らたっわ終みたた物濯洗、んさ母お「

自由な机に人はくつろぐ。街の娯楽スペースとして生活を彩る10. 』よべ食に緒一『」ねすでうそし味美「
坂の街と空き家をつなぐ。広がる風景は街の思い出となる11. 』！！麗綺！ぁわ『」よるえ見が火花でちっこ！てみてみ「

空き地とつながる。街の野菜は坂の街の食を支える12.「今日もいっぱい取れたわね！」

０1.

０2.

０3.

０4.

０5.

06.

０7.

08.

０9.

10.

11.

15.
16.

13.

14.

12

地域住人 観光客

c.4 つのエレメント
04 歴史とは　　　　　　　　　　である。 07 提案内容今と比べる見本

a. ひとつなぎの机

一年を通して多くの観光客が訪れる坂の街は休日の日はその賑わいが溢れかえっている。その一方、平
日は静かで住民の生活が見えてくる。ひとつなぎの机はときに応じて使い方が変わっていく。

b. 平日と休日の変化

小さな介入の提案

様々な条件がある敷地で　ひとつの輪　はそれぞれの条件を解決すると考える。

敷地の状況に応じて机の形態が変化することで多くのシーンが生まれ、
机によってシーン同士につながりが生まれるのではないだろうか。

pr
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小さな介入で坂の街本来の
風景を守ります

水平垂直の補強で斜面を
強化し街を守ります

小さな資材で作ることができ
細い道でも簡単に作れます

机 開閉部

屋根 スラブ

作業台

× 生活

手摺

× 斜面

食卓

×食事

物置

×ふるま
い

塀

× 家

門

× 学校

踏み切り

× 電車

街頭

×ライト

駐輪場

× 自転車

雨宿り

×雨

舞台

× 広さ

ベンチ

× 生活

ベランダ

× 空中

腰の高さほどの高さ 開閉式にすることで動線を妨げない

足元ほどの高さ頭上にある高さ

 平日　weekdays  休日　holidays

05 別荘建築としての茶園文化

尾道での「茶園文化」とは茶畑ではなく別荘・庭園のことを指す。
茶園では茶の湯の嗜みが現れ商人たちが客人を招き入れて茶の
湯や酒で和んだり、詩歌や文芸を興じる風雅な雰囲気が現れて
いた。文化人も暖かく迎え入れて創作活動の支援も行い尾道文
化の発展へと繋がった。現在、茶園の文化は別荘から本宅へと
利用されたり、みはらし亭などのホテルやゲストハウス、カフェ
などの施設などにも利用させることが増えてきている。

昔 , 豪商によって海側に商店を置き坂の街に別荘が建
てられたり、寺院が立ち並んでいた。

現代では、住みにくさなどの理由から空き家が増え
ホテルやカフェなどの施設が入り込むことが増えた。

03 車の無いまちづくり

02 敷地状況

01 敷地説明 広島県尾道市

西土堂町と東土堂町は尾道市指定の景観区域ないであり、崖崩れ危険区域も多数存在する。車の侵入もで
きない道が多く、家をひとつ建てることも一苦労する敷地である。

細い道や長い階段によって車が介入できない街となり人々は自らの足で物流を確保することとなった。生
活の不便さから住民が減り空き家が増え続けている。しかし、歩く道には車の無い分人々のふるまいが色
濃く滲み出ており坂の街全体で魅力的な世界観が作られている。尾道の歴史が生んだ道を建築として可視
化していくことにより、人々を優しく繋ぐまちの核となる可能性を秘めていると考える。

駆け回る階段空間 1 人だけ通れる道

広島県の東に位置する尾道市。海と傾斜の距離が近く坂道に古寺も立ち並ぶ傾斜地である。そのロケーショ
ンの良さから「坂の街」「文学の街」「映画の街」として全国的に有名である。明治期にＪＲが開通したこ
とによって移転を余儀なくされた家々は、それまで寺院に限られていた斜面上に宅地を求め、現在のよう
な坂道の街へと発展した。東土堂町と西土堂町は建築の佇まいから、その尾道の歴史が顕著に現れ、多く
の観光客を呼び込む。
しかしながら、かつての人々の振る舞いは時代の流れとともに薄れつつある。

傾斜地に位置する東土堂町と西土堂町 斜面から一望できる街の風景

計画地の余白

廃校予定である尾道市立土堂小学校

点在する余白空間

この西土堂町と東土堂町は人口減少や傾斜による生活の不便さから空き家や空き地などの余白空間が増え
ているが、敷地内には　” 尾道市立土堂小学校”　” 尾道幼稚園”　などが位置し多くの子供たちが行き交
う場所である。観光地としても有名で年間370万人の人が訪れる。多種多様な人が交じり合うこの空間では、
卓という小さな要素だけで様々な交感のシーンが見られるのではないだろうか。

景観区域 崖崩れ危険区域 車が侵入できない道

植物の屋根
植物に覆われた空き家

段々になってる空き地大きい屋根が見える空き家

ボロボロの空き家

ネコノテパンコウジョウ

看板や縁側など、外部に内部の振る舞いが滲み出
ることで、人々を引き寄せやすくなる。
卓を道に置き、卓に振る舞いが滲み出ることで、
客人を招き入れたり、趣味をするような、かつて
の風景を映し出しながら人々が共感しあうような
空間となる。

□時代とともに造り上げられてきた道をなぞる。
□空き家・カフェ・ホテル・ゲストハウス・公園など、
　公共の施設を結ぶ。
□卓に卓以外の機能を付加する。

かつて客人を招き入れ茶や酒、詩歌や文芸に興じてい
たような、温かい空間をつくりたい。かつてのふるま
いを 1 つの卓によって現代に映し出す。

06 歴史が紡いだマチと人との関わり

茶園文化 × 現代

茶園文化

現代
住む場所 働く場所

住む場所働く場所

Hotel

Food

追想するおもてなしの坂

海側

海側

CafeFarm

Park

House

House

House

別荘建築からリノベーションされた施設

かつて尾道の坂の上では、客人を招き入れ茶や酒、詩歌や文芸に興じ、風雅な時を過ごしていた。
しかし、時の流れに洗われて、その風景を失いつつある。
卓という機能の中にこのような文化を感じられないだろうか。
卓は、坂道や空き家、店を通り、文化や歴史をなぞらえるように 2000ｍの輪となる。
卓上で住人や観光客が茶や酒、詩歌や文芸に興じる。
2000m の卓上で人々は尾道の原風景を現代に映し出す。

飾る卓



夕方、街路樹には鳥が密集する。
鳥は、自由に木の隙間を住処とするのに対し、人は与えられた空間を
住処にし生活する。与えられた空間は窮屈で、個人の趣味や多様性
を尊重できるものではない。
この集合住宅は、あえてつくられたスキマからスミカを見つけ暮らして
いく。その過程を経た先には、スミカには収めることのできない、多様
な生活が訪れる。

藤本　泰弥

Clipping Life
-スキマを切り抜き、スミカがさえずる-
  
Fujimoto Daiya
建築意匠研究室

建築新人戦　2021　100選
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赤色の線は消してね

01. LOCATION

広島県は、「復興を成し遂げた街」、「平和を模索する都市」として国内外から認知されている。
広島市の中心部に位置している基町は、第二次世界大戦後、原爆を経てスラム化 ( 原爆スラム）し、戦後の都市開発により復興を遂げた地区である。
戦後行く当てのない多くの人々が身を寄せ合うようにして暮らしていたこの地区は、都市開発によって保育園、幼稚園、小学校、児童館、県立体育館、図書館な
どをはじめとする多くの公共施設が建設されていた。
西側に太田川が広がるこの場所は眺望にも恵まれ、南北に長く続く河川敷と南側に位置する中央公園によって、都心にありながらも自然と触れ合うことができる
豊かなパブリックスペースに囲まれた住みやすい地区となっている。
中央公園は、緑で溢れ市民の憩いの場となっている。また、季節によってさまざまなイベントが開催され、多くの観光客が訪れる。

敷地｜広島県広島市基町

・保育所不足、待機児童・職住分離 ・孤独死

地域との関係は歳をとるごとに薄れ、
最後は誰にも気づかれず死亡していく
事例が増えている。

日中は都市に働きに出向き、郊外に睡
眠をとりに帰る生き方。近所付き合い
が薄れる。

02. PROBLEM
・引きこもり

日中をほとんど部屋ですごす。
家庭内でも社会的にも担っている役割
がほとんどない。

現在、保育所不足などが原因で保育所
不足に陥っている。保育園を必要とし
ている人々は都市部にも多い。

03. BACK GROUND

 既存の集合住宅はコンパクトなものが多く、住人の生活や人生の多様さ
を受け入れてくれるものではない。与えられた部屋で平凡な暮らしをし
ているだけである。

スキマをあえてつくることで他人との境界を曖昧にし、なわばり争いを
するかのように、趣味が溢れることで生活に多様性をもたらす。領域を
巡らせることで、住人同士が必然と交流する。

05. DIAGRAM

木のスキマは鳥のスミカ 躯体のスキマは人のスミカ人が活動するための躯体へと昇華要素ごとに分解

06. PROCESS

スキマによって生まれた曖昧な空間に家具や植栽を置き、領域を築く。 築かれた領域は、空白だったスキマを機能を持ったスミカへと変化する。

04. SCHEME

親

お年寄り

地域の人

居住者

子供

集会所
スキマ

住戸

図書館

屋上庭園

保育所

児童が屋上庭園で栽培活動をす

ると、お年寄りがそれを手伝う。

子ども同士が繋がる

ことで親同士の繋が

りが自然と生まれる。

地域の人が図書館や保育所

を利用することで、子ども

やお年寄りと顔を合わす機

会が増え、地域全体で彼ら

を見守る。

お年寄りが屋上庭園や図書館を介

して、子どもやその親と繋がる。

居住者が、集会所でイベントを開く

ことで、様々な人と交流が生まれる。

親同士が繋がることで、家族

ぐるみの付き合いが生まれる。

Clipping Life 
夕方、街路樹には鳥が密集する。
鳥は自由に木の隙間を住処としているのに対し、人は与えられた空間を住処にする。
与えられた空間は窮屈で、個人の趣味や多様性を尊重できないのではないか。

この集合住宅はあえてつくられたスキマからスミカをみつける。
人はこのスキマが自分のスミカだと示そうとする。
家具や植栽を置くことで、空白のスキマが機能を持ったスミカへと変化する。
その過程を経た先には、スミカには収めることのできない多様な生活が待っている。

スキマを切り抜き、スミカがさえずる。

幅広い年齢層を結びつける
スキマから生まれた公共空間

Sunlight

View

Eyes

Wind

A

07. PLANNING　Layout , Floor 

HOUSE  PLAN GL+30000 FARM  PLAN GL+50000  PRESCHOOL PLAN  GL+15000 

1.class room(age2-3)
2.class room(age4-5)
3.playground
4.playroom

1.small family
2.single
3.senior
4.large family

1.farm

N

1.vacant
2.parking
3.motomachi apartment 
4.park

1

1

2

2

4

4

4

3

3

1

2

4

3

1

2

1

1

1

elevator

stair

traffic line

09. CONNECTION WITH PARK08. RECOGNIZE PEASE

100 年後
植物が建物を侵食する。街の喧騒から離れるように生物としてのスミカを探す。

50 年後　
育った植物は、領域をより曖昧にし人と自然を共生させる。

10 年後　
生活感が溢れ出た建物は、建物を彩り街を彩る。

11. FUTURE

12. SCENE PERSPECTIVE

1

1

1

B

GL を公園と連続して、解放することで街の余白として機能する。

街の余白となる地上部分

interior space

exterior space connect

GL

interior space

elevator

stair

traffic line

park

春　育てた花は特別な人の手へ贈られる

夏　プールではしゃぐ子どもの声

秋　いらない物から掘り出し物へ

冬　恒例行事で繋がる地域住民

平和を再認識する屋上部分

広島の街を一望する

生産から消費まで

view spot
farm

屋上庭園は街の発展や食を通して、平和の尊さを再認識する。

住人の憩いの場

オリーブの植樹

道路からの視線を遮る樹木、心地の良い風が通り抜けるスキマ、眺望を確保する河川敷に向かって延びたスラブ、全住戸への採光を可能となる高さ、
そして目の前に広がる広島の落ち着いた景色。周囲を圧倒し存在するこの建築はあらゆる自然環境要因を取り込み、建築と自然を共生させる。

建築と自然の共生

10. PLANNING　Environmental system ,  Zoning , Conductor plan , Cross section 

farm

library

preschool

single

small family

senior

large family

meeting place

park

0 10 20 m

プライバシーを確保する動線計画
西側に向け延長された無秩序なスラブに対し、東側にまとまった動線。
その動線は、人が住むスペースと人が移動するスペースを区別し、プライバシーを守る。
動線の他にも、家具や植栽を配置することで、プライバシーを守る役割を担う。
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赤色の線は消してね

透過するアート
作品には必ずメッセージがある。しかし人の手で意思を与えた空間に作品をおくと、そのメッセージは歪曲して人に伝わる。
空間に意思を持たせないことを徹底することで、作品の本質をそのまま空間の本質へと昇華させる。

本計画では作品を見せる美術館ではなく、作品を伝えるための美術館を提案する。

2. 鑑賞者が空間に意思を与える 1. 国際交流が盛んな広島 3. 近代ゴミのガラスで躯体を構築する 4. カタチを組み合わせて表裏を反転する

　空間に意思を持たせないために、美術館内に照明を配置しない。そのため
に自然光を透過するガラスを躯体の素材として用いる。
　近代ゴミのガラスのほとんどはリサイクルされることなくそのまま埋立地
で捨てられる。廃棄されたガラスを集めて躯体を構築することで、空間を開
くために消費されたガラスを空間を閉じるために再利用する。

　多くの美術作品は人の手で意思を与えた空間に配置され、鑑賞されている。
しかし、空間の意思というフィルターを通して鑑賞するアートは、作品のメッ
セージを歪曲して人に伝える。空間に意思を持たせないことを徹底すること
で、作品の本来のメッセージを人に伝える。来場者はアートを介して空間を
見つけ、そこで初めて空間に意思が与えられる。

広島県広島市中区基町
　広島市の中心部に位置している。その周辺には小学校や住宅、商業施設な
どが集まっている。また都市を取巻くように路面電車が通っており利便性が
良い。国際的な平和の場である平和記念公園が近くにあり、海外からの観光
客の利用も期待できる。

　形状に意思を持たないカタチを組み合わせる。
本計画では意思を持たないカタチに対して岩を
参考にした。

　組み合わせたカタチを四面体でトリミングす
る。カタチを組み合わせることで乱れた秩序を
四面体で保つ。

　四面体の表裏を反転させる。面には内部空間
が表出し、作品のメッセージを都市へ開く。

　四面体の表面には内部の空間は表出する。露出した空間は作
品のメッセージを含んで都市へ開く。
　ファサードの全体を見せるために大通りから躯体をセット
バックする。通りから見た躯体は作品や人の気配をぼんやりと
透過し重なり合う。

　覗けそうな場所を見つけて覗く。座れそうな場所を見つけて
座る。上れそうな場所を見つけて上る。
　来場者は空間を見つけて機能を付与する。床や壁、天井の概
念が曖昧になった空間で生まれる用途は、アートに対する新し
い鑑賞の仕方を提案する。

B-B’ 断面図 1/400A-A’ 断面図 1/400

5.1 内部と外部を曖昧にする

6. 水の流れは人の流れになる  7. 人は空間に自分なりの機能を与える 8. 表出した内部空間は都市へ開く 9. アートを介して空間を見つける

5.2 ガラスを介して気配を感じる 5.3 雨によって変化する光の体験 5.4 光のグラデーションは空間の抑揚をつくる 5.5 作品の光は混じり合う

5. ガラスで生まれる空間と体験

モニュメント
/クリスチャン・ポルタンキー
製作　1985 年
h=1440　w=1300
GL +0

ポップショック
/キース・ヘリング
製作　1988 年
h=350　w=305
GL +500

ロボットの家族 -赤ん坊
/ナム・ジュン・パク
製作　1986 年
h=1330　w=970　D=330
GL +4500

日付絵画 /河原　温
製作　1987 年
h=255　w=330　D=8
GL +4500

“Monument “|for V.tatlin
/ ダン・フレヴィン 
製作　1964 年
h=2440　GL +4500

ハシバミの花粉
/ヴォルフガング・ライプ
製作　1986 年

無題 / ドナルド・ジャッド
製作　1968 年
h=155　w=685　D=10
GL +2000

Keep Chaining Conncert
with Everything/ 宮島　達男
製作　1998 年
h=2880　w=3840　D=130
GL +1000

Troqued Ellipse VI
/ リチャード・セラ
製作　1999 年
h=3734　w=9906　D=3734
GL +0

１階平面図 1/500

A A’

B B’

切れ込みのような空間。緩やかな壁を見つけ、もたれ掛かる。薄暗い空間に作品の光がぼんやり広がる。

床に影の濃淡が表れる。季節　天気　時間によって空間の表情が変化する。 光を媒介として空間を共有する。

作品に光が差し込む。外部から内部へと非日常空間が広がる。複数の開口部から風が吹き抜ける。

　ガラスを透過した光は内部と外部の境界を曖昧にして、空間
を都市へ開く。

　ガラスを通して人と作品の気配をゆるく感じる。人と人との
影は躯体を透過して重なり合う。

　雨が降ると水が溜まり、光が水面に入射する。光は屈折や反
射を繰り返しながら空間にやわらかく広がる。

　自然光はガラスの躯体を通して、光のグラデーションをつくる。生まれた光のギャップは空
間の幅を広げる。

　作品の光は空間を超えて混じり合い新しい領域をつくる。複数の作品の光で囲まれた空間で、
人は新しい発見をする。

　意思の持たないカタチを組み合わせて生まれた空間には想定
外の導線が生まれる。それ故にヒューマンスケールでは到底利
用できない導線で構成されることが課題となる。その問題を解
決しつつ本来の空間の本質を保つために、水の侵食で導線を構
築する。水は重力や空間の傾斜に従って導線を創りだす。侵食
によって生まれた水の流れは人の流れに変容する。

白川　英康

透過するアート

Hideyasu　Shirakawa
建築意匠研究室

建築新人戦2021 100選
　作品には必ずメッセージがある。しかし人の手で意思を与えた空
間に作品をおくと、そのメッセージは歪曲して人に伝わる。空間に意
思を持たせないことを徹底することで、作品の本質をそのまま空間の
本質へと昇華させる。

　本計画では作品を見せる美術館ではなく、作品を伝えるための美
術館を提案する。
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路地が紡ぐ居場所
  ～偶然が生み出す日常～

Yuuki　Masamura
建築意匠研究室

建築新人戦2021　100選入選

赤色の線は消してね

路地が紡ぐ居場所

～偶然が生み出す日常～ 

近年の集合住宅は居住空間がパターン化されており、住戸によって人々の
生活が制限されている。また、床、壁、天井による閉鎖的な空間によって
プライバシーを確保している。そのため視線が遮られ、住民同士によるコ
ミュニティの希薄化が見られる。人々のつながりを意識した集合住宅に価
値が問われるなか、個々に見合う住戸を絡み合わせることで、外部からの
プライベート性を持たせたコミュニティ空間を提案する。

■Diagram                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

閉鎖空間によるプライバシーの確保ではなく、アイレベルの差によるプライバシーの確保

05

■Element                                                                                                                                                                                                                                　　　　　               

細かい路地は人々を過密化し、コミュニケーションを生む

知らない人といきなり話すことは難しい。幅の広い通路の真ん中を歩く人はそうい

ないが、幅の狭い路地だと物理的要因によってそこを通る人々の距離を縮め、コミュ

ニティの場を生む。このように生まれたコミュニティが路地の数だけあり、そのコ

ミュニケーションが住戸の中へ届き、聞いた人を外のコミュニティの場へと導く。

80戸すべてのプライバシーはアイレベルの差によってプライバシーを確保している。多くの場合は、床、天井、壁で構成された閉鎖空間によって外部からの視線を遮っている。

壁一面がガラスで構成されていることで私と公の空間が混同することなく、コミュニティが形成される。

段差を利用して植林を行い、生活の中で感受性を育む

この集合住宅の計画地はかつて被爆の被害にあった広島である。「被爆から 75 年は草

木も生えない」といわれた広島にとって命ある草木があることは平和を象徴し、人々

に感受性を育ませる。成長した草木はグリーンカーテンとして視線を遮り、直接的な

隔たりではなく感覚的な壁として空間に仕切りを与える。

躯体を上下に動かすという動作によって生まれた空間が中間領域となる

空間は私的空間と公的空間を明確に分けられる。本来、中間領域というのは私的空間

の内部と外部を繋ぐ空間だが、集合住宅の敷地を私的空間として捉えることで目の前

に広がる空間が全て中間領域となる。

01

いくつかの分かれ道によって日々の生活に「選択」という動作を与える

朝食は米とパンのどっちをたべよう、今日は何を着ていこう。人は小さな「選択」を

積み重ねて生きている。選んだ先の道は選んでみないとわからない。細く広がる路地

はふとした日常に日々を彩る選択肢を与え、個々に違う人生を歩ませる。

02

03 04

■Problem presentation                                                                                                                                                                  

引きこもり　　　　　　　　　　　　    

コンサートやライブを行うことで外界に興味を

持たせ外に出たいという気持ちを誘発させる

感染症のパンデミックやネット依存により引き

こもりが急増している

共有スペースで催し物を開き人が自然と集まる

ことで住民交流の活性化をへとつなげる

地域消滅   　　　　　  　　　　　    
少子化や高齢化、コミュニティの衰退に

より持続可能な自治体の減少が見られる

高齢化社会　　　　　　　　　　　　　
高齢化社会が進み、生きがいを見失う高齢者が

急増している

高齢者に子どもたちに向けて絵本の読み聞かせを

行ってもらうことで生きる意味を持たせる

入り組んだ路地が人々の距離を縮めコミュ

ニティを形成する場となる

コミュニティの希薄化       　　　　
地域での共同意識の低下により住民同士の

コミュニケーションが減少しつつある

■Problem solving                                                                      　　　　　       

高齢化社会

高齢者に子どもに読み聞かせをしてもらうことで生きる価値を与える

引きこもり

共有スペースで演奏している音が気になり、男性が外に出てきた

コミュニティの希薄化

細い路地が通る人々の距離を物理的に縮め、コミュニティを形成する

■Intermeate region　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　                                                                                                                   

二階建て住戸の床下空間で親子が

散歩をしている

二階建て住戸の屋上テラスで夫婦が

休日を過ごしている

屋上テラスで子供たちが遊んでいる

二階建て住戸の床下空間で女性が友人と

待ち合わせをしている

二階建て住戸の屋上テラスで男性が

景色を見渡している

男性が屋上テラスの階段で休憩している

男性が家の中に戻ろうとしている

男性が子どもを指さしている

屋上テラスで男性が待ち合わせをしている 床下の空間でお母さんが子どもをあやしているfloor plan S=1/500

0238

■Dwelling unit plan　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　                                                 

主に４～６人用であり、面積が大きい２階建に、リビング、キッ

チンなどを設置した。また、子供が遊べる屋上テラスや交流を

図る床下空間を設置した。

Large family

主に単身者用であり、ワンフロアにリビング、キッチンなどを

設置した。上下させた空間のうち、上に動かした住戸が対象と

なる。

Single

３つのプランを全体的に分散させ、住民交流の活性化を図る。

躯体の上下によって生まれた空間が床下空間、屋上テラスとな

り、地域住民の交流の場となる。

Master plan

Senior

主に３～４人用であり、面積が大きい 1 階建にリビング、キッ

チンなどを配置した。また、子供が遊べるよう屋上テラスを設

置した。

■Perspective　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　                                                                                                                    　

２階建て住戸の 2 階で女性が椅子に

座ってくつろいでいる

2 階建て住戸の屋上テラスで男性が

電話をしている

仕事帰りの女性が家に帰っている

男性二人がコンビニへ出かけようと

している

床下の空間で女性二人が座って

雑談をしている

２階建て住戸の２階で子どもたちが

遊んでいる

仕事帰りの男性と女性が知り合い

の家に行こうとしている

買い物帰りの女性が自転車を

押して家に帰っている

２階建て住戸の屋上テラスで男性が

周りを見渡している

家の中から屋上テラスへ出てきた男

性が隣の家に行こうとしている

女性が隣の家に行こうと

している

床下の空間を男性が散歩を

しているGL+5200 floor plan S=1/500

下で男性が木を眺めている

子連れの男性が家の中へ戻ろうと

している

地域消滅

住戸の床下空間で行われているイベントに子どもたちが集まっている

敷地を平面的に区切り、住戸となる範囲を決める 区切った敷地平面を三次元に立てることで住戸となる 住戸を上下に動かすことで公共空間が生まれる

■System                                                                                                                                                 　　　　　　　　　　　　　　

床、壁、天井で構成される住宅は外部からの視線を遮り、閉

鎖的空間によって外部との関わりを遮断している。そのため

か、プライベートにこだわるあまりに外部とのコミュニケー

ションが疎遠になっている。

住宅の壁のどこかをとることにより、仕切りがなくとも感覚

的に開放感のあるプライベートな領域が作り出される。仕切

りがないことによる曖昧なプライベート空間で生まれたコ

ミュニティはやがて外部へと領域を拡大していく。

A

B B’

A’

 East Elevation S=1/400 North Elevation S=1/400 A-A’ Cross Section S=1/400 B-B’ Cross Section S=1/400
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髙橋　拓馬

Square83.38

Takuma　Takahashi
建築意匠研究室

建築新人戦2021　100選入選　　
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赤色の線は消してね

人の動線と躯体に空いた穴が作り上げる美術館。タイトルの「83」は
美術館の穴の数を表し，穴と穴が接する所では人の動線としての役
割を持ち，上下で穴が重なる所では，天候によって穴に差し込む光の
柱，穴に降り注ぐ雨の柱を作り，その雨が地面に溜まり美術館が地下
にあるにもかかわらず海に浮いたような空間を堪能できる。「38」はブ
ロックの数を表し，展示空間等の人が集まる空間を表す。

Square　83.38
人の動きと穴の効果が作り上げる美術館。タイトルの「83」は美術館の穴の数を

表し，穴と穴が接する所では人の動線としての役割を持ち，上下で穴が重なる所

では，天候によって穴に差す光の柱，穴に振る雨の柱を作り，雨が地下に溜まり

美術館は地下にあるにも関わらず海に浮いたような空間を堪能できる。「38」は

ブロックの数を表し，展示空間などの人が集まる空間を表す

敷地は広島県広島市中区元町。 敷地周辺には，
ひろしま美術館や町を見守るかのように聳え立つ広島
城が待ち構えているこの土地は広島の歴史に触れら
れると同時に， 当美術館内部はもちろんのこと， 敷
地周辺には緑が多く自然豊かな土地である

敷地全体に穴を開ける スラブに穴を開けたりブロックを埋め込む 躯体を全て地下に埋め込む

Site

Diagram

I

F

C

D

Works

壁のない大空間
館内を木で仕切り空間を形成することにより人の
視線が遮られず遠くまで視線が届くため窮屈感の
ない大空間を体験できる

城の景観保護
躯体を全て地中に埋めることによって敷地
後方にある広島城の景観を確保する

内部から見る人の動線
館内・館外の上下左右の様々な角度から美術
作品を鑑賞する人の動きを観察する

強弱のある空間
各階の場所ごとによって地上からの光が届く量が
違うため同じフロアでも音・体感温度・明るさの
違いが生まれ強弱のある空間が生まれる

光の柱・雨の柱
天候によって穴から光や雨が入り込み，館内に
雨の柱・光の柱をつくりだし，館内にいる人の
動線に影響を与える

地下に行くほど人が小さく
見えたり人の動きが複雑に
なる

不規則に開いた穴と穴が重なり
合い通路を生み出す

Plan view

Element

Structure

各階ごとに道の幅や道の
数が違う

ブロックの部分は植栽が植え
られたり重なって空間を形成
したり，ブロック内部に空間
をつくったりする

tree

lawn

soil

concrete

glass

water

光の放出
夜間は昼間とは正反対に美術館内部の
光が外部に放たれる

外部から見る人の動線
地上階の床は一面がガラスでつくられており内部
の人の動きを観察することが出来る

音の吸音
地下水面へと届いた美術館の音は地
下水面部の水によって吸音される

蒸発による空間の温度変化
地下水面部に届いた光の熱によって地下の水が蒸発
し，気化熱現象によって周辺の温度に変化を与える

Ground water space
E

B

A

H

G
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まちくら

かまくらという名前の由来は、かまちがかまどのようで、倉のように一方に空いていることからきているらしい。今回私たち

は、形を道や場所に合わせ、それがまち全体に広がる「まちくら」を提案する。「まちくら」にはバス停と雪捨て場を掛け

合わせた用途があり、積雪時には自然と雪があつまりかまくらのバス停となり、バスを温かく待つことができる。また、

夏にはグリーンカーテンとなり、1 年間ありつづける快適なかまくらである。

既存のバス停はもちろん、新しいバス停も設置して「まちくら」がコロナウイルスや住宅街のに雪捨て場がないなどのさまざ

まな問題を解決するきっかけとなり、新しいまちのくらしの起点になると考えている。

～かまくらから始まる新しいまちのくらし～

1．公園前 2．空き地前 3．住宅街 4．病院前

5．コンビニ前 7．養護学校前 8．中学校前6．公園前

ワイヤーで組んだかまくらの型につたをからませ夏は緑、秋は紅葉、冬は雪、春は葉の落ちたつた

が絡まった姿となる。

Spring Summer

まず、ワイヤーでかまくらの型をつくる。次に北国の建築は 2 重窓、フードなど 2 段階にすること

で、室内の熱環境を整えていることを取り入れた。最後に、設置場所の道やバス停での待ち方の

バリエーションを増やすために全体のかたちを変化させる。

■コロナ・雪の分散

雪捨て場兼バス停である「まちくら」を新しく

住宅街の様々な所に設置することで 1 つのバス停

の利用者数を減らし、街に積もった雪も小さな

区画でまとめられるので、コロナウイルス感染

予防のための人の分散はもちろん、雪を捨てる場

がないので家の前に雪を捨て、小学生が車道を歩き

登校することもなくなるなど、より多くの人が安全

で安心して暮らすことのできる街をつくる。

■四季のサイクル

■ダイアグラム

Autumn Winter

　
ー
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る
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・かまくらの中の二重構造や、壁、天井など

の形の歪みによって人の距離感を操作する。

・変形の仕方によって同じ空間にいながらも

人との見えない壁をつくる。

・雪に覆われたバス停（かまくら）は雪の断熱性

　により、外からの冷気を防ぎ、中は温かく快適

　に過ごせる。

・二重構造により、かまくら内でも暖かさの

　差が生まれる。

・夏はワイヤーに絡まったつたの葉が日差し除け

のカーテンとなり、日射を遮る。

ワイヤーや葉の隙間から心地よい風が透き通る。

■熱環境とバスの待ち方

■断面図

今回私たちは、形を道や場所に合わせ、それがまち全体
に広がる「まちくら」を提案する。「まちくら」にはバ
ス停と雪捨て場を掛け合わせた用途があり、積雪時には
自然と雪があつまりかまくらのバス停となり、バスを温
かく待つことができる。また、さまざまな問題を解決す
るきっかけとなり、新しいまちのくらしの起点になると
考えている。

小林　成樹　宮脇　大樹　新谷　恭平

まちくら 
-かまくらから始まる新しいまちのくらし- 

Naruki Kobayashi/Daiki Miyawaki/Kyohei Shintani
建築意匠研究室

第12回JIA・テスクチャレンジ設計コンペ　最優秀賞
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赤色の線は消してね

仕切りのない部屋

究極のサステナブルとは、自然とともに生きることだ。

壁を一面完全に取り除いた。
部屋の扉を開くと、そこに「うち」はなく「そと」。
「そと」という自然や街とともに生活する。

常に「そと」を感じ、考えながら生活していくことが
サステナブルを考える上でとても大切になる。

自由な空間をつくることができる。

引き戸では溝などが必要になり、空間の動きに制限が出る。

また、溝があると空間が分かれてしまう。

天井にレールを敷き、カーテンのように移動させるのでは、設計者の考
えるもの以上になることがない。

空間を使う人が自由に動かせるということが大切になる。

天井一面に「鉄板」を敷き、磁石の車輪を用いることで、空間を自由に
移動することができる。

天井には遮るものがない
からこそできることだ。 鉄板

磁石

可変性のある壁

ひとつづきの床

可変性のある壁の使われ方

使う人により空間の使われ方が決まる。壁が自由に動くことで、様々な空間の使われ方になる。

<２5歳　男性　１人暮らし>

必要最低限の「うち」空間

【1人で過ごすとき】

バス ひとつながりの「そと」空間

【友人と過ごすとき】

バス

スイッチ：蔓のように天井からぶら下がる

キャンプのテントにも用いられる、ポリエステル+コットンでできた
素材の「ポリコットン」を用いる。

耐火性、通気性、遮光性、結露しずらいなどの機能をもつ。

キャンプなどで使用するため、雨や風、断熱などが考えられている。

壁と床の隙間

テントのスカートのように、壁に「スカート」を取り付ける。

水や風の侵入を防ぐことができ、空気の移動も減らす。

断熱性などの向上につながる。

可変性のある壁の素材

可変性のある壁

スカート

<トイレ・キッチン>

壁沿いに最低限の機能のみ置く。

専用の空間ではなく、ワンルームの一部。

必要最低限の機能のみで成り立つ。

<バス>

天井からまるで「雨」のように降り注ぐ。

極限まで自然とつながった空間。

機能をそのまま置かないことで、
空間に多様性が生まれる。

雨のような空間

トイレ・キッチン・バス

賃貸住宅のあり方とサステナブル

賃貸住宅は人が入れ変わる。

人により部屋の空間は変化するため、「可変性」が大切になる。

固定された「壁」はいらない。
空間の区切り方はもっと自由であるべきだ。

部屋の中にあるものは必要最低限でいい。
トイレ・キッチン・バスなど必ず使い続けるものだけだ。

使い続けられることこそが本当の「サステナブル」につながる。

4×6×2.4 というワンルームを最大限に広く使う。

何もないからこそ、人により空間が変化する。

これからの時代に沿って、変化させていくこともできる。

今、未来を見るだけではなく、未来にさらに未来を見ることができ
る
ような空間づくりが大切になってくるだろう。

杉山　星斗

仕切りのない部屋

Hoshito　Sugiyama
建築意匠研究室

第13回エイブル空間デザインコンペティション2021　６選
今は “そと ”とのつながりが遮断されています。また、部屋の “う
ち ”の空間だけが良ければよく、“そと ”の自然について考えて
いません。この “うち ”の空間であるワンルームで、“そと ”の
自然ととも生きるためにはどうすればよいでしょうか。そこで、
部屋の壁を一面取り除き、“そと ”という自然とつながったワン
ルームを提案します。



髙橋　昂大 / 増田　耕平

水を接ぐ家 

Akihiro　Takahashi / Kohei　Masuda
建築意匠研究室

第48回五三会建築設計競技2021　選外佳作12選
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西条の町をつくりあげた川は今でも西条中に流れ、風景として残され
ている。古くからの特産物である日本酒の歴史も辿れば地域一体と
なった助け合いから始まる。しかし、産業の発展が進み、生活に自然
水の介入が許されない、今の暮らしにおいて川との関係性が希薄化
した住まいはどこか地域の個性を失いつつある。現代の住戸空間が
紡ぐ生活は壁のない新しい人と人の距離感をもった暮らしをもたらす
。

01.  川を軸として広がるコミュニティはみんなの生活の幅を広げる。各々の目的で使われる水は互いを思いやる気持ちを助長する。 02.  川に接するように櫓は立ち上がり、住人の拠り所となる。また電線が繋がり、水力発電による電気を各住戸に届ける生活インフラでもある。 03.  住戸を縫うように紡がれた水路は各部屋や廊下を間接的に繋ぎ、人と人の過ごしやすい空間距離をつくりあげる。

06.  情景を住まいに取り込む部屋は暮らしのなかに季節の変化や地域独特の文化が溶け込み、生活の幅を広げる。05.  水車や止水板による水の操作により農業や飲み水、生活、生物多様性といった暮らしのなかに豊かさを生み出す、04.  水路から水を取り込み中庭空間にプライベートなため池をつくり、ライフスタイルに趣味や仕事といった新しい色が生まれる。

住戸を区切るように通る水路は壁のない
シームレスな境界線をもたらす。

公共エリアに繋がる部屋は自然風景に溶け込んだ空間をもたらす。

敷地に沿った段差にレベルを合わせて住戸を形成する。
それにより、流れる水と距離の近い空間が生まれる。

水路が繋がりもたらす田んぼや、水車、自然は公共広場を彩り、
地域に馴染む居場所をつくりあげる。

折りなす屋根は住戸内に光を取り込み、
居場所をつくる。

町を見晴らす展望台は水路が紡ぐ
風景を浮かび上がらせる。

水

水

水 自

自

景

1. 敷地 東広島市西条町

西の 3 台酒蔵としても知られている東広島市西条町。
敷地の北部にある龍王山からの水が流れる、昔から日本酒作り
に適している水が流れる。周辺には沢山の池があり市街地にも
川が流れる。

Site

1/1000
[m]10

100200

2. 住宅 × 水路の付加価値

住宅に水路を取り込むことで生まれる付加価値とは、住
戸の部屋を壁ではく水で仕切ることで、建物内ではお互
いの距離感を取りつつも存在を感じることができる。

3. 地域 × 水路の付加価値

植物を栽培して、虫が集まり、生き物が集まる。敷地内
は様々な生態が生息することで観察をすることができる。

川 ( 水路 )

トイレ

風呂

下水へ

下水へ

止水板

限定的な道

川底が見え子供
たちの冒険欲を
くすぐる

稲作

販売

止水

溜める

お裾分け

水耕栽培虫魚

冷やす

川流し

沐浴

水車

発電 汲み上げ

川の水温や流れを生
かして川で遊んだ
り、嗜んだりするこ
とができる。

綺麗な状態で保つた
めに下水は川へは流
さないと考えている。

5. ダイヤグラム

方角を軸として敷地全体を 3m×3m のグリッドを構築
する。910mm グリッドではなく 3m グリッドにすると
こで１ブロックどこに 1 人がゆったりと過ごせる空間が
連なっており、敷地全体として暮らすだけではなく地域
の人を巻き込むなど発展することができると考えた。

各住戸のヴォリュームをグ
リッドを基準に配置する。

配置した住戸を縫うように
水路を形成していく。

6. 平面プラン
住戸Ⅰ

住戸Ⅱ

住戸Ⅲ

公共空間：やぐら　展望台　東家
　発電　：電柱　水車

中央にある川に人が集まるように公共空間を配置し
囲むように住戸を配置する。

4. 水との様々な関わり

a. 階段
陸地から水路への緩やかなアプローチ
を設けることで、日常の一コマに水と
の生活が増える。

b. 電柱と水車
水車を用いて発電をし、敷地内の電力
を賄う。

c. 箱庭と水路
住宅の箱庭の中にも水が流れ込み、プ
ライベートな水場ができる。

d. 止水板
止水板を用いて住人が自分の家の水路
の水量を調節することができる。

e. 深めの水場
深めの水場があることで、沐浴するこ
とができる。

f. 水耕栽培
水を引き込み、田んぼを営むことがで
きる。生活の中に水耕栽培があり、生
活に季節の変化が生まれる。

generation

Electrical wire
private

1/150
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3
5

1/100
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3
5

主軸となる川を中心に敷地全体
へと水は運ばれていく

公共エリアと個人エリアの曖昧な境界線は
新たなコミュニティが生まれる

水を引き、農業を営む。暮らしの中に
食が絡まり、生活の質を向上させる。

中庭空間にプライベートな池を
つくり、趣味の幅が広がる。

枝接ぎのように広がる水は敷地内の
自然環境の成長を助長する。

川に沿ってつづく公共エリアは地域住民も
利用するコミュニティとなる。

水車で水を引き、敷地全体に電力と
生活水を汲み取る。

自然の水で沐浴を嗜む、自然と一体
となり心地よい場所となる。

Aʼ

A



三谷　啓人

音のトポス 

Mitani　Hiroto
建築意匠研究室

日本ペイント国際学生コンペAYDA2021　優秀賞
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「 音 」が創る広場

　人が普段暮らしている中で無意識に発する音を「音源
」とし、素材のフィルターを用いてその素材がもつ固有
の音に変換する。靴の種類、歩く速さ、行われるアクティ
ビティなどによって、幾多の音が生み出される。

町の音を奏でる

　フィルターとなる素材を限定し、それぞれが生む音の
リズムと調子、それらの連続する体験によって「音の空
間」を創り出す。そこで体験する人はその人の背景によっ
て、留まる空間が異なり、集まった人の身なりや雰囲気、
行われる活動によって空間の色が現れる。

音が創る空間の色

趣味

文化

性別
人種

年齢

宗教

ふるさと

仕事

気分

　町ごとに人が生み出す音は異なる。

　その場で行われる活動から生み出される音を、人工地盤に敷かれているモザイク

状に異なる素材のフィルターを通ることで、町の創り出すハーモニーが生まれる。

　そのハーモニーによって生まれた空間にそれぞれ人が集まり出し、その集まる様

態によって町の形が現れる。

　そして、その集まる人が行うアクションや生み出される雰囲気によって、その町

の「色」が可視化される。

音が町の「色」を表す。

﹁
音
色
﹂

﹁
空
間・

運
動
﹂

﹁
色
﹂

人工地盤上広場 人工地盤下広場

形態による「音」の空間

　現在この敷地にある広場の上に新たな
広場を設ける。この場を囲む建物のコン
コースとして機能すると共に、元の広場
としての機能も有する。上の広場で行わ
れる活動によって生じる音が、人工地盤
を通して、下の広場を彩る。予定調和の
ない音の連続の体験が、空間にグラデー
ションを与える。

人工地盤

部分構成 - 各部名称

ラッパ口：繊細な音

モザイク：音の連続

スピーカー内部：音に包まれる

筒：ある音に包まれる

糸電話：筒から音を伝う

導線：上下で音の交信

谷：上と横からの音の発生

隅：線に沿って音が連続

門：金属音が縁取る門

Aluminum　6380m/s

Iron　5290m/s

Wood　3500~4500m/s

Glass　4000~5500m/s

Air　341m/s

Concrete　3500~5000m/s

0 5 10 20（m）

配置図

敷地：広島県広島市「アリスガーデン」

　広島市の中心地に位置し、

繁華街の中にある「アリスガー

デン」は、敷地四辺を高層の

商業施設に囲まれており、日

時問わず多くの人が通り、寄

る広場になっている。それに

より、活動が盛んで、多くの

音が生まれる場所である。

N

　精神的な尺度を図る音を建築を用いて空間という形に翻訳し、
目に見えない音という現象が人に与える精神的な居場所につい
て考えました。人工地盤上で行われる人々の活動から発せられ
る音源が、素材によるフィルターを通して地盤面の広場を彩り
ます。ここを訪れる人が無意識の内、好みの音が創る空間に導
かれ、留まり、空間の色が生まれることで目に写らない「音」
という現象が、人々の拠り所を創り町の色が現れます。



瀧下　裕治/増田　耕平

自然サウナ 

Takishita Yuji/Masuda Kohei
建築意匠研究室

第28回空間デザインコンペティション　34選
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自然サウナ“環境に対して寄り添いつつも食い入る、人のためのガラス” と “悠然とたたずむ自然” がせめぎ合い共存する空間のなかで、人間は地球の生を感じとる。

ガラスにより最大限に空間化された自然の中のサウナは人々の感覚を研ぎ澄ませ、野性を拡張させる。

ガラスのサウナは人と自然を本来の美しさで結びつける。

雪が降り積もりガラス越しに雪原が白く輝く

激流と水飛沫が絶景を漂白する

樹々と共に空気と陽光の澄んだ世界を感じる壁からは岩や根が顔を出し、湿気で苔が生す

砂浜から地中、海中へとシークエンスが移り変わるガラスは岩や樹木を跨ぎ、ありのままの人と自然が内部に併存する

yuji
“ 環境に対して寄り添いつつも食い入る、人のためのガラス ” と
“ 悠然とたたずむ自然 ” がせめぎ合い共存する空間のなかで、人
間は地球の生を感じとる。
ガラスにより最大限に空間化された自然の中のサウナは人々の
感覚を研ぎ澄ませ、野性を拡張させる。
ガラスのサウナは人と自然を本来の美しさで結びつける。



増田　耕平

風に揺られて椅子は立つ 

Kohei Masuda
建築意匠研究室

第28回空間デザインコンペティション　34選
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座った時に、おおらかな川と一体になっているように過ごせるようなゆ
らゆらと動く椅子を提案する。水上の感覚を想起し陸地における新し
い水との関わり方が生まれてくるのではなかろうか。



三谷　啓人　　　小澤　叶萌

明かり のやりとり 

Hiroto Mitani        Kaname Ozawa
建築意匠研究室

第28回空間・デザインコンペティション　34選
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木の成長によってガラス膜が
変形する

窪んだ場所に落ち葉などが溜まり土が堆積するガラス膜

入射する微かな光をガラス
膜が反射、透過することで、
光の届きにくい場所へも光
を行き届かせる

　今提案は、一度失われた地域固有の風景をガラス膜を用いて
未来へ紡ぐ。恐怖さえも覚えるような近づき難い災害箇所に、
人と場所の関係から生まれる場所ごとに異なる固有の意味を再
度創り出す。月日が経つごとに異なる様相を魅せる光は、一か
ら立ち直る町を写し取った形となる。災害にただ対峙するだけ
の無味な壁ではなく、メモリアルな場所となり、これからの町
の行く末を見守るものとなって欲しい。

光に包まれる町

ガラスが風景を取り戻す

　日本では、近年多くの土砂災害が起きている。その度に、堰堤や張工などで森は均質な面で固

められ、その地域固有の風景が削られている。

そこで、土砂災害が起きた場所をガラス繊維で編んだ膜で覆い固着させる。全国で粛々と築

かれつつあるコンクリートの堰堤に対するオルタナティブである。

　土砂災害によって失われたかつての風景。場所にはそれぞれその地域に馴染んだ使われ方

がある。しかし、暮らしを守るためつくられた堰堤は森と町を切り離し、今後永遠に地域と

の有機的な関係を失ってしまう。ヴァナキュラーな場所は人々の暮らしや周辺環境との繋が

りによってこそ映し出される。

　今提案は、一度失われた地域固有の風景をガラス膜を用いて未来へ紡ぐ。

恐怖さえも覚えるような近づき難い災害箇所に、人と場所の関係から生まれる場所ごとに異

なる固有の意味を再度創り出す。ガラスを通して生み出される光が風景の修復を助長し、町

を照らす希望の光となる。そして月日が経つごとに異なる様相を魅せる光は、一から立ち直

る町を写し取った形となる。

　災害にただ対峙するだけの無味な壁ではなく、メモリアルな場所となり、

これからの町の行く末を見守るものとなって欲しい

照り返すマットのような地面でひととき町の光を反射し星空へと続く

窪む地面が「触れる」感覚を刺激する

　土砂災害後、斜面をガラス膜で覆う。地面を覆ったガラスが太陽光を反射し、
町に光をもたらす。

　ガラス膜によって太陽光や水を取り込み、植生の二次遷移を促す。それにより
土砂は徐々に固定され、強固な地盤となる。町の復興と比例して、地面は緑を取
り戻し、元の風景に近づいていく。

 　ガラス膜は徐々に表面を草木に隠され、町を照らしていた光は消える。町の
灯りが戻った時、その灯りを反射して森は静かに光を放つ。

◦ 町の暮らしを写し取るガラス
　ガラス繊維によって編まれた膜は、災害によって変形した地表の形を模る。半永久的に存在するガラ

スの性質を用いた、草木の成長を促進させる新たな地層となる。草木の成長とともに根がガラス膜の形

を変え、うねりをもった地層はより強固な地盤になる。また、月日が経つと草木によって作られた土は

地表に堆積し、新たな森が生まれる。

　地すべりを防ぎ、森の変移を刻むガラス膜は自然の記憶装置として、森の変容が刻まれていく。

◦ 地層に取り込まれるガラス膜

　土砂災害の斜面に取り付けられたガラス膜は、時と共にその輝きを失ってゆく。変化するガラス膜に対して、成長

した植物や被災した町は光を取り戻すようになる。 

◦ 町を写す光

ガラス膜設置

　景色を透過するガラス膜によって、固有

の風景が空間を彩る。季節や時間によって

変わる自然の移ろいは同じ場所でも違った

表情を見せるようになる。

　また、地域特有の植生状況や、山の起伏

によっても空間は異なる。

ガラス膜に降り注ぐ太陽光がそれぞれの

地形を辿り、新しい光の情景を描き出す。

◦ 様相を描くガラス膜



78

私は、自然の中の何物にも邪魔されて住みたい。
しかし、自然の中には余りにもたくさんの他者がいて、その関係によってつくられ
た環境の中では人間はずっと同じ場所に留まることはできない。
環境の中に居つくために生み出された建築は、周辺を構成する他者を排除し、人工
的な環境を作り出している。そのような今の住宅においても、入り込む朝日などに
ふと感動させられるようなことがある。このような自然の入り込みを助長しつつも、
弱くもろい人間を包み込んでくれる。自然という他者との共存を図る新たなランド
スケープのような住宅を目指した。

岩間　創吉

100m　GLASS　HOUSE

Sokichi　Iwama
建築意匠研究室

第14回　ハーフェレ学生デザインコンペティション2021　優秀賞
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家には色んな構造体があり、形がある。家が違えば広がる屋根裏空間も違うだろう。昔は多く見られ
た屋根裏部屋であるが現代社会においてそれらは不要なものとして処理されている。持て余すだけ
の屋根裏空間であるならば僕は誰かの家の屋根裏で暮らしていたい。ただし、一つの屋根裏だけで
はすぐに飽きてしまいそうだ。だから、みんなの家の屋根裏を分けてもらおう。家族が増え、友達が増
え、趣味が増える。そうなると部屋はいくつも欲しい。そうやって町を浸食するように僕の家は拡がり、
人生を終える頃には町全体を埋め尽くすように僕の屋根は町を覆いかぶすだろう。

髙橋　昂大

浸食する屋根裏のパレード

Akihiro　Takahashi
建築意匠研究室

ハーフェレ学生デザインコンペティション2021/ 選外佳作 18選

転勤族であった私は一軒家からアパート、 団地、 マンションに至る多くの家に住んできた。
しかし、 屋根裏部屋というものに出会ったことはない。

屋根裏という生活の中で必要とは言えないがなぜか魅力を感じる空間への憧れ。

そんな非日常であった住処に暮らすささやかな幸せを感じたい。

ここから見ると町中が
僕の家みたい！ 次はどこの屋根を

開拓しようかなぁ

今日は天気がいいなぁ

なんだかいい匂い！
どこかで料理をしてるのかな。

5.  住戸区分　棲み処は町へ拡がり、点在するエントランス

3.  町の住戸と私の家との関係 4.  路をつなぎ、生活をつなぐ

町の住戸から上まで伸びる大きな煙突や隣接する住戸と住戸が重な
り合い生まれる路地空間などどこか少しだけ町と繋がりをみせる。
それにより、町の色がより濃く残った家として町に浸食を進める。

My house

棲み処が増えれば玄関も増えると便利である。点在するアパートの階段を共有し、屋根家へのアプローチを設けることで町の至る
ところに僕の家のエントランスが生まれる。既存アパートの公共階段を利用することで風景と同化したアプローチとなる。

路
地

煙
突

煙
突

ApartmentApartment

Share Stairs

Someoneʼｓ
house

GL

Share Stairs

生活が彩る路地空間

路地をまたぐように生活動線が組み込まれることで、
生活という人の温かみを感じる空間が町に生まれる。

Someoneʼｓ
house

Someoneʼｓ
house

My house

2. 敷地  フランス / コルマール

6   

構
造
体
空
間
ヴ
ォ
イ
ド
の
活
用

.

家が違えば屋根も違う。そうなれば構造
も変わってくる。町のあらゆる屋根は中
を覗けば全く別の空間が拡がり、それぞ
れに別の可能性を秘めている。

フィンクトラス ボウストリングトラス

キングポストトラス ハウトラス

片流れトラス

アティックトラス

エアコンフレームトラス

クイーンポストトラス

アティックトラスクイーンポストトラス

9.  町を縫うように家は拡がり、家は町となる。

町
に
拡
が
る
屋
根
裏
の
僕
の
ま
ち

人
生
を
過
ご
し
︑
徐
々
に
部
屋
は
増
え
て
い
く
︒

7.

家族や趣味が増え、 必要な部屋も増えていく。 町の屋根裏空間を棲み処として浸食していく。

多目的大空間

干物屋根

キッチン

寝室

屋外テラス

ヘリポート

リビング

展望鉄塔

生活テラス

1.　見晴らしが良い大通り。ここから僕の家を築いていこう

8.  軸となる大通りから町全体へと部屋は作られ拡がっていく。

2.　対面側に吊り橋をかけて大通り全部の屋根が僕の家。 3.　通りを中心に町全体へ家が広がっていく。

僕だけでは成り立たないこの家は新しい出会いと発見を生み出し、 共存によるコミュニティが人生をより豊かにする。

1. Concept　屋根裏に棲む。
そして、家は拡がる。

　家には色んな構造体があり、形がある。家が違えば広
がる屋根裏空間も違うだろう。昔は多く見られた屋根裏
部屋であるが現代社会においてそれらは不要なものとし
て処理されている。持て余すだけの屋根裏空間であるな
らば僕は誰かの家の屋根裏で暮らしていたい。

　ただし、一つの屋根裏だけではすぐに飽きてしまいそ
うだ。だから、みんなの家の屋根裏を分けてもらおう。
家族が増え、友達が増え、趣味が増える。そうなると部
屋はいくつも欲しい。そうやって町を浸食するように僕
の家は拡がり、人生を終える頃には町全体を埋め尽くす
ように僕の屋根は町を覆いかぶすだろう。



古川　智大

証 

Tomohiro　Furukawa 
建築意匠研究室

ハーフェレ学生デザインコンペティション2021/ 選外佳作 18選

80

建築は年月が経つにつれ風化し朽ちていく、
しかしどれだけの年月が経ったとしても人が
住んでいた記録は残り続ける。朽ちていくこ
とで形態は変化し、機能は変容していく。そ
して、何らかの形で私の家、私の部屋は受け
継がれていく。

家族が増え、住むん人が増えれば必要となる
部屋の数が増えていく。木板をつなげていく
ことで自分たち部屋の大きさ、高さを感覚的
に設定できる。また、自分たちで新たな部屋
を作ることで、どのような経緯で作られた部
屋なのか鮮明に記憶する。

私は小さいころ、家のフローリングは
畳のように母と父が木版を敷き詰めて
できていると思っていた。
もし自由に取り外し、組み替えること
ができたらどんなものができるのだろ
うかと考えたことがある。そんな小さ
いころ考えたことを躯体に取り入れた。

私の部屋

中庭

風化

内部

外部

一人暮らし

四人家族

赤色の線は消してね

100 年後の平面図

トイレ

風呂

中庭
私の部屋 ( 過去 )

物置　
リビング ( 過去 )

子ども部屋

リビング

キッチン

子ども部屋

開口部から木が顔を出す私の部屋

開口部は徐々に大きくなり玄関へと変容する

外部となった私の部屋は森へ変える

証　ー森を縫い受け継がれる自邸 

-森を縫い受け継がれる自邸-
人は死にいつか忘れられる存在、そんな中で私の自邸は朽ちたと
してもその場所に痕跡を残し、必要であればその姿は増幅してい
く。そして、次の世代に受け継がれていく、そうして 50 年、
100 年経ったとしても忘れられない存在となる。

私の自邸はこれから住むであろう私の家族、友人などに繋いでほ
しい。そうすることで私が生きた証となる
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	修士データ作品集　nisimoto
	フォーマットちゃん 河上
	フォーマットちゃん1 ひこぷっぷ
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	各目次 2

	三谷　岩間　コンペ
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